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プロローグ１―１　望のぞむ野のつみき







　大衆食堂『のぞみや』の静かな店内で、望野つみきは大きくため息をついた。

　客の前でならそんな辛しん気き臭くさいことは絶対にしないのだが、今は問題ない。最後の客が出ていったのはもう随分と前のことだからだ。

「はぁ……」

　もう一度つみきは客足の途と絶だえた店内を見回して、ガックリと肩かたを落とした。

　このお店で元気なのは閑かん古こ鳥どりだけだ。

『のぞみや』がガラガラな理由はふたつほどある。

　ひとつはお店の建つ商店街通りが、ここ数年徐じよ々じよに徐々に寂さびれてきていること。

　もうひとつは駅前に全国チェーンのレストランができたこと。ただでさえ減ったお客をさらに削けずり取とられてしまい、いよいよお店の存続が危あやうくなってきた。

　両親はつみきに「心配しなくていい」としか言わない。それが大人の見み栄えなどではなく、気持ちの上で自分に負担をかけたくないからだと、彼かの女じよには分かっていた。

　家族三人で切り盛りする小さな食堂。

　つみきはこのお店がとても好きだ。

　ここがなくなってしまうなんて、彼女には耐たえられない。

（でも私に何かできるのかなぁ……）

　元気印の看かん板ばん娘むすめと近所では評判だ。けれど彼女のファンのおじさんおばさんだけで、店が切り盛りできるほど儲もうかるはずもない。

　パッと思いつくのは駅前のレストランより安値でメニューを提供し、客足を呼び戻すことだが、それで何とかなるなら彼女の両親がすでにやっているだろう。やらないということは、それではダメということだ。

　となるとあとはやはり味――メニューの見直しということになる。

　それも元からある料理の味つけを工く夫ふうする程度ではダメだ。

　遠方からもその料理を食べるために人が集まるくらい、客の心を鷲わし掴づかみにする名物料理を作り出だす必要がある。

　しかし、つみきは給きゆう仕じ歴こそ長いが料理歴はないに等しい。とある理由から両親に厨ちゆう房ぼうに立つことを禁止されているからだ。そんな自分が経営を立て直すような物凄い新メニューを考え出そうなんて、いかにも無謀といった感じだ。

　けれど、つみきは困難を前にしてジッとしていられる性格ではなかった。

「……うん。よしっ、決めた！」

　大好きな『のぞみや』を絶対に潰つぶしたりしない。

　そのためだったらどんな無理難題にだってチャレンジしてやる、とつみきは意気込んで行動を開始した。







プロローグ１―２　テトラ・メトラ・レトラ







　かつて地上を破は壊かいし尽つくした一匹ぴきの『怪かい物ぶつ』がいた。

　その体たい躯くは見み渡わたす限りの大地を覆おおい尽くし、歩けば地じ響ひびきが、息を吸えば竜たつ巻まきが起こり、己おのれの享きよう楽らくのために世界を滅ほろぼそうとしたという。

　やがてそのことが神の怒いかりに触ふれ、ついに神しん罰ばつが下った。

　大地を覆った巨きよ躯くは地下に創つくられた『封ふう印いんの間』に押おし込められ、二度と地上へ出られないようにされた。その後、神は『封印の間』のすぐ傍かたわらに神しん殿でんと村を創り、土から番人を創り出して封印の扉とびらの番に任じた――




　――そして、現在。番人の子孫たちは、かつてない危機に直面していた。

「ええ、また『封印の間』が鳴動しまして、ええ、壁かべも少し崩ほう落らくしまして……」

「そうですか。分かったです」

　村長の娘むすめテトラ・メトラ・レトラは神殿の大広間で女め神がみ像ぞうを見上げながら、先さき程ほど封ふう印いんの様子を見に行かせた村人から報告を受けていた。

「報告ご苦労様です。ありがとうです」

　テトラは報告してくれた村人をねぎらい、会え釈しやくする。

　それで報告は終わり、彼かれは出て行くはずだったが、まだ聞きたいことがあるようだった。

「ええ……それで、そのう。本当に、封印は破れちまうんですか？」

「―――」

　一いつ瞬しゆん、テトラは苦い表情をしたが、すぐに元の曖あい昧まいな笑え顔がおに戻もどる。

「大だい丈じよう夫ぶです。封印された直後こそ『背神の怪物』は『封印の間』に亀き裂れつを入れるほど大暴れしましたが、やがて力ちから尽つきて暴れるのをやめた――と伝承にも記されているです。安心して欲ほしいです」

「ええ、ええ、なら安心ですね、ええ」

　村人は一礼すると、テトラの部屋から出て行った。

「……ふぅ」

　足音が聞こえなくなったのを確かく認にんしてから、テトラはややウンザリとした調子でため息をつく。

「数千万年も前の伝承を聞いて、何が安心できるです？」

　誰だれにともなく彼女は呟つぶやき、しばらくして諦あきらめたように首を振ふった。

　数千万年前、神は番人たちが役目を滞とどこおりなく果たせるように、いくつかの御み業わざを村に与あたえてくれた。その中には永久の衣食住を保証する物もある。

　だがそれらの御業は同時に人々から生きるための努力を奪うばっているとも言えた。頑がん張ばらなくても生きていけるなら、人はいくらでも怠たい惰だになる。それがたとえどんなに強い使命感を持っていた人々でも。

　今や番人たちは人の形をした無気力の塊かたまりだ。村全体がピンチに陥おちいってもなお、自分からは何も行動を起こさない。テトラが指示を出して、ようやく封印の様子を見に行く程度だ。

　むしろ積極的に動こうとしているテトラの方こそ、この村では異い端たんと言えた。

　そんな彼女でも『背神の怪物』を何とかすることはできない。

　……いや。

　本当は、この村でテトラだけは、『背神の怪物』を倒たおす方法を知っていた。それは村長の娘という立場を使い、断だん片ぺん的てきに村に残る伝承の数々をかき集め、読よみ漁あさり、研究してきた彼女だからこそ知り得たことだった。

「……」

　だが、テトラはその討とう伐ばつ法を実行に移さなかった。

　否いや、移せなかったのだ。




　それがあまりにも残ざん酷こくなやり方だったから。




　ならば、どうする。

　この村の人々には頼たよれない。

　だとすれば外に助けを求めるしかない。

（……なぜテトラは、助けてもくれない村の人たちのために、ここまで頑張っているですか？）

　テトラの心の隅すみで、弱い自分自身がそう疑問を投げかけてきた。

　だが、そんなもの、答えは決まっている。

　こんな村でも彼女にとっては愛する故郷だからだ。

　そうしてテトラは自分の弱い心を振り払はらい、地上へ行くための準備を始めた。







プロローグ１―３　？







　その『獣けもの』は『背神の怪物』に強い恨うらみを持っていた。

　もはやどれほどの時をその憎にくしみとともに生きてきたのか……人外であり、元々悠ゆう久きゆうの時を生きる『獣』にとっても、もはや年月は定かではなかった。

　かつてその『獣』は『背神の怪物』に騙だまされ、力を貸してしまった。

　その過あやまちによって『獣』は何もかも失ってしまった。

　自由をも失った『獣』には、その後『怪物』がどんな厄やく災さいを地上にもたらしたのか知る術もなかった……だが、おそらく『怪物』は破壊の快感を得るために世界を滅ぼしてしまったに違ちがいない、と『獣』は推測していた。

　憎しみと悔かい恨こん、そして自責の念。

「『怪物』め……必ず…………この手で……」

　三つの苦痛に身を苛さいなまれながら生き続ける『獣』にとって、『背神の怪物』をいつか倒すことだけが自分の存在意義であり、己に課した義務でもあった。

　そう思わなければ正気を保てなかった。

　そう考えなければ生きる気力を振り絞しぼれなかった。

『獣』は待ち続ける。

　己の自由を取り戻す〝キッカケ〟が現れるのを待ち続ける。

　来るかどうかすら分からないその時を待ち続ける。

　いつか復ふく讐しゆうと義務が果たせる日を待ち続ける。

　苦しみながら待ち続ける。

　憎しみながら待ち続ける。

　そして、ある日――




　――〝キッカケ〟が『獣』の前に現れた。







第一章　看板娘と暗黒物質ダークマター







　俺おれが『波乱の血筋』に目覚め、三つの『物語』と三人の『ヒロイン』を助けてから、五日が経たった。

　とりあえず入学式以降、俺は新しい『物語』に巻き込まれることもなく、平へい穏おん無ぶ事じな高校生活を満まん喫きつしている……はずだったのだが。

「レッカ様。今朝は少しお疲つかれではありませんか？」

「……え？」

　朝、学校へ行く前にハリッサ・ホウプに尋たずねられ、俺は返事に困って固まってしまった。
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　くすんだ金きん髪ぱつに碧へき眼がんと、外国人っぽい容姿のハリッサだが、実は異世界の魔導師だったりする。わけあって元の世界に帰ることができなくなり、現在俺の家に居いそ候うろう中だ。

　ハリッサはいつも率そつ先せんして家事をやってくれる。今日もうさぎのエプロンをして、朝からパタパタとよく働いてくれていた。エプロンの下が俺のお古の服なのは、お袋ふくろの服では彼女のサイズに合わなかったからだ。男物なので最初は嫌いやがるかもしれないと思ったが、思ったより気に入ってくれている。

　まぁ、そんな感じで、ハリッサは健けな気げで働き者な女の子なのだ。たまにドジするところも愛あい嬌きようがあってかわいいと思う。

　そんな女の子に上うわ目め遣づかいに見つめられ、心配までされて、これって結構男が憧あこがれるシチュエーションのひとつだと思うのだが……俺はそっと視線を彼女からはずして、

「いや、寝ね不ぶ足そくでさ。学校でちょっと寝ねれば大丈夫だって」

　と、当あたり障さわりのないセリフで誤ご魔ま化かした。

「そうですか。それならよかったです。いってらっしゃいませ、レッカ様」

　俺の口から出任せを素す直なおに信じたようで、ハリッサは満面の笑えみを浮うかべる。

　ペコリと頭を下げる彼女に冷ひや汗あせ混じりに手を振って、俺は玄げん関かんを出た。




　同じ高校へ向かう大おお友とも皐さ月つきと一いつ緒しよに通学路を歩いていると、ふと彼女が俺の顔を覗のぞき込んできた。

「烈れつ火か。疲れてない？」

「…………え？」

　本日二度目の同じ問いに、しばし反応に遅おくれた。

　俺はぎこちなく首を傾かしげ、隣となりを歩く皐月を見る。

　まだ見慣れていない高校の制服を着た彼女の姿には、やはり少しドキリとさせられる。その高校の入学式の日に起こった騒そう動どうで、彼女が魔ま法ほう使つかいであることが発覚したのだが、その後も俺たちは相変わらずだった。ちょっとやそっとで俺たちの幼おさ馴なな染じみという関係は終わらないらしい。

　その幼馴染はピンと背筋を伸のばし、長い黒くろ髪かみをほんの少したなびかせながら、不摂生する弟を心配する姉みたいな顔でこちらを見つめていた。

　その気持ちはありがたかったが……俺はあさっての方角を見て、

「いや、ちょっと筋肉痛でさ。昨日の体育で張りきりすぎたかな」

　と、テキトーな理由をでっち上げてその場を乗りきる。

「そう。ツラいようなら保健室で湿しつ布ぷもらってきた方がいいわよ」

「ああ……」

　俺は生返事をしつつも、視線はあさっての方角へ固定したままだった。




「おはよー烈火」

「オッス、おはよう」

　俺が教室に入って真っ先にあいさつをしてきたのは、隣の席の美少女イリスだった。

　彼女の本名はイリス・フィネリタス・サイファーコール。やたら名前が長いのは、彼女が俗ぞくに言う宇宙人だからだ。普ふ段だんは見えないように体の中に隠しているが、実はお尻しりから綺き麗れいな銀色の馬の尻尾しつぽが生えていたりする。

　宇宙人のイリスが学校の制服を着て俺と一緒のクラスにいるのには、とある理由で彼女が地球留学中だからなのだが――その理由については割かつ愛あい。

「烈火ー。なんだか妙みように疲れた感じしてなーい？」

　イリスは長いツインテールをピョコピョコはねさせながら首を傾げ、ズズイッと俺に顔を近づけてくる。

「……………………そうか？」

　さすがに三度目ともなると、もう目線を逸そらす気力もなかった。

「そーそー。こう『無理してるー』って顔してる」

「……」

　それには非常に心当たりがあったので、俺は目を泳がせて押し黙だまる。

　そんな俺の態度が気に入らなかったのか、イリスはえいっと椅い子すを蹴け倒たおして抱だきついてきた。

「お、おいっ！」

「んもうっ！　せっかく朝からアタシと会えたっていうのに、何なのよーその顔はー」

「いや、朝も何も学校なんだから会うのは当然……」

「烈火がアタシに口ごたえしなーいっ」

　さすがお嬢じよう様さま。ワガママだ。

　ていうか、そんな正面からぎゅーッて抱きつかれると、ほかのところもぎゅーッと密着するから……どことは言わないけど、やわらかい物がふたつ！　しかも朝からこんなことしてる俺たち凄すごいめだってるし！

「――烈火！　それにイリスさん！　ふたりとも早く離はなれてください！」

　俺たちのやり取りを見かねた皐月がバシンッと机を叩たたき、声を荒あらげてイリスを睨にらみつける。ちなみに彼女も俺の隣の席だ。ふたりの少女の間に挟はさまれ、俺の胃からは毎日悲鳴が絶えない。

「何よもうっ、うるさいわねー。アタシは烈火の体を心配してただけよっ」

「とてもそうは見えませんでしたけど」

「カリカリしないでってば。そんなだから牛乳飲んでも栄養が胸に行かないのよ」

「そう言うイリスさんは頭の栄養が足りてないみたいですね」

　何でこのふたりは言葉のキャッチボールじゃなくて、デッドボールをぶつけ合うんだろう。

「……アタシたちって、そろそろ話し合いが必要だと思わない？」

　イリスが見事なまでに取ってつけた感溢あふれる笑顔で提案する。

「いいですね。私もイリスさんとはキッチリ話をつけるべきだと思ってました」

　対する皐月も笑顔だ、俺の背筋が凍こおるような。

　ふたりの視線が交こう錯さくし、間に挟まれた俺の目の前で火花がバチバチと散る。飛び火するからできればよそでやってくれ。

「それじゃぁちょっと外行きましょう」とイリス。

「ルールは二度と立ち上がれなくなった方が負けということで」と皐月。

「って、お前らちょっと待てぇー！」

　よそでやってくれと願いつつも、結局いつも通り仲ちゆう裁さいに入る俺。ていうか、ふたりとも言うことが物ぶつ騒そうすぎる。二度と立ち上がれなくなったら負けの話し合いってどんなだよ!?　話し合いはフツー平和的な解決を模も索さくするためにするもんだぞ！

　こうして俺の心労的な意味でハードな一日が、今日も始まる。





▽






　本当は分かってるんだ。

　寝ても覚めても取れない疲れの原因……それは。




「…………オ・マ・エ・ラ・ダアァァアァァ!!」




　学校の屋上から裏山へ向かって全力で叫さけぶ。

　はぁはぁと肩かたで息をしていると「ラダァァァ」と山やま彦びこが返ってきた。

「烈火さんは何をやってるんですか？　まるっきり変人ですよ」

　と、冷静なツッコミを入れてくるのは宙に浮く軍服の少女――アールだ。

　見た目だけなら幼い少女にも見えるが、実は未来から来た人工生命体にして、俺の監かん視し役やくだ。基本的にいつも無表情だが、口だけは辛しん辣らつ。

「変人とか言うなっ。毎日のように皐月やらイリスやらハリッサやらにあれこれ振り回まわされ続けりゃ、たまには大声で叫びたくなるわ！」

「男子の誰かに聞かれたら八やつ裂ざきにされそうなセリフですね」

「知るクワァ！」

　俺は両手で頭をガシガシかきむしる。

「なら、さっさと『ヒロイン』の中からひとりを選んでくださいよ」

　アールは嘆たん息そくしながらぼやくように呟いた。

　彼かの女じよがわざわざ未来からやってきたのは、未来世界で『ヒロイン』と呼ばれる少女たちが俺を取り合って『全ての戦争オールオブウオー』を起こすのを未然に防ぐためで、そのためには俺が『ヒロイン』の誰かと結ばれる必要があるらしい。

　ってな話を何かにつけて小言っぽく言われるのだが……。

「そう簡単にンなことできるかよ」

「あらまぁ、では烈火さんはひとりではなく多人数プレイがお好みと？」

「違うわボケェ！」

　再び俺はフェンスの向こう側に向かって絶ぜつ叫きようし、それでも飽あき足たらずゴロゴロと屋上の床ゆかを転がる。

　正直なところ俺もわりと限界だった。

　俺の姓せいである『波なみ乱だれ』。

　その『血』が受うけ継つぐ『物語』に巻き込まれるという体質。

　十六歳さいになると発現するこの体質のせいで、最強の魔法使いと戦ったり、異世界の魔ま王おうと戦ったり、銀河大国の暴君と戦ったり……ああ、思い出だすだけで憂ゆう鬱うつになるほどの大きな厄やつ介かい事に、俺は巻き込まれまくった。

　どうにかそれらを無事に乗りきり、俺は愛すべきフツーの日常を取とり戻したはずなのだが――世の中そう上う手まく行かないと思い知ったのは、『物語』から帰き還かんした翌日からだ。

　たとえば皐月とハリッサのどちらが俺のお弁当を作るかとか。

　たとえば体育の授業で皐月とイリスどちらとペアになるかとか。

　たとえばハリッサが俺と同じソファで並んでテレビを観みるのは是か否いなかとか。

「特に弁当の件は大変だったな……」

「皐月さんとハリッサさんが決けつ闘とうしそうになった件ですか？」

「ああ……」

　元々、俺とハリッサが変なことをしないように、という名目で皐月が毎朝俺ん家に来て朝食と昼のお弁当を作っていたのだが、ある程度我わが家やの家事をこなせるようになってきたハリッサが「ウチも作りたいです！」と言い始めたのがキッカケだった。

　いやぁ、皐月もハリッサも一歩も退かないんだもんなぁ……。

　危あやうく魔ま法ほうによる決闘が始まるとこだった。

　まぁ一番危うかったのは、俺がふたりの料理を食べて、どっちのお弁当が食べたいか判定させられそうになった場面だけど……。

　結局、朝食をハリッサが作ったらお弁当は皐月、朝食が皐月ならお弁当はハリッサ……という風に一日交こう替たいで作り合うって形でふたりとも合意したけど。

　その結論に辿たどり着つくまで、俺は胃に穴が開きそうだった。

　この五日間だいたいそんなのばっかりだ。

「おもしろいくらいハーレムを堪たん能のうしてるじゃないですか」

「堪能してるのは生傷と精神的疲ひ労ろうくらいだっての……」

　人の愚ぐ痴ちにも暢のん気きなコメントを返してくるアールに俺は嘆息し、フェンスに背を預ける。

　ここ最近の寝不足も筋肉痛も、女の子たちに毎日あれこれ振り回されているせいだ。

　いい加減休ませてくれないと、マジで過労死するかもしれない。

　本当に厄介な『血』を受け継いだもんだぜ、まったく。

「この上また『物語』に巻き込まれたらシャレになんねーな」

　俺は雲三青七のギリギリ晴れた空を見上げながら、死にそうな声で呟く。

「噂うわさをすれば影かげって言いますよね」

　……どこまでも嫌なことを言う未来人だった。

　あっ、太陽が雲に隠かくれた。
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　もうすぐ昼休みも終わりそうだったので、俺は屋上から出ることにした。

　体を「く」の字にしたアールが俺の周囲をブーメランみたいに回って「目～が～ま～わ～る～」と遊んでいる。ヒジョ～にうっとうしいが、こいつは俺から五メートル以上離れられないので仕方がない。

　できるだけアールを無視しながら、俺は廊ろう下かを早足に進む。人目を避さけたくて特別教室棟とうの屋上まで来ていたので、急がないと授業に間に合わない。

「ねぇねぇねぇねぇちょっとちょっとそこのアンタ！」

　その時、やたらと早口な声を背中に浴びせられ、俺はつい立ち止まった。

　振ふり返かえると、そこには制服を少し着き崩くずした少女が俺に箸はしの先端を突つきつけていた。

「な、何？」

　タイの色からして同じ一年生のはずだが、強ごう引いんそうな少女の雰ふん囲い気きに俺はつい警けい戒かいした声こわ音ねで問い返す。

「アンタお昼まだ？」

「は……？」

　唐とう突とつすぎる質問につい間ま抜ぬけな声を上げてしまう。

　肩まで伸ばした髪かみを頭の右側でくくった少女は、イラ立ったように床をトントンと蹴けった。

「だから、お昼ご飯は食べたの？　って聞いたの」

　彼女は言葉の意味を噛かみ砕くだくように再度質問してくる。

「……今日は食ってないけど」

　屋上でストレス発散をするために急いで教室を出てきたからな。もたもたしてると両りよう脇わきから皐月とイリスに腕うでを掴つかまれて「今日はどっちと一緒に昼食を食べるの？」と胃の痛くなるような選せん択たくを迫せまられるし。

「食べてないのね？　ウソじゃないわね？」

「本当だけど……昼休み終わる間ま際ぎわに聞く質問じゃなくないか？」

　今日はたまたま食ってなかったけど、いつもだったら俺もとっくに食い終わってる時間だ。

　ある意味凄い確率を引き当てたなこの娘こも……。

「じゃぁ、これ食べなさいよ」

　そう言って、彼女は手に持った箸でもう一方の手に持った皿の上の〝何か〟をブスリと刺さした。

「……いや、ていうか……何だ？　〝それ〟」

　黒い。

　しかもゴマとか海の苔りとかああいう自然な黒さじゃない。

　言うなればパレットの上に絵の具を全色ブチ撒け、片かた栗くり粉こを溶といた硫りゆう酸さんで混ぜ合わせたような……なんだか比ひ喩ゆがよく分からなくなってきたが、まぁそんな感じのまさしく〝ドス黒い〟と言うのが正しい黒さだった。

　そんな怪あやしさ満点の黒ダンゴが刺さった箸が、今まさに俺の眼前へと運ばれようとしていた。

　生存本能が俺のケツを蹴っ飛とばして「逃にげろぉー！　逃げんと死ぬぞー！」と叫んでいる。

「わ、悪いけど食欲ないんだ。じゃっ」

　さっくり断ってその場をあとにしようとする――が、回り込まれてしまった。

「だったらなおさら食べなさい。食欲増進に梅干とレモンとグレープフルーツと豆とう板ばん醤じやんと辛から味み噌そとバルサミコ酢すが入ってるから」

「おかしい！　もうすでにだいぶおかしい！」

「すっぱい物は唾だ液えきが出て食欲が増すの。辛からい物も似たようなものよ。みんな大好きなカレーライスも入ってるわよ」

「入れすぎだ！　ていうかその黒ダンゴのどこにカレーライスの要素が!?」

「とりあえず、ある物全部混ぜてこねて焼いて蒸して冷まして秘密の隠し味あじを加えて合体させたらこうなったの」

　鍋なべとかサラダじゃないんだから、ある物全部混ぜるのはまずいだろ！　ていうか秘密の隠し味って部分が凄い気になる。泥どろでも混ぜたのか!?

　生存本能が俺のケツをさらに強い力で蹴っ飛ばす。

「……ッ！」

　俺は無言でいきなり方向転てん換かん。

　恥はじも外聞もなくダッシュでその場からの逃とう走そうを試みる――が、素す早ばやく反応した彼女に足あし払ばらいをかけられ、そのままマウントポジションを取られる。逃げられない!?

「さぁ、おとなしく食べなさい」

「待った待った待った！　実は辛い物苦手なんだ！」
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「あっそ。チョコとかモンブランも入ってるから大だい丈じよう夫ぶよ」

「さらに不安要素追加!?　そ、そうだ！　カレーが入ってるなら牛肉入ってるだろ？　宗教上の理由で食べられないんだ！」

「じゃぁアンタ何教？」

「えっ……と」

　牛を食っちゃいけない宗教って何だっけ？

「やっぱりウソっぱちじゃない。まったく、何でみんなウソつくのかしら？」

「……みんな？」

「これを食べさせようとすると、なぜかみんなウソついて逃げようとするのよね。失礼しちゃうわ。せっかく私が徹てつ夜やして作った『のぞみや』の新メニューなんだから、ありがたく食べなさいよ」

「……参考までに聞きたいんですが、そのウソをついた人たちは今どこで何してますか？」

「全員保健室で寝てるわ」

「ギャアアアアアア！」

　本格的にヤバすぎるだろ！

　その時、ひとりの女生徒が特別教室棟の廊下に現れる。

「つみき！　あなた何やってんの!?」

「チィィィッ！」

　つみきと呼ばれた少女は焦あせったように舌打ちし、馬乗りになったまま俺おれの口を強引に開かせる。

「そう何度も止められてたまるもんですか！　いいからアンタもさっさと食いなさい――食えっ！」

「ギャブッ!?」

　黒ダンゴが俺の口に突っ込まれた瞬しゆん間かん、今までに味わったことのない味が舌の上に広がって――急に子供の頃ころに親おや父じとお袋と一緒にピクニックに行った記き憶おくや、皐月と公園で遊んだ記憶が脳のう裏りを駆かけ巡めぐった。

　生存本能が「そりゃ走そう馬ま灯とうだよ。オイラはお役御ご免めんだね」と俺に別れを告げると同時に、視界が暗転した。
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「うごフッ!?」

　全世界が黒いダンゴ虫に押おし潰つぶされる悪夢を見た。危うく俺もぺしゃんこにされるかと……。

　俺が目を覚ましたのは、どうやら学校の保健室のようだ。飛び起きた時にはね飛ばしたらしきシーツと、汗でびっしょり濡ぬれた枕まくらが目に入る。

「烈火。よかった。気がついたのね？」

　そこでカーテンを開けて入ってきたのは皐月だった。

　彼女は手に持った濡れタオルを落とし、感かん極きわまったように涙なみだぐんだ。

「よかった……本当に。手は尽つくしたけど、もう二度と目覚めないのかと」

「……え？　何そんなにヤバかったの俺？」

　あのつみきという少女に黒ダンゴを食わされた、そこまでは覚えているのだが……ダメだ、そこから先の記憶がない。

　皐月は上半身を起こした俺の額や胸をペタペタ触さわりながら、なおも心配そうな顔をしている。

「いったい何があったの？　まるで数百の生贄サクリフアイスを捧ささげて作った呪毒物を食べさせられたみたいだったのよ……」

「呪……毒物？」

　そりゃ材料と調理法を聞いた時点でヤバいとは思ってたけど、そんな聞き慣れない単語が出てくるほどヤバかったのかよ。

「幸い魔法的な処理はされてなかったから、解呪できたけど」

　本当に危なかったのよ、と皐月は真しん剣けんな顔で言う。

　それに対して俺は引きつった笑いを返すしかない。

　メチャクチャに作った料理で、魔法の専門家の皐月が身み震ぶるいするようなブツを作れるなんて……ある意味天才なんじゃないか？

　ほかにも彼女――つみきだったか――の被ひ害がい者しやはたくさんいたようだが、そちらも全部皐月が治しておいたらしい。俺みたいに黒だんご丸々一個食わされた間抜けはいなかったみたいで、全員先に目を覚まして帰っていったそうだ。

「そういやイリスは？」

　こんな時、真っ先に騒さわぎ出しそうなお嬢様の姿がどこにも見当たらなかった。

「えっと……その、イリスさんは」

　皐月の説明によると、彼女が解呪の魔法をかけても俺がなかなか起きなかったため、イリスは「アタシが宇宙最さい新しん鋭えいの治ち療りよう器具を取ってくる！」って言って学校を――どころか地球を――飛び出して行ってしまったらしい。

「じゃぁ、イリスは今フィネリタ星へ？」

「たぶん……今思えば止めるべきだったんだけど、あの時は私もパニックになってたっていうか……その、止められなくて」

　どことなくバツが悪そうに話す皐月。冷静な判断ができなかったことを後こう悔かいしているのかもしれない。

「いや、いいって。ふたりとも俺を心配してくれたんだろ。ありがとな」

「う、うん……」

　何でか皐月は少し照れたように視線を逸らした。

　にしてもイリスは宇宙か。それじゃぁこっちから連れん絡らくの取りようがないなぁ。俺が無事だと伝えられれば、すぐに帰ってきてもらえるのだが。

　なんて俺が考えていると、保健室の扉とびらが開いて誰だれかが入ってきた。

「あっ、起きたんですね。よかった」

　新たに入ってきたのは、あの時つみきを止めようとしていた少女だ。

　つみきの友人――佐さ藤とうさんというらしい――は俺に謝あやまりながら、ことの経けい緯いを説明してくれた。

「フードチャンピオン？」

「はい。毎年、隣となりの市で開かい催さいされてるお祭りみたいな物なんですけど、最近のＢ級グルメブームと相まって、今年はテレビで全国放送されるみたいなんです」

　あまりそういうお祭りに興味のない俺に佐藤さんが補足してくれる。

「なるほど。それで優勝して、自分ん家の食堂を立て直したい、と」

「はい……まぁ」

「それで創作料理を作っては誰だれ彼かれ構わず試食させてるってわけか」

　創作料理というのはもちろんあの黒ダンゴに違ちがいないが……正直、勝てる可能性が微み塵じんも見えない。優勝トロフィーをもらうどころか、銀色の手て錠じようをプレゼントされそうである。

「えーと、彼女の親父さんがその『のぞみや』の料理人なんだよな？　だったら親父さんがそのフードチャンピオンに出ればいいんじゃないか？」

　俺は妥だ当とうな案を出してみるが、佐藤さんは首を横に振る。

「つみきのお父さんを悪く言うつもりはないんですけど……『のぞみや』のメニューはどこにでもある一いつ般ぱん的てきな物ばかりですし、正直大会の審しん査さ員いんさんたちの目を引くような料理は作れないと思います」

　そうか。大会に出るだけでなく、そこで優勝しなければ根本的な解決にならないんだった。

「それなら、誰かに料理を習うというのはどうかしら？」

　一いつ緒しよに話を聞いていた皐月が次善策を提案する。

　それもまた優勝できるかどうかは分からないが、確かに今のまま出させるよりはマシな方法だ。

　だが、これにも佐藤さんは困ったような顔をする。

「つみきは一度『これだ！』って決めちゃうと、ひとりでどこまでも突っ走ぱしるタイプで、人の助言をはたして聞いてくれるかどうか……」

「それはまた……」

「難なん儀ぎな性格ね……」

　俺と皐月が呟つぶやくと、佐藤さんは自分のことでもないのに「すみません」と謝った。

　う～ん、フードチャンピオンに廃はい業ぎようの危機の大衆食堂か。

　ていうかこれって。

「なぁ、アール」

　俺は俯うつむき加減の佐藤さんと考え込んでる皐月の目を盗ぬすみ、背後のアールにこっそり耳打ちする。

「やぁん、くすぐったいですよぅ」

「棒読みで言ってもちっとも色っぽくねぇよ。それで、やっぱりつみきは『ヒロイン』なのか？」

「ええ、そうですよ」

　半ば予想していたことだが、やはりそうみたいだ。

　ああ、まったく仕方がない。

　相変わらず俺は面めん倒どうが嫌きらいな小市民だけどさ。

　放って置いたら〝おしまい〟を迎むかえてしまうような女の子を、そのまま見捨ててしまうほど冷血じゃねーんだよな。

　我ながら損な性格だけど……それがフツーだろ？

「よし、話は分かった。俺が何とかする」

「「は？」」

　唐突な俺の宣言に、女の子ふたりの驚おどろく声がハモった。
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　佐藤さんにつみきのクラスを聞いた俺は、彼女の教室を目指して廊下を歩いていた。

　俺が保健室を出た時にはすでに六時間目も終わっており、今はホームルームが始まるまでの短い休み時間だ。この時間の間につみきを捕つかまえて、話をつけなければならない。

「烈火。それで、どうやって望のぞむ野のさんを説得するの？」

　後ろをついてくる皐月が俺に尋たずねてくる。

　確かに佐藤さんから聞いたつみきの性格は、お世辞にも説得しやすい相手とは言いがたかったが……。

「そこはぜひ皐月の力を借りたい」

　俺は振り返って幼おさ馴なな染じみの魔ま法ほう使つかいの顔を見る。

「私？」

「ああ、具体的にはな……」




　つみきのいる教室は、俺たちのクラスから三つ離はなれていた。

　いちおう扉をノックして教室に入るが、あまり注目されない。休み時間で元々人が出入りしているのもあるが、まだ入学し立てで誰がクラスメートなのか把は握あくしきっていないのだろう。

　俺は目的の少女を見つけ、そちらの席へ近づいていく。

　つみきは近づく俺の姿に気づくと、ピクッと眉を動かした。

「……ん？　アンタ、誰？」

　ついさっき毒殺しかけた相手のことも覚えていないらしい。

　とはいえ俺は一時間近く生死の境を彷徨さまよっていたので、「ついさっき」ってほどじゃないが……いやいや、だからって強引に自分の料理食べさせて、目の前でブッ倒たおれた相手の顔を忘れるってどうよ？　……まぁいい。

　気を取り直して、俺はつみきに話しかける。

「えーと、俺は波乱烈火。お前ん家の食堂が、その……大変だって聞いて、何か協力できないかと思って来たんだけど……」

「……誰から聞いたの？」

「佐藤さんって人から」

「サトちゃんか……。まっ、アンタには関係ない話だから、どっか行って」

　ぐぬぬ、取りつく島もないな。

「ま、まぁ話を聞いてくれよ」

「うっさいわね。ひとりにして！　私は今新レシピを考えるので忙いそがしいのよ」

　それは新種の毒物を開発中って脳内変へん換かんするべきか？

　いやいや、今はそんなことにツッコミを入れている場合じゃない。何と言っても、女の子ひとりの運命がかかっているのだから。

「つみき。お前が作ったっていう黒ダン……もとい、創作料理ってまだ残ってるか？」

「いきなり呼び捨て？　馴なれ馴れしいわね……料理ならまだ残ってるけど、それが何？」

　だろうな。思った通りだ。

「食わせてくれよ」

「え？」

　興味なさげに俺から視線をはずしていたつみきが、その時はじめて驚いた表情でこちらを振り向むいた。

「新レシピを考えても、食べさせる相手がいなきゃ困るだろ？」

「……別に。困ってなんかない」

「ウソつけ。さっきは強引に食わせてたクセに」

「……どっかで見てたの？」

「見てたっていうか俺も食わされたんだよ」

　つい恨うらみがましく言ってしまったが、まぁそれは置いといて。

「お前も毎回人を追いかけ回して無理やり食わせるなんて手間だろ？　その分の時間を別のことに使いたいはずだ」

「……それはそうだけど」

　つみきは少し迷う素そ振ぶりを見せつつ、カバンからタッパーを取り出す。

　彼女がフタを開けると、中からは例の黒ダンゴが顔を出した。

「うっ……！」

「アンタも食べる度たびに気絶しちゃ、結局手間は同じくらいなのよ。言っておくけど私の料理って全部こうよ」

「……いちおうマズいって自覚はあったのか」

「るっさいわね。サトちゃんにこっぴどく怒おこられたのよ。いいから、食べるの？　食べないの？」

　何で偉えらそうなんだ……まぁいい。とにかく、俺がもう一度この黒ダンゴ――もはや暗黒ダーク物質マターとでも呼ぶべきコレを無事完食し、気を失わなければいいんだな。

「じゃぁ、もらうな」

　俺は借りた箸で暗黒物質ダークマターを口へ運ぶ。

「……っ」

　ほんの少し、つみきが息を呑のんだのが見えた。

　咀そ嚼しやく。

「んっっっっっっっっむふぅぅぅ!!」

　苦くて辛くてしょっぱくてスペクタクルでほんのり甘あまくてクリーミーでプチッとはじけてドカンとはじけて奥おく歯ばがガタガタになるような不思議な味だった。

　途と中ちゆうから自分で何を言っているのか分からない。

　俺は必死に涙を堪こらえながら、隣の皐月を盗ぬすみ見る。

　彼かの女じよは頬ほおにひと筋の汗あせを流しながら、コクリと頷うなずいた。

　ということはつまり――あらかじめ彼女にかけてもらった防呪の魔ま法ほうは、ちゃんと効いているらしい。一度俺おれが倒れた時に魔法で回復させたと言っていたから、防ぼう御ぎよ系の魔法をかけてもらえば耐たえられるのでは？　と考えたのだ。

　おかげで予想通り俺は気を失わないでいる。

　にしても凄すさまじい味の爆ばく弾だんが俺の口内で爆ばく発はつしまくってるわけだが、これでもいちおう防呪の魔法のおかげでだいぶダメージ（？）が軽減されてるんだよな？

「んグッ……！　ゴフっ……っ……！」

　…………軽減されてるんだよな？

　こういうことハッキリ言うのはどうかと思うが……本気でヤバいくらいマズい。

　こんなのフードチャンピオンに出だしたら、マジで食物兵器扱あつかいされて自衛隊か国連軍が動きそうだ。

　そこまでは行かなかったとしても『のぞみや』は潰れ、彼女の『物語』はバッドエンドを迎える。

　それは何としても阻そ止ししなければならない……！

　だから、ここでマズさに負けて倒れるわけには行かないんだッ！

「………………ゴクン！」

　何とか全すべてを食べきった俺は、ゼーハーと息を切らしながらつみきの机に頭ごと突つっ伏ぷした。

「ど、どうだ……っ！　気絶しなかったぞ……っ！」

　少し意識は朦もう朧ろうとしているが、最後まで耐えきることができた。皐月には感謝するしかない。

　つみきはしばし目を丸くしていたが、次し第だいに悪い顔になると、

「……フーン、いいわ。アンタをしばらくの間、私の味見役として使ってあげる」

　上から目線でそう言って、彼女は俺に手を差し出してきた。

「で？　アンタの名前は？」

「最初に名乗ったのに覚えてねーのか……。波乱烈火、よろし……!?」

　俺がその手を握にぎり返そうとした瞬間、彼女はいきなり人の頭をドーンと突き飛ばしてきた。俺は支えを失い、床ゆかに尻しり餅もちを突く。痛ぇ……。

「私は望野つみき。言っておくけど、あくまでアンタは味見役だからね。これで女の子とお近づきになれたー、とか、女の子と仲よくなったー、なんて思わないでよ」

「……肝きもに銘めいじておきます」

　俺は力なく頷いた。

「前ぜん途と多た難なんですねー」

　アールは宙に逆さまに浮うきながら、ガックリとうなだれる俺を見下ろして、他人事みたいに言った。





▽






　放課後、俺は早さつ速そく『のぞみや』へ行ってつみきの料理の味見――っていうか毒見？――を手伝うことになった。

『のぞみや』のカウンターで手て持もち無ぶ沙さ汰たな感じで待っていると、暇ひまを持て余したアールが厨ちゆ房うぼうを覗のぞきに行き、帰ってくる。

「烈火さん。こんなところで死なないでくださいね？」

　お前が言うと心配してんのか嫌いやがらせなのかいまいち分からねーよ。

　物もの凄すごい不安な気持ちになりつつ、俺はテーブルに肘ひじをついて、はぁとため息をついた。

　現在『のぞみや』にいるのは俺とアール、つみきの三人だけだ。つみきの両親は商店街の会合に出るらしく、夜よる遅おそくまで帰らないらしい。

　てっきり皐月は一緒についてくるのかと思っていたが、彼女は魔法薬の材料を探しに学校の裏山へ行ってしまった。

　彼女が言うには、

「烈火がお腹なか壊こわさないように、簡単だけど胃腸を整える薬をね。あと防呪とか解げ毒どくの魔法薬とか」

　とのことだった。

　いや、ホント皐月の気き遣づかいはマジ助かる。

　冗じよう談だん抜ぬきで、今回の『物語』を俺が無事に乗り切れるは彼女にかかってるかもしれない。

　だから……できるだけ早く薬を持ってきてくださいっ！　ホントお願いします！

　なんてことを願っていると、頭に三さん角かく巾きんを巻いて半はん袖そでのラフな服に着替えたつみきが厨房から出てきた。

「できたわよ」

　来たか、ついに……。

　さて、試食係の役目を果たしますか……と、意気込んだのもつかの間だった。

「ングッ!?」

　本日何度目かの『口の中がハルマゲドン』状態が発生し、俺は椅い子すからひっくり返って後頭部を痛打。全身が痙けい攣れんする。

　そんな俺の様子をブスッとした表情で見下ろしながら、つみきはオタマで肩かたをトントンと叩たたき、

「で？　味はどう？」

　平然と聞いてくる。

「モノッスゴい悪いワ！」

　俺は痛む頭とそれ以上に激痛が走る口を押さえながら、ほとんど怒ど鳴なりつけるようにして答えた。

「それはアンタの日ひ頃ごろの行いが悪いせいよ」

「地じ獄ごくの拷ごう問もんだってもう少し生ヌルいと思うぞ!?」

　その後、水を何なん杯ばいか飲んで心を落ち着かせた俺は、つみきの料理をするところを見せてもらうことにした。完成品を食べる以前の問題だと思ったからだ。

　そしたら事態は想像以上に深刻で……。




「うわっ！　何でそんな調味料を混ぜまくるんだよ!?」

「新しいソース作りよ」

「だからってさっきから何十種類混ぜてんだ！　もうボウルから溢れそうじゃねーか」

「るっさいわね。いいから試ためしにアンタ舐なめてみなさい」

「んむっ……っどぽごっ!?」

　とか。

「待てって。どうしてここに雑草としか思えない草が並べてあるんだ？　しかも土つきで」

「雑草って名前の草はないのよ。もしかしたらどれか食べられるかもしれないじゃない。まずは全部ミキサーで混ぜてみましょ」

「ギャー！　何でくさやまで一緒に入れてんだ!?」

「草系同士、相あい性しようがいいかもしれないじゃない。じゃぁ、ゴー」

「くさやは草じゃねぇ！　すでに物凄い臭においが漂ただよってんだけど……ていうか、土は取ったのか？」

「土がついてる方が新しん鮮せんって言うじゃない」

「そりゃ買う時の見分け方の話だ！」

「あっそ。じゃぁこれはゼラチンで固めてゼリーっぽくしてみるわ。ゼリーなら甘い物も入れた方がいいわよね。アンタはチョコと飴あめならどっちがいい？」

　とか。

「そして……なぜどの料理も最終的には暗黒物質ダークマターになるんだ？」

「さぁ？」

「何でもかんでも混ぜるからに決まってるだろ！　絵の具全部混ぜたら黒になるんだよ！　それと同じだたぶん！　頼たのむからもう少しフツーの料理作ろうぜ!?」

「普ふ通つうの料理じゃフードチャンピオンに勝てないでしょっ！　料理に必要なのはインパクトよ！」

「新人芸人の顔芸じゃねぇんだからさ！　インパクトよりも重要な物があるだろうが！」

「……テーマ曲？」

「プロレス選手の入場かぁーーーー！」

　とか……。




　……いや、もうこれ料理なのか漫まん才ざいなのか？

　かなり根源的なところに疑問を抱いだかざるを得ないほど、つみきの料理は斬ざん新しんで突とつ飛ぴで異次元すぎた。

「んあ～～～もうッ！　さっきからいちいちるっさいのよアンタ！　やっぱり私ひとりでやるんだった！」

　ついにつみきが半ギレになった。

「……」

　俺おれもコメントする気力がなくなって、椅子の背もたれによりかかって、ぐてーっとなる。

　嫌な沈ちん黙もくが厨房を包つつむ。

「……ゴミ捨ててくる」

　つみきはひと言捨て置いて、黒ダンゴの載のった大皿を持って厨房の勝手口から出て行ってしまった。

「……はぁ～」

　ため息を吐はきつつ、俺は髪かみの毛けを混ぜっ返した。

　フードチャンピオンは一週間後。それまでにこの『物語』をハッピーエンドに導く光明を探し出さなければならない。

　けれど家事もさほど得意ではない俺に、プロレベルの料理を作れと言われても土台無理な話だ。ここに皐月やイリスやハリッサがいても同じことだろう。アールはそもそも『物語解決』に手を貸してくれねーし。

「……」

　少し落ち着いて頭を整理してみる。

　つみきはずっと『のぞみや』の看かん板ばん娘むすめで、料理はほとんどからっきし。まぁあの腕うでじゃ両親も厨房に立つのを止めるだろうが。

　俺の知ってる中で一番料理が上う手まいのは親おや父じと皐月……まぁ協力を頼むとしたら皐月になるだろうが、これもフードチャンピオンで優勝できるかと言うと厳しい。

　それでも現状を鑑かんがみれば、つみきが皐月に料理を習うのが最もマシな選せん択たく肢しに思える。

　だが、その提案をしたらつみきは、

「アンタってホントっバカね！　そりゃね、宇都宮の餃子ぎよーざとか讃さぬ岐きのおうどんとか、この町に地域特有の名物があって、『のぞみや』がその名物を長年作り続けてきた伝統店なら話は別よ？　でもそんな名物はこの町にないの！　ウチはただの大衆食堂なの！　普通にやったって勝ち目なんてないのよ！　だったら誰も見たことのないような新名物を作るしかないじゃない！」

　そう怒鳴って、俺の顔面にパイナップルを投げつけてきた。あれは痛かった。おかげで顔がバンソーコーだらけだ。

　……しかし、つみきの言うことも一理ある。

　これといった武器を持たない『のぞみや』がフードチャンピオンで優勝するには、一発逆転ホームランを狙ねらうしかない。

　だから彼女はセオリーを無視して、ひたすら突飛な調理法に挑いどんでいるわけだが、いかんせん分が悪い賭かけだ。

「悪い魔ま王おうや魔法使いがいるなら倒せばいいだけだけど……これはまた違った意味で大変だなぁ、ちくしょう」

　それでも天てん秤びんに載ってるモノの重さは同じなのだ。

　俺が何とかしなければ、つみきも『のぞみや』も望まない結末を迎えてしまう。それはどんな手段を使ってでも止めなければならない。

「……って言っても、料理だもんなぁ」

　しかもフードチャンピオンで優勝するのは通過点であって、その後『のぞみや』にお客さんが戻もどらなければ意味がない。

　もしかしたら魔法を使えば、フードチャンピオンの審査員の舌を騙だまして優勝する、なんて裏うら技わざもあるかもしれない。だが、それで一時的にお客さんが戻っても、肝かん心じんの新名物がおいしくなければまた離れていってしまう。

「さてさて、烈火さんにこの『物語』が解決できますかね？」

　アールが空中で寝ねそべって足をパタパタさせながら、意地悪く質問してくる。

「ぐぬぬ、難しいぜぇ」

「あら、弱気ですね」

「料理の腕なんて積み重ねが物言うもんだろ？　考えたってなぁ……。調理法が思いつかないなら、それこそ誰も食べたことないような新しい食材でも捜さがしてくる……ってぐらいしか案が出ねーし」

　それもまぁ闇やみ雲くも探して見つかるかどうか怪あやしいものだ。

　ここにイリスがいてくれれば、あるいは宇宙産の新素材でも調達してきてくれるかもしれないが、いないのだからアテにしても仕方ない。せめて連れん絡らく手段があればよかったのだが。

「ところでつみきさん遅おそくないですか？」

「言われてみれば……」

　俺とアールは厨房の勝手口の方を見やる。

　ゴミ袋ぶくろに移すのではなく皿ごと持っていったということは、捨てる場所は店の裏手かすぐ傍そばのゴミ捨て場のはずだ。まさか暗黒物質ダークマターを載せた皿を持って遠くへは行かないだろう。

　それなのに彼女が出て行ってもう十分は過ぎてる。

　外へ出たついでに何かしているのかもしれないが……やや心配だ。

「ちょっと迎えに行くか」

「ですね」

　俺は席を立ち、アールは空中をスイムするように移動して、一緒に勝手口から出る。

　試食をしている内に意外と時間が経たっていたようで、外はもうとっぷりと日が暮れていた。

「ん？」

　つみきの姿はすぐに見つかった。

　彼女は店の裏にある庭の隅すみっこに屈かがんで、何かごそごそとやっている最中だった。

「……？」

　俺は不ふ審しんに思いつつ、彼女へ近づく。

「何やってんだ？」

「はひゃっ!?　ちょ、ちょっと驚かさないでよ！」

　つみきは大おお袈げ裟さなほど驚いて、その手に持ったスコップを取り落とした。何でスコップ？

「まさか暗黒物質ダークマターを地中に埋うめるつもりじゃねーだろうな？　そんなことしたらこの辺一帯が土ど壌じよう汚お染せんで向こう数世紀農業ができなく……な？」

　そう言いながら俺がつみきの手元を覗くと――そこには不思議な〝穴〟があった。

　スコップに穴。その組み合わせ自体には何らおかしな点はない。しかし、その〝穴〟はいろいろとおかしなところがあった。

　まず穴の底がまったく見えない。取り皿一枚分くらいの大きさしかないので、深く掘ほろうと思ったら穴に腕を突っ込むしかない。しかし、つみきの着ている服に汚よごれたあとはなかった。

　次に穴の表面が鏡のように均一に真っ黒なのも変だ。たとえどんな深い穴を掘ったとしても、穴の入り口付近くらいは陰いん影えいがあるはずなのに。

　そしてトドメとばかりに、穴の縁ふちから触しよく手しゆのような黒いオーラがうにょうにょと噴ふき出でていた。

　結論、どう考えてもその穴はフツーじゃない。

「なぁ……何だ、その穴？」

「何って、私がいつもゴミを捨ててる穴だけど？」

「いやいやいや、用よう途とを聞いてるんじゃないって！　俺にはブラックホールか冥めい界かいの入り口に見えるんだけど!?」

「はぁ？　アンタの頭ってメルヘンなの？」

　グッ！　確かにたとえ方が悪かったかもしれないが……。

「だからその穴は何なんだよ!?」

「子供の時に偶ぐう然ぜん見つけたのよ。土で埋めようとしても全然埋まらないから、普ふ段だんはカバーかけた上に土かぶせて隠かくしてるけど」

「何で隠してるんだ？」

「さっき言ったでしょ？　この穴何でも吸い込むから便利なの。小さいから落ちる心配もないしね」

　……なるほど。それで今は暗黒物質ダークマターをそこへ捨てていたわけか。

　まぁ、商店街の会合から帰ってきた親に暗黒物質ダークマターは見せられないよな。

「なぁ……やっぱせめてお前の親父さんに協力してもらった方が」

「それはダメ。お父さんたちは私に心配かけないようにしてくれてるんだもん。だったら私も気づかないフリしてる。それにこれは私が始めたことなんだから、私ひとりでやらないと……」

　俺は彼女に聞かれないように、こっそりとため息をついた。

　本当に強ごう情じようと言うか何と言うか、自分でやり出したことは自分で責任を取らなきゃいけないと思ってるようだ。それ自体は立派な心がけだと思うが、場合によりけりだろう。

　あくまで俺のことも味見役としてしか見ていないみたいだし。助言しても突っぱねられるのでは協力のしようがない。

　だが、今のままでは彼女の目的を達成するのは非常に困難だ。

　あるいは不可能と言ってしまってもいいかもしれない。

　それくらいお先真っ暗だった。

「……」

「……」

　俺とつみきは何となく、何でも吸い込む謎なぞの穴をしばらくの間ぼんやりと眺ながめていた。夕ゆう闇やみの中でもなお暗いその穴を見ていると、どこまでも落ちていってしまいそうな気がしてくる……。

「……ッ」

　不ふ吉きつな想像だ。俺は頭を振ふる。

　目の前では、つみきも同じように頭を振っていた。彼女も同じ想像をして、不安になったのかもしれない。

　その内、彼女は後ろを振り返かえって、俺を見上げた。

「……ねぇ」

「何だよ？」

「どうしてアンタ、私に協力するなんて言ったの？」

　屈んだまま問いかけてくるつみきは、背が縮んだように見えて、なんだか彼女が幼くなったような錯さつ覚かくを覚えた。

「あー……まぁ……お前が放っておけなかったからだよ」

『ヒロイン』とはいえあくまで一いつ般ぱん人じんのつみきに、『波乱の血筋』のことを話しても変に思われるだけなので、とりあえず曖あい昧まいに誤ご魔ま化かしておいた。

　ところが俺の答えを聞いたつみきはなぜか驚おどろいて目を見開き、まるで見られたくない物を隠すようにバッと体を丸めた。

「……つみき？」

「る、るっさい！　よくそんな恥はずかしいこと真顔で言えるわね！」

「……？」

　なんか恥ずかしいこと言ったかな、俺。

　むしろつみきの方こそ、恥ずかしいことでもあったみたいに耳が赤くなってるんだが……気のせいか？

　それからしばらく話しかけても「るっさい」としか返事をしてもらえなかったが……またやがて時間が経つと、静かな空気になった。

「変な奴やつ……私の料理食べて失神したクセに、協力したいだなんて」

　つみきは膝ひざに顔を埋めながら独り言のように呟つぶやく。

「変で悪かったな……って」

　ちょっと待て。微び妙みように聞き捨てならないこと言ったぞ。

「お前ちゃんと俺のこと覚えてるじゃねーか。『アンタ誰だれ？』とか言ったのに！」

「るっさいわね……アンタ以外にも食べさせた奴らがいて、そいつらに散々文句言われたあとだったのよ。だから忘れたフリしようと思ったの」

　そういえば俺以外にも被ひ害がい者しやいたんだっけか。

　文句言われたくない気持ちは分からなくもないけど、もうちょっと別の態度を見せられなかったのかね。この強情な少女は。

「……ねぇ」

　つみきがまた、俺に声をかけた。

「何だよ？」

「フードチャンピオン、優勝できると思う？」

「……」

「べ、別に弱気になってるわけじゃないわよ!?　ただ少し、客観的な意見が欲ほしかったというか、第三者の視点が欲しかったというか」

　そりゃどっちも同じだ……とはツッコまなかった。

　ここはどう答えるべきだろう。正直に言ってしまえば、優勝は絶望的だ。ハッキリと断言できてしまうくらい、勝算がまるで見えない。しかし、慰なぐさめの言葉をつみきが求めているとは思えなかった。

　彼女が欲しいのは、あくまで勝つための手段。そのための方策。

「……」

　しかし、彼女が求めている答えを、俺は返すことができなかった。

「私って料理できないけど、このお店好きなんだ。よく食べに来てくれる商店街のおっちゃんやおばちゃんも大好き。……だから、無む謀ぼうでも何でも、私が何とかしたいのよ。あがいて、あがいて、最後まで諦あきらめたくない」

　それは、勝ち目がない勝負を前にして、自分を奮い立たせるための言葉か……それとも自分の気持ちを誰でもいいから聞いて欲しかったのか……。

　どちらにせよ、俺は改めて再さい認にん識しきした。

　魔法も宇宙も異世界も、最強の魔ま法ほう使つかいも隕いん石せきも魔王も出てこなくたって、これは彼女にとってかけがえのない『物語』だってことを。

「頑がん張ばろうな、新メニュー作り。俺も協力するからさ」

「……だから何でアンタはそんなに私に協力的なのよ」

　また訝いぶかしむようにつみきが尋たずねてくる。

　そんなの決まってる。

「俺がお前を助けたいと思うからだよ」

「ッ！　また、アンタはそういう……ッ！」

「ん？」

　また俺は何か変なこと言っちまったのか？　つみきは気分を落ち着けるように深呼吸をくり返している。

　しばらくして、ようやく平静さを取とり戻した彼女はこちらを振り返って、ビシッと指を俺の眼前に突きつけてきた。

「フンッ！　アンタはただの味見する置き物よ。黙だまって私の作った物を口に入れて感想を言えばいいの」

「へいへい」

　やれやれ、強情な奴だなぁ。ていうか、お礼を言うくらいで頬ほおを赤くして照れるなって、こっちまで恥ずかしくなるから。

　調子を取り戻したつみきは立ち上がって埃ほこりを払はらう。

「無む駄だな時間取っちゃったわ。すぐ戻って続きやるわよ」

「はいよ」

「返事はもっとシャッキリしなさい！」

　そう言って、つみきは小走りに勝手口へ入っていく。

「う～ん、烈火さんにしては及きゆう第だい点てんですかねぇ」

「何が？」

「それが分かるようになって欲しいんですけどね」

　アールが俺の何に点数をつけてるのかは分からなかったが、ひとまず俺もつみきに続いて厨房へ戻ろうとした――その時だった。

「――烈火！」

「……皐月？」

　今日は来ないと言っていたはずの皐月が、何やら慌あわてた様子で現れた。

　しかも現れたのは彼女だけではなくて。

「おいおい、誰だよその娘こ……！」

　皐月はその背中に小こ柄がらな少女を背せ負おっていた。

「分からないの。裏山で倒たおれてて、いちおう手当てしたんだけど意識が朦もう朧ろうとしてるみたいで……」

「だったら病院に……」

「最初はそう思ったわ、だけど……この娘こ、もしかしたら人間じゃないかもしれなかったから」

「何……？」

　こういう時に皐月が冗じよう談だんを言うはずがなかったので、俺は再度彼かの女じよが背負っている少女を確かく認にんする。

　とにかく全体的に色素の薄うすい少女だった。白はく髪はつは先せん端たんの方がやや緑がかっているが、暗がりの中でも分かるほど肌はだが白い。布でできたゆったりとした服を着ていて、少し土で汚れている。

　驚くほど病的な白さではあるが、これだけで人間じゃないとは……と思った時、その少女が弱々しく呻うめいて、ゆっくりとまぶたを開いた。

「……！」

　そのまぶたの下から現れたのは――光る瞳ひとみ。

　まるで猫ねこのように光るその目は……確かにフツーとは言い難がたかった。

「たす……けて、『怪かい物ぶつ』が……」

　少女が俺の顔を見て、震ふるえるノドから助けを求める声を絞しぼり出した瞬しゆん間かん――




　――俺は新しい『物語』に巻き込まれたことを悟さとった。







第二章　地底人と魔ま法ほう少女







　俺たちはひとまず『のぞみや』の二階の客間に少女を寝かせ、皐さ月つきにはおかゆを作ってもらった。少女は衰すい弱じやくしているようだったが、食べ物と水を摂とると幾いく分ぶんか顔色がよくなった。

「――ふぅ、ごちそうさまです。ありがとうございますです」

　布ふ団とんから半身を起こした体勢で少女は頭を下げる。石材を加工して作ったらしい装そう飾しよく品ひんがカチャリと音を立てた。

　どうやら危ない状態は脱だつしたようだったので、布団の両りよう脇わきに座すわる俺たちはホッと胸を撫なで下おろした。

「とりあえず、元気になったみたいでよかったわ」

　皐月が安あん堵どの笑えみを浮うかべながら少女に言った。

「すみませんです。地上へ来る途と中ちゆうで、食料と明かりをうっかり落としてしまって……村へ戻るよりも地上を目指す方が近いと思ったですが、この様です」

「？　地上を目指すって？」

　まるで地上以外から来たみたいな言い方だ。

「言葉の通りの意味です。地下の村から、地上を目指して上ってきたです」

「……」

　それって彼かの女じよは地底人ってことか？

　俺たちの表情を見て、少女はハッとして顔を伏ふせる。

「すみませんです。いきなりこんなこと言っても、信じてもらえないに決まってるですね……」

　再び少女は頭を下げる。

「えっと……」

　俺は彼女に呼びかけようとして、まだ名前を聞いていないことに気づいた。

「テトラの名前はテトラ・メトラ・レトラと言うです」

　少女――テトラはそう名乗り、茶色い瞳を俺に向ける。どうも瞳が光るのは暗いところだけらしい。

「じゃぁ、テトラ。さっき『助けて』って言ってたのは、どういう意味なんだ？　『怪物』とも言ってたけど……よかったらその話、聞かせてくれないか？」

　今この場にいるのは俺と皐月とテトラ――あとアール――だけだ。ファンタジー色の強い『物語』にも耐たい性せいがある面子なので、気き兼がねなく聞くことができる。

　しかし、テトラは難色を示すように俺と皐月を交こう互ごに見た。

「はい、話すのは構わないのですが……テトラのお話には本当に『怪物』が出てくるです。ですので、その……」

「あー……まぁ俺たちは見た目ただの高校生だしな。助けを求めるには力不足に見えるかもしれないけど……ちなみにテトラは誰かに助けてもらえるアテがあって地上に来たのか？」

「いえ、もうテトラたちだけではどうしようもなくなってしまったので、最後の望みをかけて地上へ来たですが……」

「そっか。じゃぁ、その『最後の望み』ってのは、たぶん俺のことだ」

「？　どういう意味ですか？」

「それは――」

　――俺は自分の『血筋』のことをテトラに話した。

「『波乱の血筋』……」

「まぁ、荒こう唐とう無む稽けいな話かもしれないけどさ。そういう『血』を引いてるから、たぶんテトラの『物語』も俺がやらなきゃなんねーと思うんだ」

「……なるほどです」

　さすが『怪物』なんてファンタジーが出てくる『物語』の『ヒロイン』だ。『波乱の血筋』についてもあっさりと受け入れてくれた。

「元々何のアテもなかったです。そんな中で『波乱の血筋』を引く烈れつ火かさんに出会えたのは、運命なのかもしれないです。もしよければ、テトラの話を聞いて欲しいです」

　そう前置きをして、テトラは話し始めた。

　彼女が生まれた地底の村――ジズ村の由来と『背神の怪物』の封ふう印いんを守るという役目。そして今まさにその封印が破られそうであるという現状。

「地下に住む番人の村か……」

「はい。テトラたちの祖先は、伝承では数千万年前から『封印の間』を守ってきたとあるです」

「スゴッ、かなり昔だな……。皐月、地上の人間が生まれたのっていつだっけ？」

「七百万年くらい前ね、確か」

　う～ん、てことは地上人と地底人って同じ人間だけど起源が違ちがうのかな？　目も光るし。

「でも、何で急に封印が破られそうになったの？　『怪物』が生き物なら封印され続ける内に力も弱っていくはずだし、事実今までずっと大だい丈じよう夫ぶだったんでしょう？」

　皐月の質問に、テトラは困ったように首を振る。

「原因はハッキリとは……ですが、封印もすでに数千万年前の物なので、かつてほど強固ではなくなっているのかもしれないです。もし『怪物』が何らかの方法で弱った力を回復させる手立てを得たなら、封印を破ることも可能かもです」

「……で、もしこのまま『怪物』が復活したなら、地底の村も地上も破は壊かいし尽つくされるかもしれない、か」

　俺は天てん井じようを睨にらみながらうなる。

　今度の相手は神代の『怪物』か。

「もう一回『怪物』を封印し直したりはできないのか？」

「……すみませんです。再封印の方法は分からないです」

　テトラの話では弱くなった封印を強化したり、『怪物』を再封印したりする方法は、すでに伝承の中から消失してしまったらしい。だからこそ、彼女は地上へ助けを求めにきたのだ。

　だが、その点については俺と皐月に考えがあった。

「ちょっと席をはずすわね」

　そう言って皐月は立ち上がり、客間から出て行った。

　彼女は森羅の大魔法使いだ。宇宙のはじまりから現在までの事象の全すべてを記録し続ける宇宙の記き憶おく――アカシックレコードへのアクセス権を持っている。それがあれば失われた伝承を調べるくらい楽勝だ。

　大魔法の存在は極ごく秘ひなので人前では使えないが、しばらく待てば皐月が『怪物』を封印する方法を調べてきてくれるだろう。俺はテトラに「どうやって調べたです？」と聞かれた時の言い訳でも考えとくか……。

　なんて思っていたのだが――ほどなくして戻ってきた皐月は、顔を真っ青にしていた。

「皐月？」

　おかしな様子の幼おさな馴な染じみに思わず声をかけるが、彼女は返事もせずジッとテトラに視線を送っている。

「……？」

　テトラは小首を傾かしげながら、困ったような表情を浮かべた。

「……皐月！」

「あっ！」

　俺が強めに声をかけて肩を揺ゆすると、皐月はハッと我に返った。

「……ダメね。封印には特とく殊しゆな道具が必要で、それ自体が今は使えないみたい」

　皐月は手短にそう俺に耳打ちし、そそくさと自分の座ざ布ぶ団とんの上に座り込んだ。

「……マジか」

　彼女が持って帰ってきた答えに、俺は頭を抱かかえるしかない。

　封印の方法さえ分かれば今回は楽勝と思っていただけに、ショックがデカい。

　じゃぁかつて大地を破壊し尽くしたっていう『背神の怪物』と、真正面から殴なぐり合うってのか？　バカ言うな。殴るどころかそんな『怪物』前にしたら逃にげ出だすよ、俺は。

　ビックリするぐらい手て詰づまりだった。

「あ～～～ったく！」

　たまにはこう都合よく『物語』を解決できるアイテムとか、お助けキャラとか出てきてくれねーかな。

「ピーヨピヨピヨピヨ」

　天井から下半身だけ生やして「逆犬神家」をやっているアールが、暇ひまそうに鳥の鳴なき真ま似ねをしている。

　足首を掴つかんで引きずり降ろしてやろうか、なんて俺が八つ当たり気味に考えていると、急に客間のドアがノックされる。

　つみきだろうか？

　俺おれは立ち上がって、客間と廊ろう下かを隔へだてるドアへ近づき、

「はいよ。また何かの味見……か？」

　ドアノブをひねって開けたところで、固まった。

　そこにいたのは『のぞみや』の看板娘ではなかった。

　かといって、商店街の会合から帰ってきた彼女の両親でもなさそうだ。

　つーか人間ですらなかった。




「どうもはじめまして。僕ぼくバー君、よろしくね」

　そんなあいさつとともに突とつ然ぜん現れたのは、象をキモカワいくデフォルメして変テコなステッキを持たせたような、あえていうなら妖よう精せい（？）みたいな奴だった。
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「お邪じや魔ましまーす」

　バー君は大きな象耳をパタパタさせて宙をスライドするみたいに飛行し、あっけに取られる俺の横を通り過ぎて部屋の中に入る。

「れ、烈火？　何それ？」

「ですっ!?」

　キモカワ妖精を見た女じよ性せい陣じんの反応は、どっちも目を丸くし、ズザザザと五メートルほどあとずさりする、という物だった。

「はじめまして。僕バー君、よろしくね」

　俺の時と同じあいさつをし、バー君とやらはテトラが寝ていた布団の上に着陸する。

「ん？」

　その背中にこれまたデフォルメしたような、大きなバンソーコーが貼ってあった。

　少し気になったが、ほかにもツッコむところが多すぎてどうしたらいいのか分からない。

「ていうかお前は誰なんだよ!?　俺たちに何か用なのか!?」

「もちろん用があって来たんだよ。それと僕の名前はバー君だって、さっき名乗ったじゃないか」

「テンプレな返し方してんじゃねぇ！　奇き怪かいな珍ちん生せい物ぶつがいきなり現れて、こっちは混乱してんだよ！　テレビ局に電話してやろうか!?」

「テレビは困るなぁ。僕は君たちにとって有益な話を持ってきたんだ。まずは話を聞いてくれないかい？」

「……」

　少し前の俺ならこの場で今すぐバー君を窓から投げ捨て、布団を頭からかぶって全て夢だったことにしていただろう。

　だが今はどんな些さ細さいな物でもいいから、この『物語』を解決するキッカケが欲しい。

　俺はバー君の前にドカッと腰こしを下ろし、彼かれの話を聞くことにした。

「で、話ってのは？」

「うん――その前にひとつ確認したいんだけど、君が波なみ乱だれ烈火かい？」

「ああ、そうだけど」

「そうかい。ああ、よかった。噂うわさで名前しか知らなかったから、間ま違ちがってたらどうしようかと思ったよ」

　俺ってこんなファンシー動物に噂されるようなこと何かしたっけ？

「じゃぁ、まずは話の結論から言おう」

　バー君がニッコリと鳥とり肌はだの立つようなキモカワいい微ほほ笑えみを浮かべる。

「波乱烈火。僕が力を貸すから、魔法少女になって『背神の怪物』をやっつけてよ」

「………………………………………………………………………は？」

　部屋の空気が凍こおりついたのは、言うまでもない。





▽






「え？　日本で魔法使いと言えば魔法少女のことを指すのかと思ってたんだけど」

「そりゃアニメとか漫まん画がの話だ！」

　どうもバー君は外国人、もとい外国妖精らしい。海外だと日本の文化っていろいろ誤解されてるからなぁ……「日本人の半分は忍にん者じや」と思ってる人たちもいるらしいし。

「まぁそれはどうでもいいや。それで、バー君は結局どこの誰なんだ？　愛あい称しようじゃなくて、ちゃんと名前で教えてくれ」

「う～ん、せっかく姿形を変えて、魔法少女のマスコットっぽい格好と名前を選んできたのになぁ」

　バー君は心底残念そうにため息をつく。毒息でも吐はきそうな顔だ。

「じゃぁ改めて自己紹しよう介かいするよ。僕はバー君――『完かん璧ぺきなる獣けもの』バハムートだ」

　自分で『完璧』とか言うかねフツー。でもなんかゲームかどっかで聞いたことあるような名前な気が……？

「バ、バハムート!?」

　俺が首を傾げていると、遠巻きにバー君を観察していた皐月が驚きの声を上げる。

「ん？　皐月、知ってるのか？」

「知ってるも何も……バハムート、ビヒモス、ベヒーモス。呼び方は数あれど、大地を覆おおい尽くすほどの巨きよ体たいを持ち、『完璧なる獣』と謳うたわれる神話時代の怪物よ。あなたがそうだって言うの？」

「そうさ。ウソだと思うなら、アカシックレコードに聞いてみたらどうだい？　森羅のお嬢じようさん」

「!?」

　再び皐月の表情が驚きよう愕がくに染まる。それは俺も同じだ。

「ああ、でも調べるんなら『神が創つくったバハムートが今いる場所』って感じで、条件を凄すごく限定して検けん索さくした方がいいよ。数千万年分の僕の記録を一度に見たら、きっと人間の脳みそはパンクしちゃって廃はい人じんになるからさ」

「いっ……！」

　廃人て、マジか!?　便利な魔法だと思ってたけど、そんな危険が。

「ていうか！　バー君ちょっと待った！」

　ペラペラと喋しやべるバー君を制止し、俺は彼の大きな象耳に口を近づける。

「……何でお前が森羅の大魔法のこと知ってるんだ？」

「ご紹しよう介かいにあずかった通り、僕はこう見えて凄い奴なのさ。魔法だって使えるしね。それでも君たちのことを調べるのは少し時間がかかったけど」

　自じ慢まんげに答えるバー君。

「そりゃスゲーなぁ……でも、あんまり大魔法のことは軽々しく言いふらさないでくれ」

　俺はチラッと後ろを振り返る。

「？」

　テトラは魔法には詳くわしくないのか、森羅の大魔法と聞いてもキョトンとしている。別に彼女を信用してないというわけではないが、皐月が大魔法を継けい承しようする人間だとあまり人に知られたくなかった。

「ごめんね。僕にはさほど興味のない魔法だったから、つい口が滑すべったよ」

「ったく……」

　俺はため息をつき、バー君を少し睨む。

「しゃーない。もう聞かれちゃったし。皐月、言われた通り試ためしに調べてみてくれよ」

「うん」

「あっ、けどもし危険なら……」

「大丈夫よ。バー君の言う通り、条件を限定すれば入ってくる情報はだいぶ絞れるから」

「ならいいんだけど……」

「もうテトラさんにも聞かれちゃったし、ここでやるわね」

　皐月は目を閉じ、森羅の大魔法を発動させる。

「……うん。ここにいるのは、本物のバハムートみたい。信じられないけど」

「ホントに凄い奴やつだったのか」

「ハハッ。まぁ今はこの姿だしね。畏かしこまらなくても、気軽にバー君って呼んでよ」

　さっき「姿形を変えて」と言っていたし、本来の姿は別にあるのだろう。今目の前にいるのはやはりキモカワイイ象さんの妖精だけど。

「……てか、何でそんな凄い奴が俺たちに手を貸してくれるんだ？」

「まぁ、有あり体ていに言えば、僕は『背神の怪物』に復ふく讐しゆうしたいのさ」

「復讐？」

　また穏おだやかでない単語がデフォルメされた口から出てきた。

「ジズ村に封印されている『背神の怪物』の正体はリヴァイアサンなのさ」

「バハムートの次はリヴァイアサンなの……」

　皐月が呻くように呟く。

「えっと……」

　例によって不勉強な俺は彼女に視線で尋ねた。

「リヴァイアサンはバハムートとペアで語られることが多い怪物よ。バハムートが『完璧なる獣』と呼ばれるように、リヴァイアサンは『最強の獣』と呼ばれているわ」

　皐月の丁てい寧ねいな説明を聞いて、俺はリヴァイアサンのことを大体理解する。

　……ていうか、『最強の獣』かよ。名前がストレートすぎだろ。そりゃ地上くらい何度でも滅ほろぼせそうだ。

　念のためリヴァイアサンの現在地も皐月に調べてもらうと、バー君の言う通りジズ村に封印されているようだった。

「僕とリヴァイアサンはともに、やがて来きたる終末の時、供く物もつとして神々に食されるために創られたんだ……だけど」

　バー君がふと目を伏せる。

　途と端たんにゾワリと俺の背筋が凍った。

　身の毛もよだつような強きよう烈れつな感情が、俯うつむいたバー君から伝わってきたからだ。

「リヴァイアサンは『最強の獣』であると同時に、凶きよう暴ぼうで残ざん忍にんな性格だった。あの時、奴は己おのれの享きよう楽らくのために地上を破壊し尽くしたんだ。その時、僕は奴に大事な物を全て奪うばわれた」

　復讐――先さき程ほどバー君は俺たちに協力する動機をそう告げた。

　彼が言う「あの時」とは、いったいどのくらい昔の出来事なのだろうか？　おそらくは数千万年単位……それほど長い間、恨うらみや憎にくしみを溜ため込み続けてきたのか。

　俺なんかには想像もつかない年月だが、想像するだけで気が狂くるいそうだ。

「分かった。そういうことなら、一いつ緒しよに『背神の怪物』を倒そう」

「……ありがとう。助かるよ」

「いや、こっちの方こそ」

　実際、相手が『最強の獣』なら、その対ついとして創られたバー君はこの上なく心強い味方だ。

　俺たちは握あく手しゆ――バー君のは手と言うより前ぜん肢しだけど――を交かわし、協力して『背神の怪物』を倒すことを誓ちかった。




「それじゃぁ早さつ速そくだけど。烈火、君に僕の力の一部を貸してあげるよ」

「そりゃありがたいけど、具体的にどんな力なんだ？」

「まぁ力の一部とは言っても、半分魔法のような物さ。君の基き礎そ能力を数倍に上げて、リヴァイアサンの巨体にも有効な広こう範はん囲い攻こう撃げき魔ま法ほうを使えるようにするんだよ。それとも広範囲攻撃魔法はもう使えるかな？」

「？　いや、ンなもん使えねーけど」

　どうして俺が魔法使えるなんて思ったんだ？　よく分からないが、否定しておく。

「それじゃぁ少しの間目を閉じて、ジッとしててくれるかい」

「おう」

　俺は言われた通り目を閉じる。

「――…―・―……・――」

　バー君が何事かを唱えると、唐とう突とつに俺の体は変な感覚に襲おそわれた。

　熱いような、温かいような、昂たかぶるような、体の奥おく底そこから力が湧わき上あがってくる感じがして、変にムズムズする。やがてそれも収まり、俺はまぶたを開いた。

「もう終わったか？」

「ブッ!!!!」

　俺が問いかけると、皐月が思いっきり噴ふき出した。彼女は口元とお腹なかを押おさえて身み悶もだえし、必死に笑いを噛かみ殺ころしている。幼馴染がこんなに笑うなんて珍めずらしい。

　テトラも俺から顔を背そむけ、口を手で覆って体を震わせていた。目め尻じりには涙なみだが浮かんでいる。

「驚おどろきのビフォーアフターですね」

　アールがしらーっとした無表情で棒読みチックに呟つぶやく。

「何なんだ？　いったい？」

　俺は自分の姿を見下ろし――彼女たちと同じく、自分で自分に対して噴き出した。

　絶望的なまでに少女趣しゆ味みに走ったカラフルなドレス。

　運動性などまるで無視したフリルとレースだらけのスカート。

　エンジェルの翼つばさがついたブーツ。

　右手にはキラキラ光る魔法のステッキ。

　胸むな元もとには希望のオパール。

「なっ、何じゃこりゃああああああああああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようしつつ、見当はついていた。

　誰だれがどう見ても紛まがうことなき一分の隙すきもないほど完璧なマジックガールスタイル――要するに、魔法少女の扮ふん装そうだった。

　唯ゆい一いつ欠点を上げるとすれば。

　俺が男であることだろうか。

「それって致ち命めい的てきじゃねぇか！」

　こんなん女装と一緒だ。

「どうしたんだい？　何か不都合があったかな？」

「不都合だらけだ！」

　首を傾げるキモカワ象に向かって怒ど鳴なりつける……って、今は俺の方がアレな格好してるのか。皐月とテトラなんかまだ笑ってるし。

　俺はとにかくこの衣装について説明を要求した。

「ほら、僕はてっきり魔法の力を与あたえる時は、相手を魔法少女にするのが日本の作法かと思ってたから」

　そういや最初にそんなこと言ってたな！　でもそれは分かってくれたもんだとばかり思ってたよ！

「魔法の力って何が使えるんだ？」

　ひとまず恥はずかしいのはさておき、肝かん心じんなところを尋たずねておく。

「さっきも言った通り、広こう範はん囲いを破壊する爆滅魔法が使えるよ。試してみるといいよ」

「どうやって？」

「まぁとりあえず窓開けて」

「ふむふむ」

　窓を開ける。

「ステッキの先せん端たんを外に向けて」

「ふむふむ」

　ステッキをまっすぐ持つ。

「爆ばく発はつしろって念じると」

「ふむふむ」

　簡単なイメージでいいのか？　えーと、爆は……。

「とりあえず見み渡わたす限りの景色が消失するよ」

「試し撃うちで町ひとつ滅ぼさせる気か!?」

　危ねぇえええええ、もう少しで町を破壊するとこだった。

「じゃぁ空に向けて撃ってみたら？」

「そうする」

　俺は夜空を見上げ、テキトーな雲に狙ねらいを定める。

　……どんな威い力りよくが出るか分からねーし、加減して撃つか……威力を抑おさえろ～とかって念じてやればいいのか？

　とりあえずやってみた。

　と。

　ドゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン!!

　わぁ……夏の花火の百倍くらい凄い爆発が起こったぞ。「ななななな何よ今の爆発ー!?」って階下でつみきが騒さわいでるのが聞こえる。うん、ごめん。犯人俺。

　しかし、バー君はこともなげに。

「あれ？　おっかしいなぁ……想定してたより威力が数百倍低いよ」

「お前どんだけ危険な魔法よこしてんだよ！」

　思わずステッキで象の頭を殴った。

「んー、波乱烈火。今のは手加減したのかい？」

「全力で殴ったよ！」

「じゃなくて、魔法の方さ」

「ああ？　まぁ、町に被ひ害がいが出ても困るしさ」

　実際手加減しててよかったよ。もしバー君の言うような破は壊かい力りよくが出てたら、空を狙ってたとしても爆ばく風ふうで町にどれだけ被害が出たことか。

「そっか。なら僕の与えた力はちゃんと機能してるみたいだね」

　バー君は満足気に頷うなずく。

　いやまぁ『背神の怪物』なんて化け物と戦うんだし、強い魔法を貸してくれるのはいいんだけどさ……。

「でも、せめてこのスカートは何とかならないか？」

「うーん、僕は別にいいけど。その服には自動防ぼう御ぎよとか重力軽減とかの能力を付ふ与よしてるから、同じ物を作ろうとしたら結構時間かかるよ？」

「むっ、それはマズいな……」

　あまり時間をかけると、リヴァイアサンが封印を破ってしまう恐おそれがある。

　リヴァイアサンは巨きよ大だいな海うみ蛇へびの怪物で、バハムートが大地を覆い尽くす巨体なら、あちらは海うな原ばらを呑のみ込むほどの巨体らしい。そんなのが地球上で戦ったら、たとえ倒たおせたとしても甚じん大だいな被害が出る。

　テトラによると『封印の間』にある扉とびらの奥おく、『背神の怪物』が封印されている空間は地球並の広さがあるらしい。できることなら俺たちの方がそちらへ赴おもむいて、決着もそこでつけたい。

「それに、フードチャンピオンもあるしな……」

「？　なんだいそれは？」

「っと、そうか。バー君には話してなかったっけ」

　俺は『波乱の血筋』と『つみきの物語』について、かいつまんでバー君に説明した。ついでに、フードチャンピオンで優勝する方法がまだ見つかっていないことも。

「ああ、なんだ。そういうことなら、いい方法があるよ」

　そう言ってバー君は長い鼻で自分の出っ張ったお腹をペシンと叩たたいた。

「さっき話したと思うけど、元々僕とリヴァイアサンは神の供物として創られたんだ。その肉は人界のあらゆる食材を凌りよう駕がするほどの美味――だから、リヴァイアサンを倒したあと、その肉を使って料理を作れば優勝間違いなしだよ」

「うっ……けど、マジか」

　一いつ瞬しゆんグロいと思ったが、確かにいい案かもしれなかった。

　その方法なら、テトラの村と『のぞみや』――ふたつの『物語』を同時に解決できる。

　が、それはつまり。

「……この格好は我が慢まんしなきゃならないってことか」

「そういうことになるね」

　うぅぅ、まぁ俺の人としての尊厳なんて、ふたりの少女の『物語』に比べたらたいした問題じゃないか……そう思っておけ、俺。

「よしっ、それじゃぁ地下のジズ村へ行くための準備を整えたら、すぐに出発しよう」

　と、俺は恥ずかしいのを我慢して気合いを入れたのだが、

「は、はいです……プクッ！」

「え、ええ、分かっ……クッ！　お、お願い烈火。マジメな顔してこっち見ないで……」

　テトラと皐月はまだ笑い転げていた。

「烈火さんダメですよ。今の貴方あなたは呼吸するだけで相手を笑い死にさせる生物兵器なんですから、もっと暗くて狭せまいところで生きていることを恥じながら行動しないと」

　アールが追おい討うちまでかけてくる。

　ちょっと泣きたくなった。





▽






　俺たちはいったん解散し、一時間後に各おの々おの支し度たくを整えて学校の裏山に集合することにした。そこに隠かくされた地下への入り口があるらしい。

　問題の魔ま法ほう少女の衣装は、普ふ段だんはブレスレットの状態にできるそうだ。変身を解いたあとは元の制服に戻もどった。便利だが、皐月たちに笑われる前に教えて欲ほしい。

　ただまぁ俺が一番苦労したのは衣装のことなんかじゃなくて、望のぞむ野のつみきの説得だった。




　もう夜も遅おそかったので「一度家に帰る」と伝えた時は、つみきも別段何も言わなかった。だが、そのあとに続いて、明日かもしくは明後日まで『のぞみや』に来られないと告げると、彼女はたちまち俺に食ってかかってきた。

「何よそれ！　学校ではいきなり手伝うとか言ってきたクセに！　初日でもう飽あきたわけ!?」

「いや、違うって、だから……さっき連れてきたテトラって女の子がいるだろ。なんか彼女も外国の料理人らしくて……えーと、富士の樹海の奥おく地ちにあるっていう幻まぼろしの食材を探しに、はるばる日本までやってきたんだってよ」

　必死こいて思いつく端はしからウソをペラペラと並べていくが、俺を睨みつけるつみきの表情はドンドン険しくなっていく。

「それで、頼たのみ込んで俺もその食材探しに同行させてもらうことになってさ。もし幻の食材が手に入れば、フードチャンピオンにも勝てるかもしれないだろ」

「ウソつき！」

「マジなんだって！」

　我ながら無理のある作り話だが、今はこれで押し通とおすしかない。

「……ッ！」

　ガンッ！

　つみきはお店のテーブルに力いっぱい拳こぶしを叩きつけ――少し涙を浮うかべた目で俺のことを睨にらみつけた。

「……ホントのこと言いなさいよ。どうあがいたって勝ち目がないから、さっさと辞やめたくなったんでしょ!?」

「それはない」

　俺は即そく答とうする。

　実際、つみきを見捨てようなんて気持ちはこれっぽっちもない。

　だが、彼女は疑わしげな目で俺を睨みつける。

「アンタって私の質問に毎回そう答えるわよね……。でもね、肝心の〝理由〟は何なのよ？」

「〝理由〟？」

「そう！　アンタが私に協力したいと思うワケを教えてよ！　そうじゃないと、本当にアンタを信じていいのか、分からないじゃない！」

　つみきを助けたいと思うワケか……。

　彼女が『ヒロイン』で、俺がその『物語』に巻き込まれたから――最初はたぶんそうだった。

　でも、今は少し違う。

「つみきって強ごう情じようで何でもひとりでやろうとするけどさ、その分スゲー頑がん張ばってんだろ？　ヘタクソでも一いつ生しよう懸けん命めい新しいメニュー作ろうと試し行こう錯さく誤ごしてさ」

「……何よいきなり褒ほめ出して、そんなこと言っても誤ご魔ま化かされないわよ」

「誤魔化してねーよ」

　だいいちお店の経営云うん々ぬんなんて、子供にどうこうできる問題じゃない。そりゃ自分ん家のことなんだし不安には思うだろうけど、「だったら私が何とかしなきゃ」なんて、いったいどれくらいの奴が行動に移せるんだ？　ちなみに俺はあんまり自信ない。

　高校生なんてまだまだ子供だ。子供は親に頼りっぱなしってのがフツーだろ――でも、つみきみたいな〝フツーじゃない〟は。

「素す直なおにスゲーと思うし。俺は好きだぜ、お前のそういうところ」

「ンニャッ!?」

「お前みたいな奴が好きだから、俺は助けたいと思うんだ……って、大丈夫か？」

「ニャワワッ!?」

　つみきは立て続けに変な悲鳴を上げ、椅い子すを蹴けっ飛とばして後退した。

「？　つみき？」

「よ、寄んないでよ！」

　心配して近づこうとしたらシャーッと威い嚇かくされた。何なんだ？

　つみきは深呼吸を何度かくり返すが、それでもまだ気分が落ち着かないようで、頬ほおを押さえてぷいっと俺に背中を向けた。

「なっなっ何でそういう恥ずかしいことサラッと言えるのよ!?」

「んん？」

　頑張ってる奴は好きだ……っていうのが、そんなに恥ずかしいことなのか？　結構フツーだと思うんだが。

「……いいわ。ホントかどうかヒジョ～～～に疑わしいけど、特別にアンタの言うこと信じてあげる」

　つみきは背を向けたまま、少し上うわ擦ずった声でそう言った。

「そっか。ワリィ、すぐ戻るからよ」

「べっ、別にアンタなんかただの味見役なんだから！　いてもいなくてもたいして変わらないしね！　わわ私もたくさん料理の練習しておくから、アンタも、その……できるだけ早く戻ってきなさいよ」

「ああ、分かった」

　俺はしっかりと頷いて『のぞみや』をあとにする。

　結局見送りのひとつもないまま、最後までつみきは後ろを向いたままだった。




　もしかしてまたなんか怒おこらせたのかな？　なんて考えながら、俺は自分の家に到とう着ちやくした。早く準備をしねーと。

「ただいまっ！」

「あっ、レッカ様おかえりなさいませ。ご飯にしますか？　それともお風ふ呂ろにしますか？」

　俺の声を聞きつけ、ハリッサがスリッパを鳴らしてやってきた。ウサギのエプロンがぴょんぴょん揺ゆれる。

　と。

　クゥゥ～～～！

　彼かの女じよのお腹がかわいらしい鳴き声を上げた。

「あっ！　やっ、恥ずかしっ」

　ハリッサは顔を真っ赤にして、エプロンのウサギさんを両手で隠す。まるでウサギが鳴いたみたいで、ちょっとほんわかとする。

「電話で遅くなるって言ったろ？　食べててよかったのに」

「やっ、でも……レッカ様と食べたかったですし」

　頬を赤く染めたまま、ハリッサはもじもじとエプロンの端をイジる。

　その気持ちは大変うれしいのだが、同時に申し訳ない気持ちになってしまう。

「ごめん。どうしても急ぎの用事ができてさ。またすぐ出なきゃならないんだ」

「えぇー！」

　抗こう議ぎというより純じゆん粋すいに驚いたという表情で、ハリッサが声を上げる。

「本当にごめんな」

　俺は玄げん関かんに靴くつを脱ぬぎ捨すて、とりあえず大きめのリュックサックを戸と棚だなの奥から引っ張り出す。次に水と食料――地底へは結構な距きよ離りを歩くらしい――と、念のため予備の靴、それから懐かい中ちゆう電灯など、必要と思われる物をひたすら詰つめ込んでいった。

『勇者の剣けん』をどうするかと考えたが、やっぱり持っていかないことにした。相変わらず剣けん術じゆつなんて扱あつかえないし、あれはあくまで魔法を斬きる剣で『怪かい物ぶつ』を倒してくれる剣じゃない。魔法少女の爆滅魔法との相あい性しようも悪いし、余計な荷物は持って行かない方がいいだろう。

「っとと、急がねーと」

　俺はリュックを背せ負おって玄関へ向かうが、そこにはまだハリッサが立っていた。

「レッカ様。お急ぎなのはともかく、こんな時間にどちらへ？」

　どうやら俺のただならぬ様子を見て行き先が気になったらしい。

　ハリッサは眉まゆを八の字に曲げて、不安げに俺を見つめている。

「えっと……」

　地下の村へ『怪物』を倒しに行く……なんて言ったら、たぶんハリッサはついてきたいって言うよなぁ。

　こうなったら最後の手段。

　俺はハリッサの脇わきを素す早ばやくすり抜ぬけると、靴につま先を引っかけて玄関から飛び出した。

「ああー！　レッカ様！」

「帰ってくるまで俺の分の飯は作らなくていいから！　行ってきます！」

「まっ、待ってくださいよ～！　ひゃぅっ！」

　逃にげる俺を追いかけようとして、ハリッサが転ぶ。その姿を見て胸がズッキンズッキン痛んだが、これも彼女の身の安全のためだと思い、涙を飲んで走り続けた。

　まぁリュックが重くてすぐバテたんだけど。

「ぜぇ、ぜぇ、ぜぇ……」

　念のため後ろを振ふり返かえってみてもハリッサの姿は見当たらなかったので、ここから先は歩いていくことにした。
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　学校の裏山に地下へと続く道が隠されていたのも驚きだが、もっと驚いたのは地下道の過か酷こくさだった。急な段差や大小の石ころのせいで、何度も転んだり落ちそうになったりする。バー君の魔法で辺りを照らしているとはいえ、暗くて閉へい塞そく感かんがあるのも精神的にキツい。

　現在俺たちが歩いているところは道みち幅はばも広く天てん井じようも高いので、ある程度余よ裕ゆうを持って歩けるからまだ楽な方だ。

　しかし、テトラによるとこの辺は壁かべや天井が脆もろいらしく、頭上から剥はがれた岩が落ちてこないか常に注意せねばならず、結局気の休まる時がない。

「もう何時間くらい歩いたっけ……」

　ぐでぐでになりながら俺が誰ともなく尋ねる。

「かれこれ十時間くらいかしら……」

　答える皐月もだいぶぐったりしている。

「ヒュー……ヒュー……」

　テトラにいたっては虫の息で、返事をする余よ裕ゆうもなさそうだった。彼女は地下に慣れていそうだが、根本的に体力がないみたいだ。

「ほら、みんな頑張ってよ」とバー君。

「烈火さーん。男の虚きよ弱じやくキャラが許ゆるされるのは美少年だけですよー」とアール。

　お前らは宙に浮いてるから楽だよなー。ていうかアールうっさい。

「あー……魔法少女に変身できれば楽なのになー」

　地下道のツラさの前には羞しゆう恥ち心しんも消し飛ぶ。それに変身すればふたりを背負っても大だい丈じよう夫ぶだと思うのだが……。

「さっきも言ったけどお勧すすめはできないね。魔法少女は短期決戦向きの装備だから、変身してるだけで体力も魔ま力りよくも消費する。ギリギリまで温存しておくべきだよ」

　とのこと。

　バー君ももっと燃費のいい物作ってくれればよかったのに……。

　つーかマジでツラい。

「食料も明かりも途と中ちゆうで失くして、よくテトラは地上に来れたな。行きは上り坂だったんだろ？」

　俺おれは心の底からの尊敬を込めてテトラに話しかけた。

「ひゅ、ひゅイっ」

「ワリィ。無理して返事しなくていいから」

「ヒューぅ、ヒューぅ……い、え、村を、助けたかっ……です、ので、ヒューぅ……ヒューぅ……」

　そう答えるテトラは頭も手足もフラフラで、目も泳ぐように焦しよう点てんが定まっていなかった。小刻みに休きゆう憩けいは取っているのだが、彼女は数時間前からずっとこの調子だ。

　それでも誰よりも早く急ごうとしているのは、この線の細い少女だった。

「本当に、村が大切なんだな」

「ひゅひ？」

「いや、何でもない。独り言」

　つみきもテトラもその小さな両りよう肩かたで、なんて重い物を背負おうとしてるんだろう。

　少しでも彼女たちの力になりたい。

　ふたりの『物語』を救いたい。

　心からそう思う。

　――その時だった。

　フッ――と、唐突にバー君が生み出していた魔法の光が消える。

「なっ！　おい、どうしたんだ!?」

「まさかっ、リヴァイア……！」

　突とつ然ぜんの暗くら闇やみに俺たちがパニックになりかけている、と。




　ガシャッ……




　その音を俺が聞き取れたのは、偶ぐう然ぜんか、日ひ頃ごろの行いがよかったのか。

「危ねぇ！」

「えっ？」

　皐月が驚く声。その声を頼りに位置を把は握あくし、とっさに彼女を突つき飛ばすように跳とぶ。

　岩と岩がぶつかる落下音が耳元を通り過ぎたのは、俺と彼女が重なるようにして倒れたほんの数瞬しゆん後だ。

「イテテ……皐月、大丈夫か？」

「あ……うん。烈火……あの、近い」

　徐じよ々じよに暗さに目が慣れてくると、鼻先が触ふれそうなくらい皐月の顔が近くにあった。
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「っと、ワリィ！」

　俺は慌あわてて彼女の上から飛び退のく。

「ううん……」

　蚊かの鳴くような声で皐月は返事をし、そっと体を起こした。俺と全然目線を合わせてくれない。ギャー気まずい！

「チッ。あと一センチ足りなかったですね」

　アールはホント黙だまれ！　てかあと一センチでどうなってたんだ俺たち!?

「～～～……ってか、それよりさっきの音ってやっぱり」

　振り返る。

　案の定、天井から剥がれ落おちた岩石が、先程まで皐月の立っていた場所に突き立っていた。

　とっさに動けてよかった……感度良好な自分の耳に感謝したいところだ。

「烈火さん！　皐月さん！　大丈夫ですか？」

「平気かい、ふたりとも？」

　周囲が暗くなって目が光り始めたテトラと、空飛ぶバー君が俺たちを心配して駆け寄よってくる。

「バー君。どうして光が？」

「ごめんごめん。虫が目に入ってさ」

「は、はぁ？　虫って、おいおい気をつけてくれよ」

　カチャンッ……

「っ！　誰だ！」

　こんな出来事の直後だったから音に敏びん感かんになっていたのか、俺は自分たちの背後から聞こえた物音にすぐさま反応した。

「――あ、あぅあぅ……」

「……ん？」

　敵かと思って身構えていた俺の耳に届いたのは、妙みようにかわいらしい――かつ聞き覚えのある――うろたえた声だった。

　少し間を置いて、急にボッと拳こぶし大だいの炎ほのおが空中に現れ、地下道を覆っていた闇やみを払はらう。

　そして、闇の中から現れたのは――

「ハ、ハリッサ？」

　――家で留守番をしているはずの、小さな女魔導師だった。




　実はハリッサは透とう明めいになる魔ま術じゆつを自分にかけて、ずっと俺たちのあとをついてきていたらしい。

「ごごごめんなさい！　レッカ様の様子がおかしかったから、ウチ心配で、その……すみません」

「……いや、俺がちゃんと説明すべきだったよな。ワリィ」

　ハリッサを危ない『物語』に巻き込みたくなかったのだが、結局巻き込んでしまった。アホか俺は。

「まぁ仕方ないわね。ここからハリッサちゃんをひとりで帰らせるわけにはいかないでしょう？　悪気があったわけじゃないんだし、彼女も連れていきましょう」

「……ホントは皐月も家で待ってて欲しかったんだけどな」

　当然だが、この幼おさな馴な染じみにだって無む闇やみに危ない目に遭あってほしくない。ついさっきの出来事だってかなり危険だったのだ。

「あら、テトラさんを連れてきたのは私よ？　烈火が嫌いやだと言ったって、無理やりついていくわ」

「ぐぬぬ……はぁ～」

　これ以上何を言っても無む駄だっぽかったので、俺は肩かたを竦すくめた。

「しゃーないな。ハリッサ、危ないから離はなれて歩くんじゃないぞ」

「はっはい！　ありがとうございます、レッカ様！　それにサツキさんも、ありがとうございますっ！」

　やれやれ……ハリッサのはしゃぎ方を見てると、肩の力が抜けてくるな。

　まぁ、肝心の『怪物』退治の時に俺ひとりになれればいいか。そうすりゃみんな安全だ。

「じゃぁ、こっから先はハリッサが道を照らしてくれるか？　バー君じゃ危なっかしいから」

「ははっ、ヒドいなぁ」

「ホントのことじゃねぇか。つーわけで、頼むぜハリッサ」

「はい！　お任せください」

　ハリッサは元気よく返事をし、先さき程ほどよりもひと回り大きな炎を杖つえの先から生み出だす。炎は地下道全体を広く照らしてくれて、足元もよく見えた。




　そうしてハリッサを加えた四人と一匹ぴきのパーティーは地下道を下り、数時間後、目的地に辿たどり着ついた。







第三章　祈いのりと裏切り







「じゃぁ早さつ速そく『怪物』退治に行こうか」

　ジズ村に到着すると同時に、バー君は明るく俺たちに言った、が。

「無理……」と俺。

「ふくらはぎがパンパン……」と皐さ月つき。

「杖に掴つかまらないと立ってられません……」とハリッサ。

「ヒューぅ……ヒューぅ……」とテトラ。

　というわけで、地底人たちの村に辿り着いた俺たちだったが、ここまでの道程ですでに『怪物』退治どころではなくなっていた。

「う～ん。まぁ封ふう印いんも弱まってるけど、今日明日あした中じゆうに破られるってほどじゃなさそうだし、ひと晩休憩してから乗り込もうか」

「バー君はそんなことも分かるのか？　ここってまだ村の入り口だろ？」

『封印の間』は神しん殿でんの奥にあるとテトラから聞いていた。

「だいたいの状態くらいならね」

　こともなげにバー君は言う。

　まぁ確かに休憩はぜひ欲しいところだったので、彼かれの言うことは素直にありがたい。

　俺たちは少しだけ軽くなった足取りでジズ村へと入っていった。




　ジズ村は地下にポッカリと開いた空間内にできた、小さな村だった。洞どう窟くつの中なので、なんだか村ひとつがバカデカい体育館の中にすっぽり収まっているような印象だ。

　建物は基本的に石や土を固めて造った物で丸屋根になっている。どれも背が低く数もそう多くない。

「人があんまりいないな」

　俺は村を歩きながらポツリと感想を漏もらす。

「はい。村は洞窟よりも大きくできませんから、自然と人も増えないです」

　そう説明するテトラは、あまり浮かない顔をしていた。

「そういえばこの村全体を照らしてる光は何？　火じゃないし、電気はないだろうし……？」

　今度は皐月がテトラに質問する。

「光源はないです。神の御み業わざのひとつで、村全体が常に明かりに包まれているです」

「寝ねる時はどうするの？」

「？　目を閉じるですが」

　慣れということらしい。

　その時、村人とおぼしき男性が向かい側から歩いてきた。

　お互たがいに小さく会え釈しやくをし、すれ違ちがう。

　男性はチラリとこちらを見ただけで、さっさと行ってしまった。

「……異世界に行った時とはだいぶ反応が違うな」

　あの時はみんな俺のことをジロジロと見てきたのだが。

　テトラたちは色白で、陽ひに当たってる俺たちとじゃ結構肌はだの色も違うから、ひと目で異い邦ほう人じんと分かると思うんだけど。あんまり他人に興味がないのか？

　なんてことを考えていると、先頭を歩くテトラが立ち止まった。

「ここがジズ村の神殿です」

「へぇー」

　俺は村の家々から飛び抜けて大きな建物を見上げる。

　歴史か美術の教科書で見たギリシャの神殿を、いくらか小さくした感じだった。それでもほかの家と比べれば巨きよ大だいで、屋根や柱には彫ちよう刻こくが施ほどこされている。そもそも材質からして、地下で採さい掘くつできた物とは思えなかった。

「なんかこれだけ外から運んできたみたいだな」

「テトラもこの神殿のことは調べてみた時期がありますが、詳くわしいことは結局分かりませんでした。ただここにも神の御業の品がありますので、その関係かと思うです」

「なるほどな」

　それにも多少の興味はあったが……正直今は一刻も早く休みたい。

　ジズ村に宿しゆく泊はく施し設せつなどないため、この神殿の空き部屋が俺たちの泊とまる場所になるようだった。テトラの指示で村の人にベッドなどを運んでもらってから、俺たちはその部屋に案内してもらったのだが……。

「あのさ、テトラ……もしかして空き部屋ってひとつだけ？」

「はいです」

「あとベッドがふたつしかないように見えるんだけど？」

「すみませんです。村に余っているベッドはこのふたつしかなくて」

　まぁ小さな村なのだし、それは仕方ないのかもしれない。

　別に待たい遇ぐうがどうとかでテトラを責めてるわけではないのだ。ただ、

「……」

「あわわわ」

　皐月とハリッサが物凄ーくベッドを凝ぎよう視ししているのが怖こわい。

「それではみなさん、ごゆっくり」

　テトラは一礼すると、静かに部屋から出て行く。

　彼女が扉をパタンッと閉じるまで誰もひと言も喋しやべらなかった。

　だがその沈ちん黙もくも長くは続かない。皐月がこの上なくマジメな顔で、ハリッサの方を振り向く。

「ハリッサちゃん狭いの嫌よね？　私と烈れつ火かでひとつ使うから……」

「いいえ！　ウチの方が体小さいですし、二対一で寝るならレッカ様とウチが……」

「大丈夫よ。子供の頃ころは烈火ともよく一いつ緒しよに寝たし……」

「ウチも実家は貧びん乏ぼうでしたから、兄きよう妹だいと同じ布ふ団とんで寝るの慣れてますし……」

「いやいやいや」

「いえいえいえ」

　ふたりの譲ゆずり合あいは延々と平行線を辿る。

「俺が床ゆかで寝るから、ふたりで一個ずつ使えばいいんじゃ……」

　中立案を出す俺。しかし、

「明日は『怪物』退治なのよ？　石の床で寝たら疲つかれが取れないわ」

「そうです。レッカ様は遠えん慮りよしすぎです……ウチとしては、できれば家でも一緒のベッドで……ごにょごにょ」

　と、あえなく却きやつ下かされた。ハリッサはなんか途中から顔を赤くしていたが、何が言いたかったんだろう？

「えっと……じゃぁ、俺は少し席はずすから、ふたりで決めといてくれ」

　そう言い残し、俺はそそくさとその場をあとにした。

　あのまま部屋にいたら「じゃぁどっちと寝るか烈火（レッカ様）が決めて（ください）！」って言われそうだし。

　とりあえず、その辺歩き回って寝ね転ころがるのにちょうどいい場所探すか。

「烈火さんはもう少し下心を出していいと思いますよ」

　俺のあとをついてくるアールはフラフラ飛びながらため息をつく。

「もしくは三人で一緒に寝るとかですね」

「ンなことできるか」

「してくださいよ。むしろその先までしてくださいよ。でないと本官は任務を達成できません」

「だからそういうことを軽々しく……ん？」

　アールと問答しながら歩いていると、神殿の一ひと際きわ大きな部屋に出た。

　その中央で佇たたずむテトラを見つける。

「テトラ」

「あっ、烈火さん。どうしたんです？　眠ねむれないですか？」

「いやー寝る寝ない以前の問題が発生したというか」

「……？」

　テトラは首を傾かしげる。まぁ意味分かんないよね。俺も分かんない。

　俺は何となく大広間の中に入る。

「ところで、これって何？」

　テトラの隣となりに並び、俺は彼女がさっきまで見つめていた物を指差す。

　大広間の中央に鎮ちん座ざする物――女め神がみ像ぞうと箱。

　箱は長方形で、ちょうどフタのない棺ひつぎのような形をしていた。装そう飾しよくが施され、床に固定されているので、最初からここにあったのだろう。その棺の上に掲かかげるようにして、女神像が剣を握にぎっている。

　神殿なのだから女神像があるのはおかしくないのだが……どうにも棺と剣のせいでチグハグなモニュメントに映る。

「これも神の御業のひとつです。この棺に食べ物や服を入れて祈りを捧ささげると、入れた物が増えるです」

「マジか。そりゃ凄すごいな」

　確かにそれは神様の奇き跡せきって感じがする。地下の村が常に明るいってのも凄いことなんだろうけど、微び妙みように地味だしな。

「これって俺にも使えるのか？」

「いえ、これは番人の一族のために神が創つくった物ですから、テトラたちにしか扱えないです」

　残念。和わ菓が子しとお茶をたくさん増やして一服できれば、ここ最近たまった疲れも多少は和やわらいだのに。

　テトラはほかにもこの棺のことをいろいろと教えてくれた。

　祈る人数が物の増えるスピードに比例すること。

　増える量に限りはなく、祈り続けさえすれば増え続けること。

　先祖代々テトラの一族がこの棺を管理してきたこと。

　そういった事こと柄がらは全すべて彼女自身が残された文ぶん献けんから調べ上げたらしい。

「七日に一度、村人全員で神殿に集まって、必要な分の食料や水、衣服などを増やすです。その方が効率よく物が行いき渡わたるので」

　元々は個人個人が好き勝手に増やしていたらしい。

　だがひとりずつ女神像に祈りを捧げていては順番待ちに時間もかかるし、うっかり備び蓄ちくを腐くさらせてしまうと腐った物しか増やせなくなる――そのためにテトラが定期的に全員で生活必ひつ需じゆ品ひんを増やして配るルールを作ったそうだ。

「大変なんだな、村長の娘むすめも」

　思わず感心してしまった。

　褒ほめたつもりだったのだが、テトラは少し顔を伏ふせる。

「本当はもっと村を活気づけられればいいですけど……七日に一度祈いのりを捧げるルールも、そうすればみんなに連帯感が生まれるかと思ったです。でも、そう簡単に上う手まく行かないです」

　テトラは棺の縁ふちを指先で撫なでてため息をついた。

「この棺のおかげでテトラたちは生かされているです。でもこの棺のせいで生きるために頑張る意味も奪うばわれているです。食べ物も衣服も、全部与あたえてくれるですから」

「……テトラのことを手伝ってくれる村の人はいないのかよ？」

　俺の当然の疑問にも、テトラは首を横に振る。

「村は数千万年分の倦けん怠たい感かんに侵おかされているです。ここは生きる屍しかばねの村です。今回の騒そう動どうにも、テトラや、まだ若いほんの数人の村人しか関心を持っていないです。大人たちは……村長である父も、誰だれも動こうとしてないです」

　テトラは話しながら、小さくため息をついた。

　彼女はきっともう村人に頼たよることを諦あきらめてしまっているのだろう。誰の協力も得られない中で、ずっと孤こ独どくに頑張って、頑張って……ヒドく疲れてしまったに違いない。

　独りきりで疲ひ弊へいしきって……もしかしたら、もう村が元気になることはないんじゃないかって、本当は彼女も諦めているのかもしれないのに……それでも。

　彼女は愛する村を救いたくて、地上へ、俺たちに助けを求めに来たんだ。

　そこでふと思う。

　はたして『テトラの物語』って、『背神の怪物』を倒すことなんだろうか？　そりゃ『怪物』が復活すれば村が滅ほろびるし、それは彼女も望んでいないに違いないが……。

　彼女が本当に救いたい――救って欲しい――と思っているのは、ジズ村のことなんじゃないのか？

　もちろん、そんなの俺の勝手な推論だ。テトラがそう言ったわけじゃない……でも、単に言えないだけだとしたら？　疲れきって諦めきって、もう希望すらも自分の口から言い出せなくて――無意識の内に、本当に求めている救いを封ふうじ込めているのだとしたら？

　俺はそれをすくい上げてやるべきなんじゃないか。

　方法は分からない。

　けど。

「テトラはスゲー頑張ってると思う」

「烈火さん……だとしても、テトラは」

「だから俺も手伝うよ」

「え？」

　テトラは虚きよを突かれたような顔をして、俺を見上げる。

　そう、俺と話す時に顔を見上げなきゃならないほど、小こ柄がらな少女なんだ。落ち着いた雰ふん囲い気きや言動がいくら大人びていようとも、テトラはただのフツーの女の子に過ぎない。

　それなのに彼女は自分の生まれた村を何とかしようとしている。ひとりで。

　彼女が頑張ってることなんて話を聞くだけで充じゆう分ぶん分かる。だがなぜだろう、俺には彼女が独りで頑張り過ぎな気がした。

　もう少しぐらい……誰かに頼ってもいいんじゃないか？

　たとえば俺とかさ。

「まぁ、まずは明日の『怪物』退治を乗り切るのが先決だけどさ。それが終わっても、まだ『テトラの物語』が終わらないなら、ずっとつき合う。どうすりゃこのジズ村が救われるのかまでは分からねーけど……最後まで、俺はテトラを見捨てねーよ。一緒に何とかしてこうぜ？」

　頭悪い俺じゃたいした力になれないかもしれないけどな――そう笑ってつけ加えると、徐々にテトラの表情が変化していった。

　驚おどろきから、静かな微ほほ笑えみへ。

「……ありがとうございますです、烈火さん」





▽






　テトラと別れ、俺はまた神殿内をぶらぶらし始めた。

　いや、だってさ、いったん皐月たちの様子を見に行ったら、部屋の扉とびらに「どちらで寝るかは烈火が選んで（ください）」と書かれた手紙が貼はりつけてあって、ふたりはすでにベッドの中に入ってるとか……フツー逃げるだろ？

「烈火さんがチキンすぎて本官のストレスがウルトラボルケイノ」

　アールの意味不明なようで何となく意味の分かる嫌いや味みを右から左へ流しつつ、俺はアテもなく歩き続ける。ヤバい。いい加減眠い。

「あーっ、もういっそ廊ろう下かで寝るか？」

「好きにしたらいいじゃないですか」

　俺のぼやきを、宙に浮く少女は冷たく突き放はなす……そんなにふたりと添そい寝しなかったことをお怒いかりなのか？　けどさすがに狭せまいベッドで女の子と寝るってのは、その、マズいし、いろいろとアレだ。つーか結局眠れないと思う。

　ピリリリリリリ　ピリリリリリリ

「ん？」

　ケータイが鳴ってる？　こんな地下で？

　不思議に思いつつも俺がポケットからケータイを出して、ディスプレイを見てみると――なんか電話番号じゃなくて変てこな象形文字みたいのがズラッと並んでいた。

「……故障？」

「イタズラ電話じゃないですか？」

「いやいや、どんなイタズラしたら数字が象形文字になるんだよ？」

　無視しようと思ったが、コールはいつまで経たっても鳴なり止やまない。留守電に切きり替かわる気配もなく、電話を切ることもできず……諦めて、俺は通話ボタンを押おした。

「……もしもし？」

『もしもし!?　烈火はまだ生きてる!?』

　通話口からキィーーーンと響ひびいてきたのはイリスの声だった。なんだか随分と久しぶりな気がする。

「イリス？　お前どっから電話かけてんだ？　なんか俺のケータイに変な象形文字が表示されてんだけど」

『フィネリタ星よ！　いつでも烈火と話せるように、パパにおねだりして宇宙のどこからでもつながる携けい帯たい電話作ってもらったの！』

　宇宙の技術は凄いなぁ。ただこの番号じゃ電話帳に登録できないから、イリスからの一方通行っぽいけど。

『アタシは今こっちで宇宙最さい新しん鋭えいの医い療りよう器具を集めてるわ！　宇宙怪かい獣じゆう用のデッッッッカい注射器も持ってくから！　星を食べちゃうような怪獣だって一発で治せちゃう奴やつ！　だからアタシが行くまで死んじゃダメよ烈火！』

　いや、そんな注射の針はり刺さされたら、そっちが致ち命めい傷しようになりそうなんだが……。

「待てって、ていうか俺は」

『じゃぁすぐに地球に戻もどるから！　待っててね！』

　ブツッ、ツー…ツー…

「こっちの話まるで聞いてなかったな……」

「というか、電話に出た時点で烈火さんの無事は分かりそうなものですけどね。よっぽど貴方あなたのことが心配で慌てていたんでしょう。愛されてますねー」

「あー！　あー！」

　アールの茶ちや化かしに俺はあさっての方向を向いて誤ご魔ま化かし、またその辺をぶらつこうと思って――ふと神殿の奥おくにあるという『封印の間』へ行ってみることにした。

　さほど意味があったわけじゃない。単なる興味本位だ。

　だが、勘かんを頼りに辿り着いた『封印の間』には先客がいた。

「やぁ波なみ乱だれ烈火」

「バー君」

　そこにいたのはデフォルメされたキモカワ妖よう精せいバー君だ。

　彼は『封印の間』にある巨大な扉の前でパタパタと耳を動かしながら、ちょっと気味の悪い笑えみを浮うかべていた。

　仮にも魔ま法ほう少女のマスコットがそんな悪人面でいいのか？　いや、俺は少女じゃないんだけどさ……。

「そこで何してるんだ？」

「ん？　いや、別に。ただ考え事さ」

　なんか誤魔化されている気もしたが、数千万年来の仇かたきとの戦いを前にすれば物思いのひとつにも耽ふけってしまうのかもしれない。

　俺も彼の隣に立って、封印の向こう側とこちら側を隔へだてる扉を見上げる。

　とにかくバカみたいにデカかった。

『封印の間』には天てん井じようがなく吹ふき抜ぬけになっており、扉は洞窟のてっぺんにまで届かんばかりの大きさだ。おかげで室内なのに半分外にいる気分にさせられる。

　扉には神殿に比べやや無骨な彫刻と装飾がされており、所々がヒビ割れていた。そこからビシビシとさらに扉が割れる音が断続的に響いていて、封印の崩ほう壊かいを予感させる。

　明日、この扉を越こえて、封印の向こう側へ行くんだよな。

「そういやよー、一個気になってることがあったんだけど」

「なんだい？」

「何でバー君は俺に『怪物』退治を頼たのもうなんて思ったんだ？」

　それは素そ朴ぼくな疑問だが、いくら考えても晴れない疑問だった。

　最初は『背神の怪物』を倒たおすという目的が一緒だからと考えたが、どうにもスッキリとしない。『波乱の血筋』以外はフツーの人間である俺に、彼が手を貸すメリットが思おもい浮かばないのだ。

　ところがバー君は笑った。「何を分かりきったことを聞いてるんだ？」とでも言いたげな笑い方だった。

「それはもちろん君が、あの最強と名高いメサイア・キャンディストラップスを倒したからに決まってるじゃないか」

「うぇ？　メサイアを倒したから？」

　突然、前回俺がとことん痛い目に遭わされた魔ま法ほう使つかいの名前を出され、驚きの声を上げてしまう。

「いや、待てよ。つーか何であの決けつ闘とうが噂うわさになってるんだ？　俺と皐月は当然黙ってるし、メサイアだって自分の負けを言いふらすようなマネしないだろ？」

「そこはそれ、魔法使いの世界だからね。メサイアは魔法界でも特に飛とび抜けた存在だったけど、彼以外にも優ゆう秀しゆうな魔法使いはたくさんいる。まぁ森羅の大魔法と皐月のことは僕ぼくしか知らないから、そこは安心するといいよ」

　聞くところによると、メサイア敗北の噂を知ったバー君は、奴が何のために誰と戦ったのかを調べ、その結果たまたま森羅の大魔法と皐月の一族のことを知ったそうだ。

　もっとも森羅の大魔法に関する情報にはとんでもない量のプロテクトやトラップがかけられており、それは『完かん璧ぺきなる獣けもの』バハムートの強大な魔ま力りよくによる力技があってこそ突とつ破ぱできたようなものらしい。

　だから、ほかの魔法使いが調べても森羅の大魔法の情報にまで辿り着けないだろうとのこと。

　その点については俺もほっとするが――バー君が重大な勘かん違ちがいをしていることを伝えておかねばならないだろう。

「バー君。言いにくいんだけど……俺は別にメサイアに実力で勝ったわけじゃないんだ」

「そんな謙けん遜そんしなくてもいいよ。メサイアは僕だって正直敵に回したくないぐらいの魔法使いだ。普ふ通つうの人間が小手先で勝てる相手じゃない」

「それがフツーの人間なんだな、これが……」

　俺はメサイアをどうやって倒したのか、かいつまんでバー君に話した。

「……じゃぁ宇宙人の撃うった隕いん石せき兵器を、自分の魔法だと偽いつわったのかい？」

「そーそー。だから、俺は魔法も超ちよう能のう力りよくも何も使えないただの一いつ般ぱん人じんなんだよ。ていうか、そういうのって見れば分かるんじゃないのか？」

　確かメサイアは俺が魔法使いでないと一発で見破っていたはずだが。

「魔力の有う無むや残力を見み極きわめるのも補助魔ま法ほうのひとつなんだ……僕は基本的に攻こう撃げき力りよく特化で、あんまりそういった魔法は使えないから」

「なるほどなぁ」

　そういや最初に会った時も「広こう範はん囲い攻こう撃げき魔ま法ほうが使えるのか？」なんて、とんちんかんな質問してたしなぁ。何かのギャグかと思ってたが、単なる思い込みと勘違いだったのか。

「そう、かぁ――君はただの人間なんだね」

　ゾクリ、と。

　何か悪お寒かんのような物が俺の背中を駆かけ抜けた。

　反射的に横にいるバー君の方を振り向むく……が、象の妖精は相変わらずキモカワな笑え顔がおを浮かべているだけで、先程と特に変わった様子はなかった。

「どうしたんだい？　烈火」

「いや……」

　今度は俺の勘違いか？

　釈しやく然ぜんとしなくても、そう自分を納なつ得とくさせようとした時だった。




　突とつ然ぜん、『封印の間』の扉が地じ響ひびきを立てて鳴動し始めたのは。
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　リヴァイアサンがまた急に力を取とり戻し、扉の向こうで暴れているらしい。このままではいつ封印が破れてもおかしくない――と、封印の異変に気づいて集まったみんなに、バー君は静かな口調でそう告げた。

「僕はともかく、君たちはリヴァイアサンにこちらの世界へ出てきてもらっちゃマズいんだろう？　だったら今すぐ行くのが得策だと思うけど」

「そうか。しゃーないな」

　事態の急変に俺はツバを飲み込みながら覚かく悟ごを決め直すが、

「……烈火は寝てないみたいだけど大丈夫？」とジト目の皐月。

「……待ってたんですよ？」と不満そうなハリッサ。

　微妙に締しまらなかった。

「んんっ！　つーかふたりとも、ホントについてくる気なのか？」

　俺は気を取り直して、もう一度彼かの女じよたちに確かく認にんする。

「当たり前でしょ」

「どこまでもお供します」

　まぁ、そう答えるんじゃないかって気はしてたけど……あともうひとり。

「テトラは何でいるんだ？」

「元はと言えばテトラが頼んだことです。最後まで見届ける義務が、テトラにはあるです」

「いや、でもな」

「何と言われてもついていくです」

　ハッキリと告げて、テトラは微笑む。

「テトラとともに歩んでくれると言ってくれた人を、ひとりだけ危険な場所へ行かせるわけにはいかないです」

「～～～っ！」

　真しん摯しな瞳ひとみに貫つらぬかれて、俺は言葉を飲み込む。

　どうして今回の『ヒロイン』は強ごう情じような娘こばっかりなんだ？

「烈火……今の話、帰ったらゆっくり聞かせてもらうからね？」

「……」

　しかもなぜか皐月とハリッサが怒りの眼まな差ざしで俺を睨にらんでくるし。何で!?

「バー君。そういや俺たちって、どうやって封印の向こう側に行くんだ？」

　一いち縷るの望みを託たくしてバー君に尋たずねる。移動方法次し第だいでは彼女たちをこちら側に置き去りにできるかもしれない。あとでメチャクチャ罵ば倒とうされるだろうが、危険地帯に連れて行くよりはマシだ。

「この『封印の間』の扉は外側からなら、手順を踏ふめば開けられるんだよ。もっともそれ相応の力がないとだから、人間にはまず無理だけどね」

　……てことは俺とバー君が中に入ったら扉は開けっ放しか。

　俺は何て言い聞かせれば皐月たちがおとなしく待っていてくれるか考え……あー、たとえどこかの部屋に閉じ込めても、魔法か何かで脱出してきて追ってくるんだろうな～、と思った辺りで諦めた。

「分かった。だけど三人とも無む茶ちやするなよ」

「ええ、分かったわ」

「はいっ！　レッカ様」

「分かったです」

　返事だけはいいんだよな……。

「話は決まったかい？　じゃぁ、行こうか」

　そう言って、バー君は複雑な呪じゆ文もんを唱え始めた。
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　開いた扉をくぐって辿り着いた封印の向こう側は、

「……あれ？」

　くぐる前と同じ神殿だった。

「バー君。どういうことだ？」

「封印の向こう側は神が創った擬ぎ似じ地球になっているんだ。人工的、もとい神工的なパラレルワールドって言ったらいいのかな？　と言っても完全なコピーじゃないから、生命はいないし育たない。この神殿も地上にあるよ」

　えっと、要するに地球とよく似た偽にせ物ものってことか。

　バー君の言う通り神殿（偽）の外に出ると、そこはジズ村ではなく地上だった。しかも、なんとなく見たことのある風景だ。

「ここって、私たちの町がある場所じゃないの？　建物が全然ないから違い和わ感かんがあるけど」

「あっ、そっか！」

　皐月に言われて、ようやく気づいた。

　生命がいない――つまり人間がいないから、家とかお店とか道路とかがないのか。かろうじて水と土はあるようだが、木々の緑は見み渡わたす限り見当たらない。空から光が降ふってくるのだが、太陽らしき物もなかった。

「まぁ、こんな感じで僕らのいる地球と似てるけど、違う部分も多い場所なのさ。一番の違いは時間の流れが凄く遅おそいってことかな」

「へぇ～。似てるはずなのに似てない……なんか変な感じのする場所だな」

　しかもここには音がない。

　生き物がいないってのはこんなにも無音を生むのか……「無」音を「生む」ってのもおかしな表現か。

「こんなとこ、俺なら三日で気が狂くるいそうだな」

「私も」

「ウチも」

「テトラもそう思いますです」

　俺おれたちが満まん場じよう一いつ致ちでそんな感想を漏もらす世界に、リヴァイアサンはずっと閉じ込められているのか。

「そういえばリヴァイアサンは？　封印を破ろうとしてたなら、入った瞬しゆん間かん鉢はち合あわせてもおかしくないよな？」

「扉が開くのを見て、逆に警けい戒かいしたのかもね。どこかで僕らを監かん視ししてるかもしれないから、烈火は早く変身しておいた方がいいよ」

「うっ……分かった」

　バー君の言うことはもっともだったので、俺は仕方なくブレスレットを掲げる……あんまり変身したくないなぁ。

　とはいえ、ワガママも言ってられないから、さっさと変身する。

「えーと……何でこんな呪文唱えなきゃいけないんだ…………くるるん　くるるん　くるりんぴょんっ　くるくるぱーの爆滅魔法少女になぁーれ」

　事前にバー君に教えてもらったヒドい変身スペルを唱えながら、俺はブレスレットをつけた腕うでで円を描えがき、最後にＶサインを目元でキラッ。舌をペロッ。
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　死にたい……と思うと同時に俺の体が光に包まれる。

「ブフゥ！」

「……クッ、クププ！」

「レ、レッカ様？　何デスかそブッ!!」

　女の子三人の堪こらえ切れない笑いとともに、俺の変身は完かん了りようした。

　もう一度言おう。

　わりとガチで死にたい。

　まぁ、魔法少女になれば身体能力とかも向上するらしいし、少なくともバー君の足手まといにはならないだろう。

　戦いのメインはあくまで『完璧なる獣』バハムート頼みになる。ていうか、『最強の獣』リヴァイアサンに対たい抗こうできるのは、彼以外にいない。俺は可能な限りサポートをするだけだ。

「つーわけで頼むぜ、バー君……あれ？」

　バー君がいない？

「ちょっ、おい！　バー君はどこ行った!?」

「えっ？　わ、分からないわ」

　三人とも俺の変身ポーズに気を取られて、バー君から目を離はなしていたらしい。

　俺たちは慌あわててバー君の名前を呼んだが、返ってくるのは沈黙だけだった。

「アール……バー君は？」

　俺は小声で尋ねる。

「本官も烈火さんのおもしろ変身ポーズを見てたので分かりませんねー」

「おいおい……」

　今回の『物語』の要であるバー君がいなくては、リヴァイアサンに勝てる見込みはゼロに等しい。

　手分けしてその辺の岩いわ陰かげとかも捜さがしてみたが、やはりバー君はいなかった。

「どうするです？　烈火さん」

「……」

　テトラが不安げな顔で尋ねてくるが、答えようがない。

　俺が焦あせりから視線を下げた瞬しゆん間かん――不意に辺りが暗くなる。

　巨大な影かげが俺たちを呑のみ込んでいた。

「皐月！　ハリッサ！　逃にげろ！」

「ッ！」

「えっ？　わっ、わっ！」

　俺の叫さけびに皐月が反応し、ハリッサを抱だきかかえてその場を飛びずさる。浮ふ遊ゆうか何かの魔法を使ったようで、地面をひと蹴けりで一気にその場を離脱した。

「あっ、烈火さ……」

「ヤベッ！」

　まだ事態が呑み込めていないテトラは俺が担かついでジャンプする。ちゃんと身体能力は向上しているらしく、皐月とは別方向だがかなりの距きよ離りを跳とんだ。

　そして、俺がまだ宙にいる間に、〝そいつ〟は空から降ってきた。

　高層ビルが丸ごと落ちてきたんじゃないかって、そんな錯さつ覚かく――実際はそれよりももっと大きな、ただただ巨きよ大だいとしか言いようのない白き大だい蛇じやが、大地にクレーターを穿うがって着地した。

「リヴァイアサン！」

　その姿は蛇へびというよりも、もはや竜りゆうといった方がよさそうだ。しかし、竜とも違う。角が生え、翼つばさが生え、尾おは扇おうぎのように広がり、体には波のような紋もん様よう、その頭上には正体すら分からない黄金のヘッドホンみたいな浮ふ遊ゆう物ぶつを従え、見上げる姿はまさに神代の『怪かい物ぶつ』。幻げん想そうの中の生き物だ。

　クソッ！　こんな奴の相手を俺たちだけでやるしかないのかっ？

　なぜこの土ど壇たん場ばになってバー君がいなくなったのか？　それは分からないが、まずは目の前の状じよう況きように対処しなければならない。

「テトラはここでジッとしててくれ」

「烈火さん！」

　悲鳴を上げるテトラを遠くの岩陰に隠かくし、俺はリヴァイアサンの方へと向かう。

「ん？　あれれ？」

　走ってる最中にアールが何やら首を傾げる。

「アール、どうした？」

「いえ、何でしょう？　気のせいですかね？」

「何だそりゃ！」

　まったくこの未来人は肝かん心じんな時にまで意味不明なことを！

「皐月！　ハリッサ！」

　俺たちとは別方向へ逃げたふたりの名前を呼ぶ。

「烈火！」

「レッカ様！」

　彼かの女じよたちの返事はすぐに聞こえてきた。向こうも俺のことを探してくれていたようだ。

　皐月とハリッサは土つち埃ぼこりで体中を汚よごしていたが、見える範はん囲いにケガはひとつもない。本当によかった。

「烈火、どうするの？」

「正直俺が聞きたいくらいだけど……まぁ何とかしてみる」

　ぶっちゃけただの虚きよ勢せいだが、ここが踏ん張ばりどころだった。

「俺が無理だったら、ふたりはテトラを連れて神殿から地球へ戻れ！」

「嫌いやに決まってるでしょ。援えん護ごするわ」

「ウチも！」

　少しは俺の言うこと聞いてくれ！

「ああもう！　ちくしょう！　だったら絶対に『怪物』には近づくなよ、いいな！」

　半分やけっぱちに叫び、俺はリヴァイアサンへ向かって駆ける。

　スカートが邪じや魔まだなっおい！

　俺は魔法少女の衣装にイラ立ちながら、ステッキを振ふりかぶる。

　その時、たぶん俺ん家よりもデカい頭をもたげ、リヴァイアサンがこちらを見下ろした。

「貴様ら……『奴』と一緒にいたな。『奴』の仲間か？」

『奴』？　『奴』って誰だ？

　考えてる暇ひまもない。

　バー君にもらった爆滅魔法は確かに強力だ。だけどこんなバカデカい『怪物』相手に通用すんのか？

　俺がヤケクソ気味にステッキを振り下おろそうとした時。

　突然、魔法少女の変身が解けた。

「っん!?　なっ!?」

　身体能力向上の効果も解け、俺はつんのめって倒れる。アゴを地面に打ちつけ、目の前に星が飛んだ。

「――やれやれ、本当に普通の人間だったんだね、波乱烈火」

　そして無様にブッ倒れた俺の眼前に現れたのは、さっきいくら呼んでも捜しても姿を見せなかったキモカワ象妖精バー君だった。魔法少女の変身ブレスレットは、彼が手の上で弄もてあそんでいる。

「バー君、何で……？」

「うん。最初は僕を警戒して力を隠してるんじゃないかと思って、君が全力を出さざるを得ない状況にしてみたんだけど……ガッカリだよ、波乱烈火。本当に君にはそこら辺の一般人程度のスペックしかないね」

「？」

　何を、言ってんだ？

「要するに、烈火さんが本当に何の力も持たない人間か試ためすために、わざとバー君さんは姿を隠していたんでしょう」

　俺の困こん惑わくの視線に答え、アールが丁てい寧ねいに要約してくれる。

　けど、やっぱり意味が分からない。俺の力を見たいなら、一緒に戦いながら見ればいいじゃないか。危あやうく俺も皐月たちも、みんなペシャンコになるとこだったんだぞ。

　その時、不意に俺は『封印の間』で感じた悪寒のことを思い出した。あれもよく考えれば、俺がフツーの人間だとバー君に話した直後に感じた物だ。

　もしかしてあの時からすでに彼はこうするつもりだったのか……？

「……バハムート。まさか貴様の方から現れるとは思わなかった」

　はるか頭上から、リヴァイアサンの憎にく々にくしげな声が降ってくる。

　とっさに身構える俺だったが、『怪物』の双そう眸ぼうは完全にバー君だけを見据えていた。

「貴様に復ふく讐しゆうを遂とげる日を私はずっと待っていた」

「そうかい？　それは随分と待たせたね」

　憎ぞう悪おのこもった声こわ音ねで喋しやべるリヴァイアサンに対し、バー君の態度はどこかおどけてすらいる。その横顔は、裂さけそうなほどの笑みが張りついていた。

「封印が破れそうだと知って、僕も多少は慌てたよ。君がかなりの力を取り戻したのかと思ってね。でもその姿を見て安心した。だって君、昔の何百分の一くらいの力しか持ってないだろう？」

　何百分の一？　この大きさとこの力で？

　驚きよう愕がくする俺を無視し、バー君はさらに楽しそうに笑う。

「まぁ食べ物もなく、弱り続けることしかできないこの封印内で、どうやって力を取り戻したのかは興味あるけど……たったそれっぽっちの力で老ろう朽きゆう化かした封印を破って、それで僕に復讐するつもりだったのかい？　単なる自殺行こう為いだよ、それ」

「……貴様を解き放ってしまった過あやまちは、私自身の手で償つぐなうと決めていた。彼ひ我がの力の差がどれほどあっても、必ず貴様を倒す」

　白はく蛇じやはただそう答えるのみだ。

「ハッハッハ！　まったく念入りに準備してここまで来た僕がバカみたいだよ。どれ、数千万年でどれほどの力の差がついたか教えてあげようか」

　バー君はリヴァイアサンを嘲あざ笑わらうと、笑みを浮かべたまま俺の方を振り返かえる。

「というわけで波乱烈火。君に貸していた力は返してもらうよ。今の奴なら僕ひとりでも簡単に倒せるみたいだからね」

　そう言うと、バー君はブレスレットを口の中に放ほうり込み、バリバリと咀そ嚼しやくした。

　途と端たんに変化が起こる。

　まずバー君の体が俺と同じくらいの身長になった。ただし横よこ幅はばは俺の三倍はある。四し肢しも長くなり、手には鉤かぎ爪づめのついた五本の指が生え、鼻も耳も牙きばも大きくなった。

　その姿はもはや妖精などというかわいらしい物ではなく、あえて言うなら――悪あく魔まのようだった。

「グフッ」

　でっぷりと突つき出でた腹に手を置きながら、バー君は自分の長い鼻の先をピンッと、今まさに彼かれに襲おそいかかろうとしていたリヴァイアサンに向ける。

　同時に、爆ばく発はつ。

「ギャオオオオオオオオオ！」

　長大な蛇の体をくねらせ、リヴァイアサンが絶ぜつ叫きようする。

「グフッ、グフッ、グフッ」

　バー君の鼻が動く度たびに、次々とリヴァイアサンの体のあちこちが爆はぜた。

　滝たきのような血しぶきが飛び散り、焼けた肉の臭においで頭が痛くなる。

　リヴァイアサンは度たび重かさなる爆ばく撃げきで体のあちこちを吹き飛ばされ、血まみれになりながら、それでもなおバー君に突とつ進しんしようとする。

　しかし、無む駄だだった。

　リヴァイアサンの周囲に水柱が噴出し、意思を持った水蛇となって四方八方からバー君に襲いかかる。

　だが、それも無駄。

　決死の突とつ撃げきも、変へん幻げん自じ在ざいの水の魔法も、全てバー君がはね返す。

　バー君はさっきから一ミリもその場を動いていない。

　不動のまま、一方的な攻こう撃げきを加え続けた。

　本来なら頼もしいはずの背中が。

　なぜこんなに禍まが々まがしく映る？

「グフ……ギャ……グッ……！」

　ついにリヴァイアサンが力ちから尽つき、その巨きよ体たいを持ち上げられなくなった。

　呆ぼう然ぜんと俺がそれを見ていると、不意に大蛇の体が砕くだけ散ちるように崩くずれ始める。

「おや、もう体を維い持じできなくなったみたいだね」

「……どういうことだ？」

「僕やリヴァイアサンの体は、体内にたくわえたエネルギー量によって変化するんだ。だから力を失えば失うほど巨体の維持が難しくなっていくのさ。たぶん、もう核かくの部分しか残ってないんじゃないかな？」

「風船みたいなもんか」

　空気（＝エネルギー）で膨ふくらませて体を大きくしているなら、空気が抜ければ縮むのは当然だ。あとにはゴムの部分しか残らない。そして、風船で言う残ったゴムの部分がバー君の言う「核」のことだろう。

「まっ、そんなところだね。じゃぁ、核を探し出して、トドメを刺さそうか」

　にこやかに言って、バー君はさっさと行ってしまう。

　俺は皐月たちを呼びに行ってから、彼のあとを追いかけた。

　そして、追いついた俺たちが見た物は――バー君の足元に倒れ伏ふす、どう見ても人間の女性の姿だった。
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「バー君！　誰だよそれ!?」

「ん？　ああ、これがリヴァイアサンの核だよ」

「そう、なのか……？」

　確かにこの擬似地球には俺たち以外には、『背神の怪物』しか生命はいないと聞いている。なら、どんな姿をしていたとしても、彼女がリヴァイアサンに違ちがいない。

　つまり、たとえ人間の姿形をしていても、あれは『背神の怪物』だ。かつて地上を破は壊かいし尽つくした『最強の獣』の正体……。

　だったら、今からバー君がトドメを刺すのを、黙だまって見てるしか……。

「んん……？　やっぱりそうなんですか」

　宙で頭をひねりながらグルグル回っていたアールが、またリヴァイアサンを見ながら妙みように引っかかる物言いをする。

　それがなぜか凄すごく気になった。

「おい、何なんだよ。やっぱりって？」

　皐月たちに聞かれてしまうかもしれなかったが、俺はできるだけ小声で、アールに尋ねた。

「いえ、あの方はどうやら『ヒロイン』みたいですね」

「……は？」

「だから、あちらで倒れているお姉さんも『ヒロイン』らしいんですよ。最初はまさかなーと思ったんですが、やっぱり間ま違ちがいないみたいですね」

「!?　バー君、ちょっと待った！」

　アールの話を聞いて反射的に俺は叫び、走り出していた。転げるようにバー君とリヴァイアサンの間に割り込み、彼女を背中に庇かばう。

「おっと……何のつもりだい？」

「いや、えっとな……」

　バー君の細められた目に射い竦すくめられ、俺は冷ひや汗あせをかく。

「烈火さん！　いったい何を？」

　テトラたちも俺の突然の行動に驚いている。

　俺も正直自分の行動を説明できない。単に今のリヴァイアサンが人間の姿だからなのか。それとも彼女が『ヒロイン』だからなのか。たぶんその両方ともこんな行動に出た一因だろう。

　だが……バー君の言動に少し引っかかっているのも確かなのだ。

　俺に力がないと分かってからの彼のやり方。

　異様に相手をいたぶる攻撃。

　それに、なんだかバー君とリヴァイアサンの会話の端はし々ばしに、妙な違和感がある。

　バー君は最初俺たちに「復讐がしたい」と言っていた。

　なのに、戦う前に「復讐」という言葉を口にしたのは、リヴァイアサンの方だった。

　これじゃまるで立場が逆だ。

　そのことをバー君に問いただそうとした時――

「……うん。もういいや」

　――彼の態度が一変する。

「波乱烈火。君はもう用済みだよ。死んでくれ」

　サラリと紡つむがれた言葉は、俺への死し刑けい宣告だった。

「ンなっ！」

「じゃあね、役立たず君」

　バー君の長い鼻が俺へと向けられる。

　ヤバッ……！　爆発する！

　次の瞬間、自分の体が爆散するのを想像して身を強こわ張ばらせた。

「烈火！」

　そして、爆発の炎ほのおが視界を埋うめ尽くすのと、それを皐月の魔法が透とう明めいなバリアのような物を発生させて防ぐのはほぼ同時だった。

「へぇ、防ぐんだ」

　感心するバー君。

「逃げるのと身を守る術だけは得意なのよ！」

　皐月が怒ど鳴なるように答える。

　バー君が笑いながら再び俺たちに攻撃をしようとした時、ハリッサがテトラを連れて合流する。と同時に、

「エアリム・ネクラム！」

　ハリッサが魔ま術じゆつの呪文を唱えた。

　すると、

「ん？　消えた？」

　急にバー君はキョロキョロし始める。まるで俺たちの姿を見失っているかのようだ……ハリッサの透明になる魔術か！

　俺自身がかけられるのははじめてだが、どうやら同じ魔術がかけられている者同士では姿が見えるらしい。俺たち四人とリヴァイアサンはお互たがいのことが見えているようだった。

　皐月が身み振ぶり手て振ぶりで「私の体に掴つかまって」と俺たちに促うながす。

　ハリッサとテトラは皐月の両りよう腕うでに、俺は動けないリヴァイアサンを背せ負おって皐月の肩かたに手を置く。

　同時に、俺たちの体が宙に浮く。

　そのまま皐月は神しん殿でんの方へ向かおうとするが、

「ん～、まぁ出入り口さえ押さえておけばいいか」

　と、バー君が呟つぶやいたのを聞いて彼女は顔を顰しかめる。

　俺たちはとりあえず彼と離れるため、神殿とは反対方向へと飛んだ。







第四章　『背神の怪物』と『獣』







　神殿からだいぶ離れた、おそらく本物の地球で言えば『のぞみや』のある商店街辺りまで移動したところで、皐さ月つきは俺たちを地面に降ろした。

「ここまで来ればひとまず大だい丈じよう夫ぶだと思うわ」

「念のため透とう明めい化かの魔術は解かないで置きますね」

「ああ、ありがとよ。皐月、ハリッサ」

　バー君に狙ねらわれた時はマジで死ぬかと思った。このふたりがいなければホントに危なかっただろう。

　つーか俺って肝心なところで基本役立たずだよなぁ……。

　ブレスレットもバー君に取り上げられて、何とか上う手まく行くかと思っていたふたつの『物語』も、解決の道が閉ざされてしまった。

「フリダシか……」

　自然と肩が重くなる。

　今回はバー君みたいなお助けキャラが最初から現れてくれて、意外とすんなり上手く行くんじゃないかなと期待したんだが、見事に裏切られた。二重の意味で。

　そして、新しい『ヒロイン』も増えた。

　俺は、俺たちからやや距離を取って座すわる赤い髪かみの女性を見やる。

　全身傷だらけで、体にフィットするデザインの戦せん闘とう衣もボロボロだが、その眼光の鋭するどさは変わらない。

「……」

　彼女は片かた膝ひざを立てて口元を隠し、俺のことを睨みつけていた。ついさっきまでバー君と一いつ緒しよに行動していたのだから、警戒されても仕方がないだろう。

　とはいえ彼女も俺が助けるべき『ヒロイン』なら、その『物語』を知らなければならない。けどその前にまずは……。

「皐月。彼女の傷を治してやってくれないか」

「それはいいけど……でも」

　皐月は頷うなずきながら、チラリとこちらを睨むリヴァイアサンの方を見る。彼女が素す直なおに治ち療りようを受けてくれるか不安、ということだろう。

　ここは俺がリヴァイアサンを説得すべきか……よし。

「えーと、まずは自己紹しよ介うかいか。俺は波なみ乱だれ烈れつ火か。こっちは皐月にハリッサにテトラ。リヴァイアサン、って呼べばいいのかな？　よければその傷を魔法で治したいと思うんだけど、あとできれば話も……」

「――なら、先に私の質問に答えろ」

　リヴァイアサンがギロッと俺を視線だけで威圧する。

「まず、お前たちは何者だ？　最初はバハムートの手下かと思ったが、どうも違うらしい。『封ふう印いんの間』の番人とも気配が少し違う、ひとりはそうみたいだが」

「えーと……」

　もしかしてリヴァイアサンって「人間」を知らない？　そこから説明しなきゃか。

「俺と皐月とハリッサは人間っていう生き物なんだ」

「？　人間とは何だ？」

　やっぱり知らないのか。

「人間ってなんて説明すりゃいいんだろ……えっと、とりあえず地上で一番数の多い生き物、かな？」

　知能が高いとか自画自賛っぽいことはあんま言えなかった。いや、別に俺の頭がいいわけじゃないんだけど。

　ところが、俺の簡略な解説を聞いたリヴァイアサンは目を見開き、ふらふらと立ち上がったかと思うと、いきなりこちらの両りよう肩かたを掴んで揺ゆさぶってきた。

「地上で、数が多いと言ったな!?　それはどのくらいの数だ？」

「痛タタタ！　か、数？　確か七十億とかそれ以上だったはずだけど、ていうか力が強い！　痛い！　肩はずれる！」

「七十億……では、地上は滅んでいないんだな？」

「ま、まぁ滅んだ覚えはないけど、ってギャ！　だから痛いって！」

「あっ、す、すまない」

　ハッとしたリヴァイアサンは肩から手を離し、それからしばしの間放心したように何もない空間を見つめていた。

「そうか……地上は、無事か……よかった、本当に。私はてっきり奴やつがまた地上を破壊し尽くしたのかとばかり……」

　ひと言ひと言噛かみ締めながら独り言を呟くリヴァイアサンの目には、大おお粒つぶの涙なみだが浮かんでいた。

　まだ彼女の『物語』がどんな物かは分からない……ただひとつ確かなのは、彼女は地上の無事を喜んでいるということだ。はたして地上を破壊し尽くした『背神の怪物』が彼女なら、そんなことで涙を流すだろうか？

「……まぁ、その話を聞く前に、まずは傷の治療だよな。皐月、頼たのむ」

「ええ」

　涙を流し続けるリヴァイアサンは特に抵てい抗こうせずに、皐月の治ち癒ゆ魔ま法ほうを受けた。

　傷も癒いえ、彼女の気分が落ち着いた頃ころを見計らって、俺は改めて話しかける。

「あの、リヴァイアサンさん？」

「リアと呼べ」

「え？」

「私のことはリアと呼べ、人間の波乱烈火。堅かた苦くるしい話し方もしなくていい」

　リヴァイアサン――リアは涙で頬ほおを濡ぬらしながら、そう言った。

「あ、ああ、分かった」

　急に心を開いてくれたリアの心境の変化に戸と惑まどいつつ、俺はかいつまんで事情を話す。

『波乱の血筋』に、つみきとテトラの『物語』。

　なぜ俺たちがバー君、もといバハムートと行動をともにしていたのか。

　そして、俺が彼に対して疑心を抱いた理由。

　それらを全すべて聞き終えたリアは、ギリッ、と奥おく歯ばを噛んだ。

「相変わらず詐さ術じゆつと謀はかりごとに長たけた奴だ。私を『怪物』扱あつかいするなど……！」

　しばらくの間、彼女は怒りに肩を震ふるわせたあと、一度大きく深呼吸して、ゆっくりと息を吐はいた。

「全て話そう、最初から。奴のこと、私のこと――そしてなぜ奴ではなく私がこの封印の中に囚とらわれているのか……その理由と、私自身の過ちを」

　リアは目を閉じ、静かに語り始める。

「神は生きとし生ける者の頂点に据すえるため、『完かん璧ぺきなる獣』バハムートを創つくった。奴は獣たちの王として、また終末の後の晩ばん餐さんとして、その生を受けた――だが、バハムートは欲望の塊かたまりだった。奴は自分が王であることを驕おごり、地上を破壊し尽くし、享きよう楽らくを貪むさぼった」

「でも、バハムートを創ったのは神様なんだろ？　だったら何でそんなことに……？」

「人間がどう考えているかは知らないが、神もまた完璧な存在ではないということさ……。神は自らの槍やりでもってバハムートを貫つらぬき、その後この擬似地球に奴を閉じ込めた。封印後、奴は『背神の怪物』と呼ばれ、『封印の間』には番人の一族が置かれた」

　リアの話を、テトラは真しん剣けんに聞いている。

「……テトラの村の伝承にあった『背神の怪物』は、バハムートのことだったですか。でもなぜ、その中身がリアさんと入いれ替かわってしまったです？」

「そうだな……それも今から話そう」

　大きく息を吸い、リアはひと区切りを置いた。

　おそらく彼女の言うところの「過ち」と関係しているのだろう。彼女の浮うかべている表情は、まるで懺ざん悔げをする罪人のように見えた。

「バハムートが封印され、新たな獣の王と神の供く物もつとして私が創られた。今度は地上を破壊したりしないように、神は私に知性や自制心、感情を強く植えつけた。神の目もく論ろ見み通り、私は『最強の獣』などと言われながらもおとなしく生きていたよ……だが」

「……だが？」

「肝心の……私の、心が……弱かった」

　消え入りそうな声で、リアは呟く。

「強すぎる力を持つ私は誰だれかに近づくことも、誰かに近づいてもらえることもなかった。弱い私は孤こ独どくのツラさに耐たえられなくて……私はこの姿になり、誰にも気づかれないようにこっそりとジズ村へ――『封印の間』へ赴おもむいた」

「何のために？」

「……バハムートに会うためだ」

　意外な話の展開に俺たちは揃そろって目を丸くする。

　リアの方からバハムートに近づいていった……？

「自分と同等の力を持つバハムートなら、私を恐おそれないでいてくれると、一緒にいてくれると思った……いや、縋すがった。あの時の私は弱く、そして愚おろかだったんだ」

　彼女は自じ嘲ちようする。

「奴にとっては格好の獲え物ものが舞まい込んだようなものだったろうな。縋りつく私を、奴は親身になって受け入れてくれたよ。『封印の間』の扉とびら越ごしに言葉を交かわす内に、私は奴に同情するようになっていた。奴を封印した神の方が悪いと思うようになっていった……そして、奴に言われるがまま、その封印を解いた」

「そんな……」

　テトラが呆然と呟いた。

　確かにバハムートと同等の力を持つリアなら、外側から『封印の間』の扉とびらを開けることは可能だろう。それを見み越こして、バハムートは彼女を利用したというわけか。

「そのあとは想像がつくだろう。奴は封印から出たあと、私をここへ置き去りにして扉を閉めた」

「自分に対抗できるだけの力を持ったリアさんを恐れたんですね」

　ハリッサの言うことはたぶん当たっているだろう。

「……うん。彼女の言っていることは本当みたい」

　皐月も森羅の大魔ま法ほうを使って彼女の話が真実だと保証する。数千万年分の記録を読むことはできなくても、これだけ具体的な話が聞ければ検けん索さく内容を絞しぼって真しん偽ぎを確かめられる。

　つまり、バハムートはリアを利用するだけ利用して、その後は自分の障害とならないようにここに閉じ込めた。

　それがかつて起こった出来事の全て。

「聞いてるだけでムカついてくる話だな」

　俺が憤いきどおりを感じていると、リアは「いや……」と呟く。

「全ては私の弱さが招いた結果だ。私は、自由になったバハムートがまた自身の快楽のために地上を滅ほろぼしたと、そう思っていた……運よくそうはならなかったようだが、私は自分の身勝手で、地上をそんな危険に晒さらしたんだ」

「いや、それは」

　リアの責任じゃないだろ――そう反論しようとするが、彼女は鋭い視線でそれを拒きよ否ひした。

「ずっと悔くいていた。この封印の中で身を横たえながら、地上が奴に破壊される夢を何度も何度も見たんだ。ここは時の流れが遅い。こちらで私が一秒無む為いに過ごす度に、あちらではどれだけの命が失われているのかと、まだ誰か生きているのか、もう世界は滅んだのか、答えの出ない問いを繰くり返した」

　固い決意を秘ひめた目で、リアは空を見上げる。太陽のない薄うすらぼんやりと明るい空を。その向こう側にあるであろう本物の地上を。

「奴が自由である限り、いつでも地上は滅びる可能性がある。だから私は奴を必ず倒す。この命に代えても」

　リアは立ち上がり、神殿を――バハムートのいる場所を睨みつけ、ひとり歩き出す。

　その瞳ひとみに宿る悲ひ壮そうな覚かく悟ごを見て、俺は慌てて彼女の行く手を阻はばむ。

「ま、待てって！　何もひとりでやることないだろ？　俺も力を貸す、力が足りなきゃ頭を貸す。だから早まるなよ！」

「これは私が責任を負うべき戦いだ。お前たちは巻き込めない」

　どこまでもリアは俺たちを突き離そうとする。

　自分ひとりで戦うことが、彼女自身の償いなのだろう。それは分かる。

　しかし、それでも俺は止める。

「勝てるわけねーだろ！　さっきどれだけ一方的にヤられたのか忘れたのかよっ!?」

「それでも私がやらなければならない」

「……このっ！」

　どいつも、こいつも……っ！

『のぞみや』を立て直そうとするつみき。

　ジズ村を救おうとするテトラ。

　バハムートを倒たおそうとするリア。

　彼女たちが頑かたくななのは、親に心配をかけたくなかったり、村人に頼たよることを諦あきらめていたり、人を傷つけたくなかったり、そんないろんな事情や感情が関係しているのかもしれない。

　ああ、そういう気持ちも分からなくはねぇけどさ！

　だけどなっ!?

「待てって言ってんだろ！」

　俺は強ごう引いんにリアの腕を掴み、彼女を引ひき戻もどす。

「何を……」

「俺に流れてる『血』のことはさっき説明したよなぁ。リアはもう俺の『ヒロイン』だ。俺がいなきゃ、『リアの物語』は幸せな結末に辿たどり着つけない」

「……だが、お前は巻き込まれただけなのだろう？　私は、そんなこと望んでいない」

　リアは相変わらず鋭い――けれど悲しそうな――目で、俺を見返す。

「自分のせいで滅びたと思っていた地上が滅んでいなかった。人という種族がたくさんたくさん……生きていてくれた。それが私にとってどれほどうれしいことか……私にとって人がどれほど愛いとおしいか。口で言っても、きっと伝わらないだろう。だから、私はお前たちに傷ついて欲ほしくないんだ」

　リアのひと言ひと言に彼女の感情がこもっていて、それはスッと俺の心に染しみ込んだ。

　彼女は本当に人を、俺たちを、守りたいと思ってるのが分かる。

　その真しん摯しな気持ちが声音から伝わってくる。

　でも。

「そうかよ――だけど知ったことか」

「なっ!?」

「どいつもこいつも、どうしてひとりでやろうとするんだ！」

　ずっと腹の底にたまっていた感情が、音を立てて噴ふき出す。

「それにちゃんと説明聞いてなかったのか？　俺は『物語』に巻き込まれたって、自分の意思で見捨てることだってできるんだ。だから、俺がリアを――つみきを、テトラを、救いたいと思うこの意思は、俺の物だ！」

　俺は一歩、リアとの距離を詰つめる。

「ひとりでやろうってのは、お前のやさしさなのかもしれない、責任感なのかもしれない。けどな、自分だけじゃできねーって時、誰かに助けを求めるのは間違ったことじゃねーんだ。スゲェ当たり前の、フツーのことなんだよ！」

　もう一歩。

　俺よりも少し背の高い彼女の顔を、至近距離から見つめる。

「だから、俺を頼れ――そのために俺はここにいるんだ」

「うっ、ぁ……」

　リアが呻うめくように声を漏もらした。

　彼女は目を見開いて、逃げるようにたじろぐ。

　その手を捕つかまえる。

「こんな何もないところで、ずっと自分を責め続けてたんだろ？　誰かに頼ることをビビッちまうのも仕方ないかもしれない。でも、ビビんな」

　外の世界で数千万年――この擬ぎ似じ地球は時の流れが遅おそいらしいが、それでもきっと途と方ほうのない時間を、リアはずっとひとりで過ごしてきたんだ。

　罪悪感と自責の念で心が磨すり減へって、もう跡あと形かたもないのかもしれない。

　だったらまた思い出させてやればいい。

　自分がどれだけか細いのかを。

　孤独に耐えかねて、バハムートに縋っちまうくらい、自分は弱かったことを思い出させてやればいい。

　そうして、誰かに頼りたいって気持ちを思い出せばいい。

　一度はそれで間違ってしまったのかもしれないが。

　今度は後こう悔かいさせない。

　俺がそうさせない。

「絶対に俺はこの手を離さない。もし俺を信じてくれるなら、リアもこの手を握にぎり返せ」

「……」

　リアは黙って、しばらく俺のなすがままになっていた。

　その間も俺は決して彼女を離さない。

　そして、やがて彼女の手に、躊躇ためらいがちに力がこもる。

　俺の手を握り返す。

「……本当に、私を助けてくれるのか？」

　リアの目からひと筋の涙がこぼれる。

　彼女を泣かせたかったわけじゃない。だから、俺は少しおどけて、

「どうもそれが俺の専売特許になりつつあるみたいでさ」

　なんて、ちょっと苦笑いを浮かべて、

「だから任せろ」

　できるだけ力強く頷いた。







第五章　糸と糸をつなぎ合わせて







　今回は何とかなるんじゃないか――なんて思ってたのも今は昔。バハムートに裏切られ、全ての『物語』は暗あん礁しように乗り上げてしまった。

　また一からやり直さなきゃならない。

　まぁ要するに一からやり直せばいいだけの話なんだけど。

　やり直すに当たって、まずは『物語解決』の糸口を探さないとな。

「バハムートの弱点って、リアは何か心当たりないか？」

「……いや、すまない」

　リアは申し訳なさそうに首を横に振る。

「奴は『完璧なる獣けもの』。その名の通り、弱点と呼べるような物は持っていない」

「む、ぐ……そうか」

　う～ん、いきなりそんなこと言われてしまうと、早くも手て詰づまりになってしまう。神様も無駄に『完璧』なんて属性つけないで欲しい。

「それよりもまずは地球に戻る方法を考えない？　もし今バハムートに扉を閉じられたらアウトよ、私たち」

「あっ！」

　皐さ月つきの指し摘てきに俺はハッとする。

「いや、その心配はしなくていい」

　リアが慌あわてる俺たちを制止する。

「どういうこと？」

「かつて奴が私をここに閉じ込めた時、まだお互いの力は互ご角かくだった。ゆえに奴は私との戦いを避さけたが、今は実力差がはっきりしている。奴は姑こ息そくだが摘つめる芽は摘むタイプだ」

「……つくづくヤな性格なのね」

「けどどっちにしろ早く攻こう略りやく法ほうを探さないとか」

　そんな風に俺たちがああだこうだと話し合っていると、

「あの……」

「ん？」

　おずおずといった感じで、テトラが手を上げた。

「テトラはひとつだけ知っているです――バハムートの弱点を」

「え？　マジか！」

　思わず俺は飛びつくようにテトラに確かく認にんする。

「はい。村の伝承を読み解いている内に見つけた物なので……たぶん間違いないと思うです……きっとあの伝承を残したのは、神ですから」

「？」

　何でテトラは所々口ごもって、そんな話しづらそうに喋しやべるんだ？　その弱点が本物なら最高のお手て柄がらなのに。

　……いや、待ておかしいぞ。

　彼女は『のぞみや』で「『怪物』の再封印の方法は失われた」と言っていた。

　なぜ助けを求めに来たはずの彼女がそんなウソをつく？

　おかしい点はまだある。

　俺は彼女の話を聞いて、皐月に森羅の大魔法でその伝承の失われた部分を調べてもらったはずだ。

　だが、皐月は「封印には特とく殊しゆな道具が必要で、それはすでに失われてしまった」と言った。

　もし封印に必要な特殊な道具が失われているなら、ここでテトラがその話を蒸むし返すわけがない。つまり『怪物』の封印は今でも可能ということだ。

　じゃぁ何で皐月までウソをつく？

　様々な疑問を浮かべつつ、俺はテトラが再び口を開くのを待つ。

　そして、

「バハムートの弱点は――テトラの、番人の血です」

　最悪の答えを、彼女は俺たちに告げた。

「なっ……！」

「……」

　驚愕する俺に対し、皐月はただ黙って目を伏ふせる。

「番人の血を浴びれば奴の体は焼やけ爛ただれ、その血が体内に入れば毒となって奴を殺すです。神はバハムートを殺すためだけに、テトラたちを創ったです」

　テトラは続けた。

「万が一バハムートが封印を破った場合、この擬似地球には食べ物がありませんから、奴は腹を空すかせているはずです。そして、『封印の間』のすぐ傍そばに住む番人たちは奴にとって最初に目につくエサ……つまりテトラたちそのものが、神の用意した『背神の怪物』用の罠わななのです」

「それって……要するに、神様はテトラたちをバハムートに食わせるために、あの村を創ったのか!?」

「そういうことです。烈れつ火かさんは、神殿にあった物を増やす棺ひつぎと剣けんを持った女め神がみ像ぞうを覚えてるです？」

「あ、ああ……」

「あの剣は、もしも毒が足りなかった時、その刃やいばで自らを刺し貫いて、棺に血をためて増やせ……という意味です」

「なんンッッッだッ！　ソレ!?」

　瞬しゆん間かん的てきに頭が沸ふつ騰とうして、ぶつけようのない怒いかりがはらわたを煮にえくり返らせる。無意識の内にキツく拳こぶしを握り締しめていた。

　死なせるために命を創るなんて、そんなのっ、全然っ、フツーじゃねぇッ!!　挙句の果てに自殺しろだと!?　ふざけんじゃねぇ!!

　リアは神も完璧な存在じゃないって言ってたが、まさしくその通りだ。そんなクソ野や郎ろうが全知全能なわけあるか。

　皐月があの時ウソをついた理由も分かった。そりゃ言えねーよ……同じように、テトラだって言えなかったのは仕方がない。村を救いたいって思ってる彼女が、村人を犠ぎ牲せいにするような方法を採れるわけがないんだから。

　それなのに、彼女が今そのことを俺おれたちに話すのは、

「だから、テトラがバハムートに食べられれば……」

　やはりそういうことだった。

「バーカ、誰がそんなもん使うか」

「けどほかに方法がないです」

「探す。今考える」

「でも、『怪物』に神殿を押おさえられ続けたら、烈火さんたちはここから出られないです。だったら……」

「うるせぇな」

　そんな残ざん酷こくな方法、死んでも使わせてたまるか。だいたい……。

「平気そうな顔して、膝ひざ震ふるわせてる奴を犠牲にできるかよ」

「！」

「テトラももうひとりで考えんなよ。何でも背負い込もうとするな。俺や、みんなを頼れ。ジズ村をよくしたいなら、村のみんなにも相談しろ。頼ることを諦めんな。そんでもって今は、みんなでバハムートを倒す方法を考えようぜ」

　一回リアに感情をぶちまけたら、随分と俺も饒じよう舌ぜつになっちまったなぁ。どっちかって言うと追おい詰められてる状況なのに、テンションは昂こう揚ようしてる。

　そうさ、諦める必要なんてない。

　全員で考えるんだ。あの『完璧なる獣クソ野郎』を倒す方法を。

「……そうだわ」

　不意に皐月が顔を上げる。

「リアさん。さっきバハムートが封印された時、神様に槍で貫かれたって言ってたわよね？」

「ああ」

「具体的に、どこを貫かれたか分かる？」

「確か……背中だったと思うが」

「分かったわ。ちょっと待って……」

　目を閉じて集中し始める皐月を見て、俺はようやく「あっ！」と気づく。

　そういや俺たちは今まで「『背神の怪物』は神様に封印された」としか認にん識しきしてなかった。だが、よく考えればそれは単なる〝封印劇〟なんかじゃなくて、『完璧なる獣』唯ゆい一いつの〝敗戦〟とも言える。

　弱点を探す糸口があるとすれば、そこしかない。

「……あったわ。バハムートの背中には、数千万年経たった今でもまだ神様の槍で貫かれた時の〝傷口〟が残っていて、今でも血を流し続けている」

　そういや妖よう精せい形態のバハムートの背中に、大きなバンソーコーが貼はってあったっけ。スッカリ忘れていたが、あれは未いまだに消えない傷口を隠かくしていたのか。

「だけど、その〝傷口〟をどうすれば、あの象さんを倒せるんでしょうか？」

　象さんって……ハリッサその呼び方はかわいすぎないか？

　けど確かに彼女の言う通りだ。〝傷口〟というのはあくまで〝傷口〟で、肝かん心じんの攻こう撃げき手段がなければ意味がない。

　この中でバハムートと戦えるだけの力があるのは、必然的にリアだけということになる。

　だが擬似地球で餓うえ続けて弱った彼女では……いや、待てよ？

「そういえば、リアは何で最近になって封印を破れるほど力を取とり戻したんだ？」

　話を聞く限りではここの封印も経年劣れつ化かしているらしいが、食べる物のない擬似地球ではリアも同時に弱り続けていく。お互いに衰おとろえていくのだから、両者の力関係が揺らぐことはない――なのにそれが崩くずれた。

　そこには何か〝キッカケ〟があったはずだ。

「私が力を取り戻した理由か、何と言うか……実物を見せた方が早いな」

　リアはそう言うと、俺たちを先導して少しばかり歩いた。もちろんハリッサに透明化の魔術はかけてもらったまま、慎しん重ちようにだ。

　そうしてリアが案内してくれた先で俺が見た物は――地面に開いた黒い穴だった。

「こ、これって……」

「まだ私に力が残っていた頃、封印を破ろうと全力を出して、ようやく開けた穴だ……ここから出られればよかったんだが、見ての通り私が通るには小さくてな」

　ため息をつくリア。その豊かな胸が彼女の呼吸に合わせて大きく揺れる。

「「「……」」」

　少女たちが無言で自分の体を見下ろすが、俺はそれに関かん与よしない。ああ、してたまるか。でもハリッサ涙目になってるなぁ。大丈夫だって、十三歳さいならまだ成長の余地あるから。いや、というかこの穴のサイズじゃ胸の大小にかかわらず誰も通れな……って、胸の話はどうでもいいんだよ。

「本官にただひとつ言えるのは未来にも貧乳需じゆ要ようはちゃんとある、ということだけですね」

　だからいいって言ってんだろ！　つーかアールは胸の話になると毎回食いつくよな？　好きなのかおっぱいが!?

　いやいや、そうじゃなくて！　いい加減話を戻させろよ。

　問題なのは胸のサイズの話じゃなくて、そのリアが開けた穴っていうのが――どう見ても『のぞみや』の裏庭にあった、つみきが失敗した料理を捨てていたあの謎なぞの穴と同じってことだ。

　なんか同じ黒いオーラが見えるし、見み間ま違ちがいじゃないと思う。

　この穴と、リアが力を取り戻したことと、どんな関係が？

「ここからたまに地球の物が出てくるんだ。おそらく向こうに開いた穴に誰かが物を落としたり、自然に落ちてきたりしているんだろう。大半は土だったのだが――最近になって、私好みの高エネルギー体が出てきたんだ」

　え？　リアの言う「私好みの高エネルギー体」ってまさか？

　その時、不意に件くだんの穴から黒い物体がまるで下から投げ込まれるように現れ、ボトッと地面に落下した。

　突とつ然ぜん、目の前に現れた黒くて丸い物に全員が思わず視線を奪うばわれて……それに見覚えのあった俺と皐月が同時に「うっ！」と呻いた。

　その禍まが々まがしきプレッシャーは……間違いなく、つみきの創作料理にして失敗料理――俺通つう称しよう・暗黒物質ダークマター。

「そう、これだ。今言った高エネルギー体というのは」

「え、えぇー……」

　いやまぁ『のぞみや』の穴と同じ穴だった時点で、もしやとは思ったけどさ。本当にそうだと言われるとやはり驚きよう愕がくを禁じ得ない。

「なんてことだ。これが先さき程ほど烈火の言っていた、つみきという少女の料理なのか」

　リアも暗黒物質ダークマターの出所を聞いて驚おどろいていた。

「……う、うん。ちょっと、いえ、かなりビックリしたけど、望のぞむ野のさんの料理ならあり得る話かも」

「え？　でもさ、皐月……これ、そうは見えなくてもいちおうただの創作料理だろ？」

「料理のレシピと魔法薬の調合法は表ひよう裏り一いつ体たいなのよ。どちらも材料や薬効を混ぜ合わせ、組み合わせるという点では同じだから。実際、望野さんのアレは信じられないほどの呪毒物になっていたもの……」

　ああ、そういや「数百の生贄サクリフアイスを捧ささげたような～」とかって、皐月は暗黒物質ダークマターのことをそう評していたっけ。

　なるほど。魔法の素人しろうとの俺には釈しやく然ぜんとしない部分もあるが、辻つじ褄つまの合う部分もある。

　そもそも俺たちが慌てて擬似地球にやってきたのは、まだ大丈夫だったはずの封印をリアが破りそうになったからだ。確かつみきは別わかれ際ぎわに「もっと料理を練習しておく」と言っていたはず……たぶん、また失敗して暗黒物質ダークマターを作って謎穴に捨てて、それをリアが食べたのだろう。

　しかしまぁなんて奇き妙みような巡めぐり合あわせだ。

　まさか全ての『物語』の発ほつ端たんが、あの暗黒物質ダークマターだったとは。

　もしかしてこれが大量にあれば、リアはかつての力を取り戻して、バハムートを倒すこともできるのか？　しかしどうやって……。

「ていうか、リアはよくこれを食べようなんて思ったよな」

　俺は感心半分呆あきれ半分に尋たずねる。

「私はゲテモノ好きでな。それに擬似地球でこんな高エネルギー体を見つけたらすぐに……っ！」

　急に言葉を切ったリアが慌てたように神殿の方を振り向むく。

　俺も釣つられて彼女の視線を追う。

　そこには半人半獣の影かげが――

「――そこかな？」

「伏せろ！」

　バハムートとリアの声が重なる。

　象の鼻が俺たちを指して天から火柱が降り注ぐのと、リアが暗黒物質ダークマターを飲み込んで水柱を噴出させるのは、ほぼ同時だった。

　火と水が正面からぶつかり、大量の水蒸気が発生する。

「ぐうぅぅぅぅ！」

「ハハッ、それが君の力の素もとかい？　随分とおいしそうだねぇ、僕ぼくにも分けてくれよ」

　水蒸気のカーテンの向こうから、おもしろがるようなバハムートの声が聞こえてくる。

　もしかして暗黒物質ダークマターっていう高エネルギー体が、奴を呼び寄せちまったのか？

　いや、でもこんな大規模で広こう範はん囲いを攻撃する魔法を使ってくるってことは、おそらくまだ俺たちの姿は奴には見えていないはず――と、思った矢先。

「すっ、すみませんレッカ様！　ふたりの魔ま力りよくの衝しよう突とつが激しくて、透とう明めい化かの魔ま術じゆつが解けちゃいました～！」

「マジかっ!?　だったらもう一回かけ直すとか……」

「魔力の乱れが止やむまでは無理です～。繊せん細さいなんですこの魔術～」

　ハリッサが半泣きになりながら報告してくる。

　非常にマズい。これではリアがバハムートの魔法をはね返かえせても、逃にげ切きるのが難しくなった。

　そして肝心のリアは。

「ぐっ！　このっ！」

　まだまだ余よ裕ゆうのありそうな相手に対し、彼女は必死に歯を食くい縛しばって耐えている。たった今新しいエネルギーを摂せつ取しゆしたばかりだが、それでもまだバハムートの力には及およばないらしい。

　彼女の力を『最強の獣』と謳うたわれた頃に戻すには、もっともっと大量の暗黒物質ダークマターが必要なのか。

「さて、じゃぁ少しパワーを上げるよ」

　声が届くや否いなや、水蒸気の層を突つき破やぶって先さき程ほどより何倍も大きな火柱がリアの魔法を蹂じゆう躙りんする。

「うぅぅぅぅうぁぁあああああ!!」

　気合い一いつ閃せん。リアが放つ水柱がバハムートの魔法を一いつ瞬しゆんだけ押し返した――しかし、すぐにまた押し負ける。

　だが、彼女にはその一瞬で充じゆう分ぶんだった。

「あああああああ!!」

　紅ぐ蓮れんの火柱が俺たちに降りかかる直前、リアは水柱の流れを操あやつって炎ほのおの進路を変へん更こうするという離はなれ業わざをやってのけた。

　そのおかげで俺たちは炎で焼かれずに済んだのだが――

「グフッ、隙すきだらけだよ」

「!?」

　――反対に体力を一気に消しよう耗もうしてしまったリアにバハムートが迫せまり、その丸太のような足で彼女を蹴けり飛とばす。

「ぎゃフッ!?」

　まるで跳ね鞠まりのようにリアの体が地面を転がり、大きな岩に背中から激げき突とつして停止した。

「グフッ」

　バハムートの視線が次に狙いを定めたのは――俺だった。

　ヤバッ、そういや透明化の魔術が解けてたんだ。

「烈火！」

「レッカ様！」

　皐月とハリッサが同時に身構えるが、

「邪じや魔まだよ」

　バハムートがひと言発しただけで、ふたりとも巨きよ大だいな壁かべにぶつかったみたいにはね返された。

「バハムートォ！」

「おやおや、僕のことは気軽にバー君でいいって言ったじゃないか」

「ふざけんなっ！」

　どこまで人をおちょくれば気が済むんだ。

　カチカチと鉤かぎ爪づめを鳴らして、バハムートは口くちの端はを吊つり上あげる。

「波なみ乱だれ烈火。君が死んだら、そこの娘こたちはどんな顔をするんだろうね」

　ヒドく楽しそうに、バハムートは言った。

「……いちおー聞いておきたいんだけどよ」

「うん？」

「お前が俺たちにした話は全部ウソなのか？」

「もちろん」

「地上を一回滅ぼしたってのは？」

「あれは楽しかったねぇ」

「……あの魔法少女の衣装は？」

「君をからかいたかっただけに決まってるじゃないか」

　グフグフとバハムートは笑う。ぶっちゃけ心底ムカつくが……もっとムカつくことはほかにもある。

「地下へ下りる途と中ちゆう……あの時、お前が出してた魔法の光が消えて、皐月の頭の上に岩が落ちてきたのは偶ぐう然ぜんじゃねぇんだな？」

「そりゃね。彼かの女じよは森羅の大魔法の使い手だ。最初は上手く誘ゆう導どうして僕の正体を悟さとらせなかったけど、あとでこっそり再確認されたら面めん倒どうじゃないか」

「だったら最初から皐月のいねー時に、俺に声をかけりゃいいじゃねーか」

「ふむ、僕もそうしたかったさ。けどね、波乱烈火。君は僕よりも先にテトラに出会って、その話を聞いてしまった。僕が君を上手くコントロールしようと思ったら、あのタイミングで出て行く以外になかったんだよ」

　確かに突然現れた助け舟ぶねに、俺はついつい乗ってしまった。

　よくよく考えてれば話ができすぎだって、気づけたかもしれねーのに。あまりにも手詰まりだったから、思わず頼っちまった。

　俺がバカすぎたせいで、危うく皐月が……っ！

「テメェだけは絶対に許さねぇ！」

「いいよ。許さなくて。じゃぁ、そろそろ死のうか」

「ッあ!?」

　頭に血が上って判断が遅おくれた。

　気がついたらいつの間にかバハムートが目前まで迫っていて、その鉤爪が俺に向かって振ふり下おろされようとしていた。

　避けられない……ッ！

　結局『怪かい物ぶつ』退治なんて、英えい雄ゆうか神様のお仕事で、フツーの人間はお呼びじゃねーってことか……。

　そう。

　俺はあまりにもフツーすぎた。

　唐とう突とつに突きつけられた死の予感に、手足は動かなくなって、視界も極きよく端たんに狭せばまって、何ひとつ反応できなくなるなんて。

　そのせいで――

「烈火さん！」

　――テトラが俺を突き飛ばして、バハムートの鉤爪の前に身を投げ出すのを、黙だまって見ていることしかできなかった。

『怪物』の鉤爪が、テトラの肩に突き刺ささる。

「あっ、アァァ……！」

「テトラッ！」

　彼女の痛みを堪える声で、ようやく俺は我に返る。

「おやおや、間に入られたせいで距きよ離りが近すぎたね。切り刻もうと思ってたのに」

　そんなことを笑って言いながら、バハムートは鉤爪をテトラの肩から引き抜ぬいた。

　ブシュゥゥと勢いよく血が噴き出し、彼女がフラッと後ろに倒れる。

「テトラ？　おい、しっかりしろよ！」

　俺はその体を受け止めて、彼女の名前を呼ぶ。

「……」

　テトラは答えない。

　ただでさえ白い頬をさらに白くして、目を閉じている。

　まさかっ……まさかっ……！　そんな!?

　呆ぼう然ぜんと彼女を抱だきかかえる俺を、少女の血で体中を真っ赤に染めた象の化け物が嘲笑った。

「どうしたんだい？　逃げなよ。早くしないと、彼女のせっかくの犠牲が無む駄だ……ニッ、な、なるなるナッ……何だッ、これ!?」

　侮ぶ蔑べつのセリフから一転、バハムートが呻き声ごえを上げて苦しみ始めた。

「ギャッ！　グエェェェェ！　何なんだいこれは!?　体が、熱いッ……！　体が、溶とける……!?」

　その言葉の通り、バハムートの巨きよ体たいはブシュブシュと煙けむりを立てながら、硫りゆう酸さんでも浴びたように溶け始めていた――テトラの血で全身を赤く染めたまま。

「――っ、そうか！」

　番人の血はバハムートの弱点。

　その血を浴びれば奴の体は焼け爛れると、テトラが言ってたじゃないか。

　もしかして彼女はこれを狙ねらってわざと!?

「テトラッ！　おまっ、バカ！　何でこんなこと！」

「あ、ぅ……れ、烈火さん？」

　俺の怒ど鳴なり声に、テトラがゆっくりとまぶたを開けた。まだ生きてる……なのに、体がドンドン冷たく！　傷は心臓まで届いてないようだが、血が止まらない。

　それなのに彼女は消えてしまいそうな声で、

「よかったです……烈火さんが無事で」

　そんなことを言う。

　うれしそうに言う。

　ほかのことなんて、まるで見えてない風に言う。

「バカ野郎！　俺のことなんか……！」

「なんか、なんて……言わないで欲しいです。テトラは……烈火さんに、一緒に村を救おうって、みんなで考えようって……そう言ってもらえて、本当に、うれしかったです」

　テトラの呼吸が荒あらい。傷口はさっきから手で押さえているのだが、指の隙すき間まからドクドク血が溢あふれていく。埒らちが明かない。

　俺はのた打ち回るバハムートを無視して、倒れている皐月の方へテトラを抱かかえて走る。

「皐月ッ！　皐月、起きてくれ！」

「ん……烈火……!?　テトラさん！　何があったの!?」

「いいから早く治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけてくれ！　ハリッサ！　ハリッサも起きられるか!?」

「うっ、あぅ……はっ、はい！　頭がクラッとしますけど」

「無理させてワリィ！　でもテトラがヤバいんだっ、皐月と一いつ緒しよに傷を治してやってくれ！」

「！　わっ、分かりました！」

「頼たのむ！」

　初歩的な応急処置の仕方すら知らない俺にできることは何もない。あとはふたりに任せるしか……！

「そうだっ、リアは？」

　俺は遠くへ吹ふき飛ばされたリアの方を見る。彼女は……無事だ！　遠目にだが、少しフラつきながらも立ち上がろうとしている。けれど彼女の許もとへ駆かけ寄よったところで、やはり俺にできることなんて何もない。

　だったら、俺は俺のやるべきことをやる！

「バハムート！」

　拳を握る。地を蹴る。

　焼け爛れた顔を押さえる象の怪物との距離を詰める。

「グフッア……！」

　バハムートがこちらを振り向いた。

　その顔面に拳を叩たたき込む。

「グブッ！」

「チクショウッ痛ェ！」

　さすがに硬かたい。殴なぐった拳の皮ひ膚ふが裂さけた。

　でも知るかそんなこと！

　もう一発、利きき腕うでで殴り飛ばす。

　デカいアゴにアッパーをブチ込む。

　鼻の根元に拳の側面を叩きつける。

　血が出ようが、骨が嫌いやな音を立てようが構わない。

　その代わりこいつが倒れるまで何度でも殴り続けてやる。

「ウォオオラ!!」

　真っ赤になって感覚のなくなった拳ではなく、二にの腕や肩に衝しよう撃げきが伝わる。

　息が上がり、ノドが焼けつく。

　体力もねぇ。力もねぇ。技術もねぇ。

　ねぇねぇ尽くしで嫌になる。

　それでも意地で殴る手だけは休めない。

　彼女たちの命を――必死の『物語』を、嘲あざ笑わらいやがったこの象野郎に対する怒りが全然収まらない。

　だから、俺はもう一度血まみれの拳を引き絞る。

　技術がないならせめて全力を込めて、殴――

「調子に……乗るナァッ！」

「!?」

　轟ッ！

　突とつ如じよバハムートを中心に巻き起こった爆ばく風ふうに吹き飛ばされ、宙を舞まう。

「―――ッッッ！」

　胃が浮き上がるような感覚の直後、重力で俺の体が真っ逆さまに地面へと落下し始める。仰あお向むけになったせいでどれほど飛んだのか分からないが、落ちたら死ぬってことだけは分かった。

「烈火さん。今です。今こそアイキャンフライと叫さけぶ絶好のチャンス」

「最初っから宙に浮いてる奴やつは黙ってろぉぉぉ！」

　アールに怒鳴り返しつつ、必死に頭を巡らす。が、何も思いつかない。

　このまま地面に激突する――と最悪の想像がよぎった瞬しゆん間かん、俺の体は強い衝撃とともに誰かに抱きとめられた。

「大丈夫か？　烈火」

「リ、リア。助かったぜ……」

「……それはどうかな」

　リアは俺を地面に降ろしながら、不ふ穏おんなひと言を呟く。

　その言葉の意味を俺はすぐに知った。

「何だよアレ……？」

　パッと見には肉につ塊かいが膨ぼう張ちようしているように見えた。

　だがよく観察すると、巨きよ大だい化かし続ける肉塊に埋うもれるようにして脚あしが、牙きばが、鼻が、尾おが、耳が生えている。

「バハムートが本ほん性しようを現そうとしているんだ――『完かん璧ぺきなる獣』にして、かつて世界を砕くだいた暴ぼう虐ぎやくの王の姿を」

　リアが緊きん張ちようをはらんだ声で今起こっていることを教えてくれる。

　考えてみれば当たり前だ。バハムートは大地を覆おおい尽くすほどの巨体を持つ獣だと皐月も言っていた。半人半獣の姿なんて所しよ詮せんは仮の姿。

　今まではただ俺たちを弄なぶっていただけだ。

　それが思わぬ反はん撃げきを受けて、キレたってことか……俺のしょっぱいパンチはともかく、テトラの血によって焼け爛れた体は相当なダメージだろうしな。

　その時、肉塊からブチュルッと目玉が飛び出だし、ギョロリと俺たちを睨にらんだ。

「ハッ――ハッ――ｈａッ――グフッ、あＡａ、頭がフワフワするよ」

　聞こえてきたのは、苦しんでいるような、恍こう惚こつとしているような、どちらか判然としないバハムートの声だった。

「Ａｈー、この姿になると物を壊こわしたくて壊したくてたまらなくなるんだよ……君たちも擬似地球も番人の村も地上もみぃーんな、今すぐ壊したくてしょうがないね。ケキャキャキャキャキャ」

「テメェッ！　ふざけんな！」

「グブキャキャッ！　ヴアー、ア……ア、でも、もうカジノで遊んだり贅ぜい沢たくしたり、人を騙だまして絶望の底に叩き落おとすのができないのは、とてもトテモ残念だなぁ。君たち人間の作る娯ご楽らくは、物を壊すのと同じくらい楽しかったよぉ」

　リアを騙して自由になったバハムートが地上を破は壊かいしなかったのは、そういうことか。改心したとか反省したとかじゃなくて、あくまでも自分の享楽のため……。

「で、それも全部壊すつもりかよ」

「プギャァハッハッＨａッｈａー！　バァァーカ！　物を壊す方がずっとずっとずっとずっとずっとずっと楽しいじゃねぇか！　もっと人間が調子に乗って、もっと社会が爛らん熟じゆくして、お前らが絶頂に達した時、全部ゼーンブ壊してやろうと思ってたんだヨォォォッ！　積み木はたくさん積んでから崩した方がオモシレェダァロォォォ!?」

　また世界を滅ぼすつもりか!?――と叫ぶのを俺はやめた。

　聞くだけ意味がない。そう思ってしまうくらい、急速にバハムートから理性が失われていくのが分かる。

　こいつはもう何を言っても止まらない。

　全すべてを破壊し尽つくすまで。

　バハムートはすでに高校の校舎よりも大きくなっていた。それでもまだ巨大化は止まらない。冗じよう談だんみたいに膨張し続ける。

　それをなす術すべなく見つめている内に、テトラに肩を貸した皐月とハリッサがやってきて俺たちと合流した。

「テトラは大丈夫か？」

「はい……心配をおかけしたです」

　弱々しくだが、テトラは返事をしてくれた。こんな時だが、一いつ瞬しゆん安あん堵どしてしまう。俺はふたりから彼女を預かって背せ負おった。

「どうするの？　烈火……」

「……」

　皐月が不安げな顔で尋ねてくる。俺は答えられなかった。

「……お前たちは逃げろ」

　不意に、リアがそう告げ、俺たちに背を向ける。

「おい、バカ、やめろ！　ひとりでやろうとすんなって、さっき言っただろうが！」

「覚えてるさ。だが仕方がない。ああなってしまった奴を止められる可能性があるのは私だけだ」

「だからっ、それをみんなで……」

「擬ぎ似じ地球の時の流れは本物の地球よりも遅い。私が一日でも奴を足止めできれば、地上では百日ほど時間を稼かせげる。その間にここを封印し直す方法か、封印ごとこの世界を破壊する方法を探せ。皐月が持つ森羅の大魔法ならできるだろう？」

「それは……」

　皐月はリアの問いに答えようとして口ごもる。

　確かにこの世の全ての情報を集められる森羅の大魔法になら、それを成し遂げられる可能性はある。

　だが。

「それじゃぁ結局リアが助からねぇだろうが！」

「それなら奴を倒す作戦を今すぐ出してみろ。時間はないぞ」

「クッ……！」

　リアに突き放はなされるように言われ、俺は言葉に詰つまる。

　ちくしょう。何か思いつけよ俺のクソッたれ脳みそ！

　罵ののしったぐらいじゃ俺のデキの悪い頭は、何にもいい作戦をひねり出してくれない。

　その間にもバハムートはさらに手のつけられない『怪物』の姿へと変へん貌ぼうしていく。すでに山よりも高い位置に頭があった。膨張の勢いで俺たちが潰つぶされないのは、あいつに残ったわずかな理性が「どうせ壊すなら楽しんで壊したい」と思っているからなのか？　たぶんそうに違ちがいない。

　もしかしたら体が大きくなるのに比例して、焼け爛れた傷も大きくならないかと期待したが、再生したのかそれとも膨ふくれ上がった肉の中に傷自体が埋もれてしまったのか、ダメージの痕あとなどどこにも見受けられない。

『完璧なる獣』バハムートの顕けん現げんは間近だった。

　なのに、苦肉の策すら出てこない。ちくしょう！

「……人間がみなお前のような者たちなら、きっと今ある地上はよい世界なのだろうな」

　リアが振り返って、俺を見る。

　彼女の顔には、場ば違ちがいなほどやさしげな微び笑しようが浮うかんでいた。

「つみき――と言ったか、その娘にもありがとうと伝えておいてくれ。彼女の料理がなければ、私は奴と戦うチャンスすら得られなかった……。そういえば彼女の『物語』を救うには私の肉が必要だったのだな。生き残れたなら、いくらでも分けてやりたいものだ」

　そう言いつつ、生き残れる可能性など微み塵じんも考えていない口調だった。

「私のことは気にするな、烈火。これは私の本ほん望もうだ。お前のおかげで、私は憎にくしみではなく己おのれの希望のために戦える。一分一秒でも長くお前たちを守ってみせる。だから、どうか生き延びてくれ……それが私の、最後の望みだ」

「待っ――!?」

　伸のばした手もむなしく空を切った。

　彼女は大きくバハムートに向かって跳ちよう躍やくすると、そのまま宙で体を変化させる。

「ギャオオオオオオオウウゥ！」

　竜りゆうにも似た巨大な海うみ蛇へびの姿になったリアは雄お叫たけびを上げ、長大な胴どう体たいを波打たせてバハムートへと突とつ進しんしていく。

　その姿はまるで氾はん濫らんした濁だく流りゆうのような勢いだ――だが、

「グギャアアアアアアアアウウゥ！」

　山よりも巨大な『怪物』の前では、その勢いも霞かすむ。

　水すい滴てきでもやがて石に穴を開けるとは言うが、水滴が大地に穴を穿うがったからといって、それで大地が揺らぐはずもない――つまり、これはそういう戦いにしかならない。

　……要するに！　こんな特とつ攻こうは！　無む駄だ死じには！　自己犠ぎ牲せいなんてものは!!　ただのクソッたれで、リアがどんな気持ちであろうがそれは最悪の選せん択たくで、そんなことされても俺はちっともうれしくないんだ！

　バハムートが振り下ろした鼻によって、リアが叩き落される。

　彼女の背に生えた翼つばさが一枚半ばから折れてひしゃげ、白い体が土と血で汚よごれる。それでも彼女は再びバハムートに向かっていく。撃げき墜ついされる。また起き上がる。

『完璧なる獣』と『最強の獣』の戦いが、擬似地球を、封印全体を揺ゆさぶった。白い空にヒビが入る。

「リアッ！」

「烈火！　待って！」

　テトラを下ろして駆け出そうとする俺の行く手を、皐月が手を広げて阻はばむ。

「どいてくれ！　皐月！」

「ダメよ！　烈火が行ってそれで何ができるの？」

「そういう問題じゃねぇ！　リアを見捨てられるかっ！」

「そういう問題よ！　リアさんを助けたいと思うなら、ちゃんと考えなさい！」

　俺と皐月が対立し、睨み合う。

　その時、ハリッサが悲鳴を上げた。

「レッカ様！　サツキさん！」

　彼女の叫び声に反応した瞬間、大地が激しく鳴動した。

　同時に、俺たちの〝足元〟が消失する。

「!?」

　地割れに呑のまれたのか!?

　皐月たちの名前を呼ぼうとするが、なぜか声が出ない。それどころか体中がぐにゃぐにゃとヒドく曖あい昧まいで、頭の中が歪ゆがむような、形容しがたい奇妙な不安定感が俺を襲おそった。

　吐はき気けを催もよおすような数瞬しゆんのあと、唐突にそれは終わる。

「……？」

　いつの間にか閉じていたまぶたを開いた。すると――

「「……烈火？」」

　――あっけに取られた顔でこちらを見つめている、つみきとイリスと目が合った。

「……は？」

　つい間ま抜ぬけな声が口から漏もれる。

　少し周囲を見み渡わたせば、ここが『のぞみや』の裏庭だと分かった。皐月とハリッサ、テトラも何が起こったのか分からないって顔で辺りを見回している。

　最初に動いたのはイリスだった。

「烈火ー！」
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「ぎゅえっ！」

　体当たり気味に彼女に抱きつかれ、その場に押し倒される。

「スッゴく心配したんだからね！　捜さがしてもどこにもいないし！　人に聞いたら烈火はこの女の家に行くって言ってから、三日も学校休んだって言うし！　もしかして皐月が言ってたみたいな変な呪のろいだか病気だかのせいで、烈火の頭がおかしくなったんじゃないかって！」

「いやいやいや！　ちょっと待っ痛ででで！」

　イリスの力が強すぎて全然引き剥がせない。彼女は感情が昂ぶっているのか、普段隠しているはずの尻尾をビュンビュンと振りまくっていた。

「大丈夫だから！　俺はこの通りピンピンしてるから！　安心しろイリス！　つーか尻尾隠せって！　つみきがメッチャ見てるから！」

「えー、あっ本当だ。えいっ」

　あっさりとイリスの尻尾は彼女のスカートの中ににゅるんっと入っていった。一部始終を見ていたつみきは「あれ？　今尻尾が……あれ？」と混乱気味に呟いている。

「ていうか、烈火本当に大丈夫？」

　イリスがもう一度不安げに尋ねてくる。

「本当にもう大丈夫だから……。それより、何で俺はここにいるんだ？」

　どうしてさっきまで擬似地球にいたのに、突然『のぞみや』の裏手に？　リアはどうなった？　バハムートは？　いったい何が起こったんだ？

「そんなのアタシと烈火が運命で結ばれてるからに決まってるじゃな～い」

「いや、そーゆうことじゃなくて！」

　質問の意図が伝わらなくて困っていると、今まで黙っていたつみきがこちらに近寄ってきて、俺の顔面に蹴りを入れた。

「なに人ん家でイチャイチャしてんのよ」

「違ェ！　ていうか、それはどうでもいいんだよ！　俺はいつどうやって、ここに来たんだ!?　わけ分かんねぇ！」

「はぁ？　……わけ分からないのはこっちよ。お店の裏で大きな音がしたと思って出てきたら、アンタらがその穴から飛び出してきたんじゃない」

　つみきが片眉まゆを上げて「本当にどうなってんの？」と俺に問う。

「穴……？」

　彼女が指差す「穴」――『のぞみや』の裏手にある穴は、前に見た時よりも大きく広がっていた。今なら人ひとりくらい楽に通れそうだ。

「……そうか」

　たぶん、リアとバハムートの戦いで封ふう印いんが揺さぶられて、元々開いていた穴が広がり、そこへ俺たちは落ちたんだろう。それで元の地球に戻ってきたんだ。

　なら、のんびりしちゃいられない。急いで戻らないと！

　俺が立ち上がって再び穴に入ろうとする――が、それをつみきが妨ぼう害がいした。

「待ちなさいよ！　またどこに行く気なの？」

「頼むから離してくれ！　急いで戻らないといけないんだ！」

「―――ッ！」

　バチンッ、と。

　つみきにビンタされた。

「えっ、と……？」

　突然の痛みに俺は頬ほおを押さえ、呆然としてしまう。ずっと熱くなっていた頭が、少しだけ冷めた。

　立たち尽くす俺を、つみきは睨みつけてきて、

「……いいのよっ、別に！　アンタが三日もどこで何してたかなんて、私の知ったこっちゃないわ！」

　彼女はまだ怒り足りないとばかりに地面を一度強くダンッと蹴る。

「料理だって、ずっと練習して……上手くなったんだから！　アンタなんかもう必要ない、味見役なんて解かい雇こよ解雇。私はひとりでもやれるわ。アンタなんか……アンタなんか、どこでも勝手に行っちゃいなさいよ！」

　そう叫ぶ、涙なみだ目のつみきを見て。

「……」

　焦あせって周りが見えなくなっていた俺の心が、少しずつ鎮しずまっていく。

　何とかなると思ったことが全部上手く行かなくて。

　バハムートには手も足も出なくて。

　テトラに庇かばわれ、彼女にケガさせて。

　リアに何も言い返せなくて、彼女を死地へ行かせて。

　あまりの自分の無力さに憤いきどおっていた心が、ようやく落ち着きを取り戻す。

　擬似地球は本物の地球より時の流れが遅おそいから、そのせいで三日間もひとりにしてしまった少女の潤うるんだ瞳ひとみを見る。

「……ごめん。すぐ戻ってくるって言ったのに、待たせちまって」

「うっさいわね！　誰だれも……心細かっただなんて、言ってないでしょ！」

　つみきはあくまで強がるので、今彼女が「心細かった」と言ったのは聞かなかったことにした。

　ただ彼女は泣いてるところを俺に見せたくないと思ったので、黙って胸を貸した。俺の服をちり紙の代わりにでも使ってくれればいい。

　あのままリアのところへ行って、それでおっ死ちんでたら、『つみきの物語』もバッドエンドになって、もっと涙を流させていたかもしれない。そう考えると、ゾッとする。つみきだけじゃない、『テトラの物語』だって、俺っていうピースがなくなってたら、バラバラに砕け散ちっていたかもしれないのだ。

　怒りと焦りに任せて突っ走ぱしって転んで、俺がケガするだけならそれでもいい――でも彼女たちを巻まき添ぞえにするのは、絶対にダメだ。

「烈火。落ち着いた？」

「皐月……ワリィ」

「いいのよ」

　俺の謝罪に、幼おさな馴な染じみは微笑で返してくれる。

「烈火が自分で言ったんじゃない。みんなで考えるの、全てを救う方法を」

「そうです。烈火さん」

　皐月の言葉に、テトラも同意する。

「テトラも協力するです。リアさんだって、みんなのために体を張って時間を稼いでいてくれてます」

「ウチだってレッカ様の力になりますよ！」とハリッサ。

「よく分かんないけど、アタシだって烈火のためなら何でもするわよ！」とイリスも手を上げる。

「ちょっと待って。私はホントに何がなんだか分からないんだけど、どういうことなの？」

　鼻をかみながら、ひとり事情を知らないつみきが戸と惑まどった顔をする。

　まぁ今回の『物語』を知らないのはイリスも同じなのだが――そのイリスが突然「キャーー！」と俺の手を見て悲鳴を上げた。

「烈火ってばヒドいケガしてるじゃない！　早く治さないと！」

「あっ、えーと……じゃぁ頼む」

「任せて！」

　そう言うとイリスは例のいくらでも物が入るポシェットの中に手を突っ込む。

「烈火の病気を治そうと思って、フィネリタ星からいろいろ持ってきたんだから。確か、普ふ通つうのケガを治す物もあった……はず、あれ？　いっぱい詰めすぎて引っかかってる？　よいしょっ！」

　イリスがポシェットをひっくり返すと、一気にドババババーッと医い療りよう器具……だと思う物がたくさん出てきた。あのトゲのついたハンマーって本当に治ち療りように使う物なのか？

「つーかこのバカデカい注射器は何なんだよ？」

　俺は地面にバラバラと何本も転がったドデカい注射器を指差す。全長が俺の身長と同じくらいあるぞ。

「ん？　それは宇宙怪かい獣じゆう医い療りよう用ようの治療銃メデイカルガンね。デカいのは仕方ないわよ。だって怪かいじ獣ゆう用だもん」

　皮膚が破けた俺の拳こぶしを手当てしながら、イリスがサラッと説明する。

　怪獣用ってだけあって、治療銃メデイカルガンの針は俺の腕と同じくらい太い……刺されたら体に風穴開くよね、確実に。

「この治療銃メデイカルガンはね、薬液を入れるシリンジの部分がアタシの持ってるポシェットと同じで、ワームホールを応用して作ってあるの。だから地球の海と同じくらいの量の薬液だって入るわ。種類もいろいろあるのよ。生傷用、内臓用、頭痛用、血液サラサラ用……」

「へぇー……」

　生返事を返しながら、俺は冷ひや汗あせをかく。

　針だけでも充じゆう分ぶん致ち命めい傷しようなのに、その上そんな量の薬液を注入されたら確実に体が破は裂れつする、パンッ、って風船みたいに……。

「―――あっ」

　治療銃メデイカルガンの巨大な針を見ていたら、不意に閃いた。

　小さなかけらとかけらが、細い糸と糸でつながっていく。

『完璧』の名を冠かんする獣の王に対抗する手段が、ゆっくりと編み上がる。

　ひとつひとつのピースはあまりにも頼たよりない。

　だがそれを編んで束ねていけば、弱々しかった糸も鋼を貫つらぬく槍やりになるはずだ。

　俺だけでは無理でも――俺たちでなら！

　つみきを、『のぞみや』を、テトラを、ジズ村を、リアを救う方法と、バハムートを倒す作戦が組み上がる。

「つみき！　暗黒物質ダークマター、もとい失敗した創作料理って今あるか？」

「何で失敗前提なのよ！　……まぁ、あるけど」

「それ分けてくれ。必要なんだ」

「はぁ？　わけ分かんないんだけど。ていうか、またどこか行くつもり？」

「ワリィ！　説明はあとでする。時間がないんだ！」

「三日前も同じこと言ってたじゃない。今度という今度はちゃんと説明を……」

　うっ、ずっとほったらかしにしてたのをまだ怒おこってるのか。当然か。でも今は本気で一分一秒が惜おしい。

「本当にごめん！　でも俺は絶対つみきのことも見捨てたりしない」

　俺はつみきの両手を掴つかみ、懇こん願がんする。

「わっ！　わっ、ちょっと！」

「必ずフードチャンピオンまでには帰ってくる。だから今は行かせてくれ。頼むから、俺を信じてくれ」

「だっ、だから何でアンタはそんな恥はずかしいこと真顔で言えるのよ！」

「？」

　何でつみきは目を逸そらすんだ？　誠意が足りなかったのか？　ぐむむ……。

　どうやってつみきを説得しようかと悩なやんでいると、横合いからスッとテトラが俺の手の上に自分の両手を重ねた。

「つみきさん。烈火さんは決して誰かを見捨てるような人ではないです。相手がたとえ人でなくとも、敵がどれほど強大でも、全て受け止めてくれるです。だから、あなたも信じてあげて欲しいです」

「えっと……それはアンタもこいつを信じてるってこと？」

「はい。テトラは烈火さんのことを信じてるです」

「…………もうっ、分かったわよ！　……確かに悪い奴じゃないしね。もう一度だけアンタの言葉を信じてあげる。でも帰ったらちゃんと事情を話しなさいよ！」

「ありがとな。つみき、テトラ」

　俺はふたりに頭を下げ、早さつ速そく準備に取りかかる。

　この作戦のためにはどうしても準備に時間が必要だ。

　だから、少しの間だけリアには頑がん張ばってもらわないといけない。

『ヒロイン』に時間稼ぎさせるなんて、本当にロクでもない奴だよ俺は。でもなリア……何から何までお前の言った通りにはしないからな。

　バハムートをリアごと再封印したり、擬似地球ごとお前たちを破壊したり、そんなことは絶対にしない。

　孤こ独どくなお前をまた孤独になんてしてたまるか。

　誰ひとり犠ぎ牲せいにすることなく、全員が笑ってハッピーエンドを迎むかえるために、俺は戦う。

　必ず全員を救ってみせる。







第六章　無力な俺たちの戦い方







　地上でできる準備を終えた俺たちは、現在ジズ村へ最大速度で向かっていた。

　封印の穴から直接擬似地球へ向かわないのは、俺の立てた作戦に必要な物がジズ村にあるからだ。だから、遠回りになってしまうが、まずは地下へと向かい、それから『封印の間』にある扉とびらを通っていく算段だ。

　擬似地球の時間の流れは遅い。そのため地上で数時間経過しようとも、擬似地球ではほんの数分しか経過しない。

　とはいえ、リアを助けたいと思うなら、なるべく早くジズ村へ辿たどり着つく必要がある。それは当たり前なのだが……。

「イリスー！　危ねっ！　怖ッ！　今何か掠かすったぁぁぁ！　もうちょい安全に走ってくれぇー！」

　俺はイリスの背中に掴まりながら悲鳴を上げる。

「でも烈れつ火か急いでるんでしょー？」

「安全に急いでくれ！」

「じゃぁ烈火ぁー、もっとギュッとアタシに掴まってよー。そしたら少しは安全だからー」

　イリスが甘あまえた声で俺に頬を擦すりつけてくる。

「ヒィィィ！　イリスさん！　お願いですから前見て走って欲ほしいです！」

　途と端たんにもうひとりの同行者であるテトラが涙なみ声だごえで懇願した。彼女はイリスの胸に埋もれるようにして抱きついているのだが、体勢の関係で進行方向に対して後ろを向いているため俺の数倍怖こわい思いをしている。

　できれば替かわってやりたいのだが……いや、ほら、さすがに男の俺がイリスの胸に顔を埋めるのは……なぁ？　つーかそんなことしたら出発前に皐さ月つきたちにボコボコにされてる。

「大丈夫よー、こんなの。ライトだってあるし」

　テトラの叫びにイリスはそっけなく答える。

　地球人の数倍の身体能力を持つフィネリタ星人である彼女は、俺とテトラふたり分の体重に、宇宙船から引っこ抜いてきたライトまで担かついで地下道を全力疾しつ走そうしても、まだ余裕の表情だ。まったくもって頼もしい。

「烈火さーん。ドサクサに紛まぎれて胸くらい揉もんだらどうですか？」

　呼ばなくても勝手についてくるアールだけは、いつも通りひとり暢のん気きにセクハラを勧すすめてくる。無視無視。

　最初は皐月の魔ま法ほうで飛ぶのも検討したのだが、彼女にはハリッサと一緒に『のぞみや』の裏庭に開いた封印の穴が、あれ以上広がらないように対処してもらっている。そちらも必要なことだ。

　だから、俺たちはイリスに運んでもらうのが一番いいはずなんだが――

「ギャアアアア！　いきなり飛び降りるなぁー！」

「だって見た感じこっちの方が早いよ？」

「ヒィィィィィ！」

　――ほんのちょっぴり後こう悔かいしている。
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　け、結構心身ともに疲ひ労ろうしたなぁ……。

　だがひとまず前回の三分の一くらいの時間で村に着いた。ジェットコースターも真っ青な人型アトラクションを体験しただけの価値はあったわけだ。

　俺とイリスは神しん殿でんでひと休みがてら、テトラが村の人たちをここへ集めて連れてきてくれるのを待っていた。俺の作戦には彼かれらの協力が必要なのだ。

　ほどなくして、テトラが後ろにゾロゾロと村人を引き連れて神殿に現れる。

「これで全員です」

「ありがと、テトラ」

　棺ひつぎと女神像のある大広間には、だいたい五十人ほどの男女が揃っていた。

　年ねん齢れいもまちまちな彼ら彼女らは皆みな一様に……何と言うか、ボーッとしている。

　来いと言われたから集まった――本当にそれだけって顔だ。学校の全校朝礼とかで眠ねむ気けをこらえる生徒に似ている。まぁ俺も朝礼の校長の話なんて聞いてないんだけど。

　でも、今は俺の話を聞いてもらわないと困る。

「えっと、まずはありがとうございます。こんな急に集まってもらったりして」

「……」

　拙つたなく切り出した俺の話に反応する人はいない。

　めげずに俺は続ける。

「皆さん知ってると思いますけど、今この村の封印の向こうで『背神の怪物』が暴れてます。リア……俺の仲間が何とか食い止めてくれてますけど、長くは持ちません」

「……」

　やはり誰もひと言も喋しやべらなかった。

　興味なさげに隣となりと会話している人もいる。

「『怪物』が封印から出てきたら、この世界はきっと破壊し尽くされるんです。だから、お願いします。力を貸してください、皆さんの協力が必要なんです」

　俺は精いっぱい言葉を振り絞しぼって頭を下げた。

　けれど何の答えも返ってこない。

　誠意が足らなかったか？　それとも俺の説明がヘタクソだったのか？　とにもかくにも、このままじゃマズい。

　テトラの話では、神殿の棺は中に入れた物を無限に増やせるが、その増えるスピードは祈いのる人間の数に比例する。しかも棺が使えるのはジズ村の人々だけなので、彼らの協力が得られなければ『バハムートを倒たおすために必要な物』を増やすのが大おお幅はばに遅れてしまう。

　何かもっと言いい募つのろうと俺が口を開こうとした時――テトラが俺の前へ出た。

「テトラ？」

「烈火さん。ここはテトラに任せて欲しいです」

　彼女はそう言って表情を引き締しめると、村の人たちへと向き直る。

「全員聞くです。本日をもってテトラたちは番人の役目を解かれるです。それはつまり、もう神の御み業わざの全てが使えなくなる、ということです」

　ザワッとずっと無反応だった人々の間に波は紋もんが広がった。

　神の御業ってのはこの村を照らしている明かりとか、物がいくらでも増えるこの棺とかのことだろう――それら全てが使えなくなるというのは、おそらくジズ村にとって死活問題だ。

「そんなことどうして分かるんだ!?」

　村人のひとりが金切り声を上げる。

「断だん片ぺん的てきな伝承をつなぎ合わせた結果、導き出された結論です」

「そんなのウソだ！」

「ウソではないです」

　ヒートアップする村人たちに対し、テトラは冷静に答える。

「この中にテトラ以上に村の文ぶん献けんを読よみ漁あさり、伝承を調べてきた者がいるですか？」

　そのひと言で、全員が押し黙る。

「テトラの言っていることは本当です。今日、烈火さんが『背神の怪物』を倒して、番人は役目を終えるです……これからテトラたちは新しい道を模も索さくしなければならないです――みんなで生きる道を」

　広間に沈ちん黙もくが下りた。

　誰もが突とつ然ぜんの話に戸惑っているのが分かる。

　今日までずっと生きる全てを神様の遺物に頼ってきた人たちが、唐突にそれらを奪われて生きていけるのか……たぶん、俺おれが彼らの立場だったら同じように言葉を失うと思う。

「……だったら、『怪物』なんて倒さなくてもいいんじゃないか？」

　誰かがボソリと呟つぶやいた。

　それはこの場にいる全員の気持ちだったかもしれない。

　だが。

「――ふざけるなです！」

　テトラは真っ向からそれを否定した。
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「『怪物』が出てきたら、村も、地上も、全部壊されるですっ！　話を聞いてなかったですか？　分かってて言ってるなら、本格的に最低ですッ！」

　彼女の叫びが広間に響ひびき渡わたる。

「みんなは嫌じゃなかったですか？　こんな生きる苦しみも、生きる喜びもない場所で生き続けるのが、少しも苦痛じゃなかったですか？　神様に生き方全部を決められたテトラたちに、やっと巡めぐってきた選択のチャンスが今日なんですよ？」

　村人たちに訴うつたえかける彼女の声は毅き然ぜんとしていた。

「……新しい困難も、数千万年分の倦けん怠たいも、みんなで力を合わせれば、きっと乗のり越こえられるです。だから……立って、戦うです！　『怪物』と！　自分自身と！」

　たぶん、それはずっとこの村を何とかしたいと駆けずり回まわっていたテトラにしか紡つむげなかった言葉だ――

「……俺たちは、何をしたらいいんだ？　テトラ様」

　――そんな彼女の言葉だからこそ、村の人たちの心に届いたんだろう。

「ありがとうです、みんな」

　テトラは彼らに頭を下げ、そして俺の方を振り返かえる。

「烈火さん」

「ああ」

　俺は頷うなずき、ポケットからビニール袋ぶくろに入ったつみきの料理――暗黒物質ダークマターを取り出した。

「まずはこれをみなさんで増やしてください。それから――」

　俺は村の人たちに作戦の概がい要ようを説明しながら、テトラに「ありがとう」と呟く。

　彼女のおかげで戦う準備は整った。

　あとは力の限りを尽くすだけだ。
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　封印の扉の向こう側、擬似地球にある偽にせ神しん殿でんに俺たち三人は降り立った。俺とテトラは二度目だが、はじめてのイリスは物もの珍めずらしそうに神殿の中を見渡している。

「じゃぁ、ホンッッットにここから出るなよ？」

「はいです」

　再三に渡って釘くぎを刺す俺に対してテトラは神しん妙みように頷く。

　いい返事なのだが、やはり俺は彼女が心配で仕方がなかった。もう丸一日以上、彼女はロクな休きゆう憩けいすら取っていないのだ。

　それでも彼女がまた擬似地球までついてきたのは、自分の『物語』の大事な節目を見届けるためだ。

「けど、やっぱりできればジズ村で待ってて欲しいんだけど」

「ご迷めい惑わくをおかけしてごめんなさいです。でも、どうしても最後まで見届けたいんです」

　テトラは若じやつ干かんフラつきながらも、あくまで意見を変えなかった。

　俺は諦あきらめてため息をつく……その時、轟ごう音おんが神殿の外から響き渡ってきた。

「イリス！　行くぞ！」

「うん！　烈火！」

　俺とイリスは声をかけ合うと、同時に駆け出す。

　表に出た俺たちが目まの当あたりにしたのは――世界を蹂じゆう躙りんするような戦いだった。

『最強の獣けもの』と謳うたわれた大だい蛇じやの姿をしたリア。

『完璧なる獣』と謳われた巨象のバハムート。

　両者が激げき突とつする度に擬似地球全体が鳴動した。

　世界が砕けそう……って、表現しても足りないくらいだ。

　炎ほのおに水に竜たつ巻まきに地割れ、全てが目の前で荒あれ狂くるっている。しかもそれは『獣』たちの戦いの、ほんの余波に過ぎない……!!

　神様が創つくった封印の箱庭はすでにガタガタだった。

　まったくもってフツーの人間の俺ごとき、お呼びじゃないって雰ふん囲い気きの壮そう絶ぜつな戦いだ。

　それでも、俺はここへ来た。

「リア……ッ！」

　俺たちがここへ辿り着くまでに、こちらの世界では何分経たったんだ？　正確なところは分からない。

　だが、その間に彼女の体はすでにボロボロになっていた。

　角は一本折れ、翼は千切れ、全身に裂れつ傷しようや火傷やけどを負って血があちこちから噴ふき出している。

「くっ……！」

　ワープウォッチが使えればリアの元へ一瞬で行けるんだけどな……。ワープウォッチはワープしたい座標を入力したあと、実際にワープするまで十秒かかる。その間に入力した座標からリアが移動してしまったら、俺たちは地上へ真っ逆さまだ。

　だが、そのための道具ツールも用意してある！

「イリス、頼む！」

「任せて」

　イリスはポシェットに手を突っ込むと――中からふたり乗りの飛行ユニットを取り出す。本来は彼女の宇宙船に付属する船外作業用の乗り物らしい。

　しかしこの飛行ユニット、バランスを取るのが意外と難しく、俺には浮いて上じよう昇しようさせるくらいしかできない。そのためイリスに操縦を頼んだ。

「ワリィ。こんな危険なこと任せちまって」

「そんなこと気にしなくていいってば。むしろ今回アタシってほとんど烈火と一緒にいられなかったんだもん。役に立ててうれしいわ」

「そう言ってもらえると、助かる」

「じゃぁ行くわよ！」

「おう！」

　タイヤのないバイクみたいな飛行ユニットの後部座席に乗り、イリスのお腹なかに手を回して掴まる。

　飛行ユニットは音もなく浮き上あがると、グンッと一気に加速した。

　これなら一瞬でリアのところへ行ける――というほど、話はそんなに簡単じゃない。

　何しろ俺たちの進路には竜巻やら炎の渦うずやら水の槍やら、それらによって巻き上がる砂すな嵐あらしやらと、行く手を阻む物にこと欠かない有様なのだ。

「だ、大丈夫か!?　イリス？」

「だから任せて、イけるってば！　あっ、でも激しく動くからもっとギュッと掴まらないと……」

「ワァー前見ろ前！」

　本当に大丈夫か!?

　とか言ってる間にも目の前に火の弾たまが！

　飛行ユニットをひと呑みにできそうな炎の塊かたまりを見て俺は悲鳴を上げるが、

「おっとっと」

　イリスは軽く口笛を吹ふきながら火の弾を躱かわす。

　素す直なおにスゲー。

「イリスって運転上手い？」

「アタシ昔は結構お転てん婆ばだったのよねぇ。自分の宇宙船でどこでも出かけたし、ちょっと危ない星にも探検に出かけたりしたの。だから火だの槍だの降ふってくる空くらい、たいした問題じゃないわ」

　お転婆なのは今もだと思うが……何にしても頼りになる。

　その後もイリスは障害物を綺き麗れいに避さけ続け、見事にリアに接近を果たした。

「はい、烈火。これを通して喋れば声おっきくなるから」

「ありがとよ。って、小さいな」

　俺がイリスから受け取ったのは指先サイズの拡声器だ。今のリアからすれば俺なんてノミみたいなサイズなのだから、これがないとまともに話すこともできない。

『リアーー！　俺だッ！　こっちに気づいてくれー！』

　指でつまむようにして拡声器を口元にやり、リアに向かって叫ぶ。

　だが、直後にバハムートから放たれた爆炎の魔法が彼女の胴体を直ちよ撃くげきする。

「ギアアアアアア！」

『リアッ！』

　長い蛇へびの体が宙を錐きり揉もみして地面へ墜つい落らくしていく。

　俺たちもすぐにそのあとを追った。

「ＧＵＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

　こっちの鼓こ膜まくが破れそうな雄叫びをバハムートが上げる。それはリアを撃うち落おとした歓かん喜きなのか、それとも正気をほとんど失ってしまったのか、俺には判別がつかない。

　何しろ見上げてみても、その姿の下半分くらいしか視界に入れられないのだから。

　改めて見てもバハムートは圧あつ倒とう的てきだった。リアもかなり巨きよ大だいだが、奴はそのさらに数倍は大きい。その巨大な脚あしで踏ふみ潰すだけで、小山のひとつやふたつ平らにしてしまいそうだ。

　バハムートからすれば俺なんて戦場に迷い込んだアリ一匹ぴきどころか、ミジンコやホコリみたいなもんだろう。

『完璧なる獣』バハムート。

　かつて大地に君臨した獣の王。

　きっと世界中の軍隊が束になってかかっても勝ち目なんてないだろう。

　もし対抗できる生き物がいるとすれば、それは――

『――リア！』

　彼女しかいない。

「……烈火？」

　傷ついた蛇へびの目めが俺たちを捉とらえる。

「何で戻もどってきた……？　私は……」

『お前を助けにきた！』

　彼女の言葉を遮さえぎって俺はイリスからポシェットを受け取る。

『最強の獣』リヴァイアサン。海の覇は者しや。かつてはバハムートと同等の力を持っていた第二の獣の王。

　あれほど圧倒的な力を持つバハムートですら恐おそれた彼女が、なぜ今はここまで一方的にやられ続けているのか？

　答えは単純明快――食料になる物が一いつ切さいない擬似地球で餓うえ続け、エネルギーが枯こ渇かつしているからだ。

　だったら、回復させてやればいいだけの話だろ！

『いいからとりあえず上向いて口を開けろー！』

　リアは怪け訝げんな視線を俺に送りつつも、こっちを向いて口を大きく開いてくれた。

　その口に向かって、ポシェットの中身――神殿の棺で大量に増やした暗黒物質ダークマターを投下する。

　ポシェットから流れ落ちる真っ黒な滝たきが彼女の中に飲み込まれていく。

　滝はいつまで経っても途と切ぎれない。念には念をと、これでもかというくらいの量を用意してきた。

　その時、バハムートが吼ほえる。

　どうやらこちらの動きに気づいたようだ。さっきも暗黒物質ダークマターに反応していたし、そのせいかもしれない。

「ＧＱＧＱＱＱＱＱＱＧＹＹＹＹＹＹＹＹ！」

　バハムートの巨大な脚が振り上げられた。その重じゆう厚こうな蹄ひづめが生み出す影かげがあっという間に俺たちの周囲を昼から夜に変える。

　俺たちを踏み潰す気か!?

　聞くまでもない、奴はその気まんまんだ。

　特大の破城槌ついのような踏みつけが、俺たちに振り下おろされる。

　一瞬で視界を塗ぬり潰した死の恐きよう怖ふに、俺は反射的にイリスを庇う。

　そして、隕いん石せきと隕石が激突するような轟音が辺りに響き渡った。

　バハムートの一いち撃げきが大地を踏み砕いたのかと思った。

　だが、どうやら俺もイリスも生きている。

「――あ？」

　俺は恐る恐るまぶたを開く。

　それでようやく、俺たちが白く美しい大蛇のとぐろの内側にいることに気づいた。

　リアがバハムートの蹄から俺たちを守ってくれたのだ。

『大丈夫か？　ふたりとも』

　俺たちを心配するリアの声が直接頭に響いてくる。

「リア！　この声は？」

『力を取り戻せばテレパシーくらい使える』

『え？　わっ、凄すごい何これっ！』

『これ……テトラの声も届いてるですか？』

　リアの声に続いてイリスとテトラの声も伝わってくる。どうやら彼女のテレパシーで全員の意識がつながっているようだ。

『力を取とり戻したってことはもう大丈夫なのか？』と俺。

『助けるつもりが、また助けられるとはな……だが、もう大丈夫だ』

　彼女はそう言うと同時に、バハムートの脚を全力で押おし返した。

　たたらを踏む巨象。

　地面が悲鳴を上げる。

『私の頭の上に乗れ。その辺を飛ばれていると戦せん闘とうに巻き込みかねない』

『オッケー。烈火、行くわよ』

　リアの提案に従い、俺たちは飛行ユニットで再び上昇する。目的の高さまで上るとポシェットの中に飛行ユニットをしまい、彼女の頭の上に降り立った。

　彼女は『最強の獣』の力を取り戻していた。バハムートにも勝まさる巨きよ躯くは伝説に謳われる通り、海うな原ばらをもひと呑みで飲み干してしまいそうだ。折れた角も千切れた翼も再生し、傷も全て回復している。

　先さき程ほどまでの痛ましい姿なんてまるでなかったみたいだ。

「間に合ってよかったぜ……」

　安あん堵どのあまり、ちょっと力が抜ぬけそうになる。

　俺たちに別れを告げた時のリアは、本気で死ぬ気だったから。

　そんな覚かく悟ごをした奴やつを置き去りにしたのははじめてだったから。

　結構、本気で心配した。

　本当に助けられてよかった。

　でもまだ『物語』は終わらない。

「ＧＵＦＲＹＯＯＯＯＯＯＯＡＡＡＡＡ！」

　バハムートの雄お叫たけびとともに幾いく多た幾千幾万の焔ほのおが生まれる。

　それらひとつひとつが高層ビルにも匹ひつ敵てきする炎の槍となり、全ての矛ほこ先さきがこちらに向けられ――放たれた。

　殺さつ到とうする劫ごう火かの槍。

　しかし。

『さっきまでの私と思うな』

　大都市だって火の海に沈しずめられそうな炎の槍が、同数の水の槍によって撃ち落とされ、燃もえ尽きる。

『ふたりとも掴まっていろ！』

　リアはテレパシーで俺たちに伝え、空高くへと飛ひ翔しようする。

　鈍どん重じゆうな動きで地を踏み荒らすバハムートを、リアは体たい躯くをしなやかに舞まわせて空から強きよう襲しゆうした。

　アマゾン川を何本も束ねたような水流の鞭むちで一撃二撃と、バハムートの背を打うち据すえる。

　山のように磐ばん石じやくだった奴の体が衝しよう撃げきで揺らいだ。

　バハムートは憤ふん怒ぬの叫さけびを発すると、同時に荒れ狂う炎をこちらへ叩たたきつけてくる。

　リアは水でできた盾たてでそれを防ぎ、再び敵に向かって急降下する。

『れれれ烈火かかかだいじょじょじょうぶぶぶ？』

『へへへ平気だだだいいいイリスももも落ちるなななよ？』

『ふたりとも大丈夫ですか？』

　テトラの心配する声に俺は『大丈夫』と思考を返す。

　俺とイリスはリアの体に必死にしがみつきながら、獣の王たちの戦いを見守った。

　戦いは基本的に互ご角かくだったが――攻こう撃げきの主導権を握にぎっているのはどうもリアのようだ。

　それは水と炎という魔法の相あい性しようもあっただろうが、『最強』と名のつく彼女の方がバハムートよりも攻撃に関して秀ひいでているみたいだった。

　ところが……。

『なぁ、なんか効いてなくないか？』

『……そうらしいな』

　もう何度もリアの攻撃はバハムートに直撃しているのに、奴の体には傷ひとつついていなかった。

『今までは私が弱体化していたから効かないのかと思っていたが……これが『完かん璧ぺきなる獣』と呼ばれる所以ゆえんなのか？』

　頭に届くリアの声は途と方ほうに暮れているようだった。

『完璧』――傷ひとつなく、完全無欠であること。

　辞書を引いたらたぶんそんな感じの意味が出てくるだろう。

　リアが『最強の攻こう撃げき力りよく』を誇ほこるなら、バハムートは『完璧な防ぼう御ぎよ力りよく』を誇るってことなのか？

　擬ぎ似じ地球を囲う封印はもう限界の限界だ。

　リアとバハムートの戦いに決着がつかなければ、いずれ封印が破れ、本物の地球に被ひ害がいが広がってしまう。

　地下が、地上が、人が、自然が――ありとあらゆる物が破壊し尽くされるだろう。

　そんなことは絶対にさせない！

　敵はリアの攻撃すら無傷でしのぐ相手。しかも魔ま術じゆつを無効化しようとした魔ま王おうや、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを張っていたメサイアと違い、バハムートはただの生身で水柱の槍を受け止め、なお無傷だった。

　念のためにと思ってイリスに借りたレーザー銃じゆうだって、こいつ相手じゃ無意味だろう。

　だが、まだとっておきの切り札が残ってる。

『リア。頼たのみがある。あいつの動きを止めてくれないか？』

『それはやればできると思うが、なぜだ？』

『俺に考えがある。リアが動きを止めてくれたら、俺があいつの体に飛び移るから』

『危険だ』

『ンなもん承知の上だ。やってくれ』

『――なぜ、烈火はそこまでする？』

『うん？』

　俺はいったい何に疑問を投げかけられたのか分からず、つい間抜けな返事を返す。

『烈火は、人間は、肉体的にはとても弱い生き物なのだろう？　私のように強きよう靭じんな体など持っていない。なのに何でそんなに戦える？』

『決まってんだろ――』

　テレパシーで伝わるのか分からなかったが、俺はリアに対して笑ってみせた。

『――大切な物を守るのに、強いとか弱いとか関係あるかよ』





▽






『しっかり掴まっていろ！』

　リアが尾おを引く流星のように滑かつ空くうする。

　バハムートの生み出した火球をリアは巧たくみに避け、時に撃げき墜ついし、お互たがいの距きよ離りを詰つめる。

「ぐぬぬぬ！」

　俺は全身を打ち据える空気の壁かべに耐たえながら、彼女がバハムートとの距離を詰めてくれるのを必死に待った。

　そして、ついに互いの牙きばが届くほど間合いが近づく。

「ＱＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

　猛たけ々だけしい象の牙の一撃を躱す。

　懐ふところに潜もぐり込むようにしてバハムートと肉にく薄はくしたリアは、そのまま胴どう体たいに絡からみつき相手の動きを封ふうじた。

『烈火！』

「おう！」

　俺は立ち上がり、リアの頭の上を駆かける。頭の上と言っても学校のグラウンドよりずっと広い。全力で息を切らして、ようやく端はしまで辿り着いた。

「どぉりゃっ！」

　最後は滑すべり台だいを滑るようにして鼻先を下り、残りの段差はジャンプしてバハムートの額の辺りに着地する。

　そして、俺はイリスのポシェットから、彼女が持ってきた宇宙怪獣用の治療銃メデイカルガンを引っ張り出した。

　――神殿の棺で増やしたのは暗黒物質ダークマターだけじゃない。村人全員から少しずつ献けん血けつしてもらい、それも一いつ緒しよに増やしたのだ。

　つまり、この治療銃メデイカルガンのシリンジにはバハムートの弱点となる番人の血がたっぷりと詰まってる。

　あとはこいつを奴の体内に撃ち込めばそれで終わりだ！

　俺は自分の背と同じくらいデカい治療銃メデイカルガンを抱だくようにして構え、両りよう腕うでで引き金を引き――




　――硬かたい表皮に阻はばまれて、針が半ばから折れた。




「なぁっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げながら、俺は自分の浅はかさを思い知る。

　たとえリアがバハムートに勝てなくても、番人の血さえ撃ち込めば終わりだと思ってた。だが、ついさっき確かく認にんしたばかりじゃないか――バハムートの持つ『完璧な』防御力……宇宙最新鋭だろうが何だろうが、注射針ごとき通るわけがない。

　ミスった……！

　その時、バハムートの巨大な鼻が横合いから猛もう然ぜんと襲おそいかかってきた。

「んなっ！」

　俺からすれば意思のある壁が高速で迫せまってきたようなものだ――当然避けられるはずもなく俺の体は吹き飛とばされ、なす術すべなく宙へ放ほうり出される。

『『『烈火!?』』』

　彼女たちの声がテレパシー越ごしに頭に響く。

　だが、それに答えてる余よ裕ゆうはなかった。全身がバラバラになったようなダメージに加えて、雲の上に等しいような高さから地面へ真っ逆さまに落下中なのだから。

「……ッ――……ッ！」

　パラシュートなしでのスカイダイビングの恐怖は筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたかった。風圧で悲鳴すらまともに上げられない。

　痛みと恐怖で緊きん急きゆう停止しそうになる思考を必死につなぎ止める。

　背中が何度も殴おう打だされて痛かった。

　何かと思えば肩かたから提さげたイリスのポシェットが風に煽あおられ、何度も背中にバシンバシンと当たっている……そうだっ！

　俺は風に吹き飛ばされないように、慎しん重ちようにポシェットをたぐり寄せる。

　あれほど遠かった地上がいつの間にか、偽神殿の位置まで分かるくらい近づいていた。

　早く早く早く……ッ！

　ポシェットの留め金がはずしても風でカチンッ、はずしてもまたカチンッとしまってしまう。失われる時間と地上との距離に胃が痛むが、風圧でポシェットが飛ばされてしまうのが一番怖い。慎重に……慎重に……ッ！

　すぐ脇わきをバハムートの膝ひざが通り過ぎた。

　地上まで、あとッ!?

　やっと留め金がはずれる。

　ワームホールにつながるポシェットの口へ手を突っ込む。

　地面がもうっ!?

「――あった！」

　俺はポシェットから手を――飛行ユニットを引きずり出す。

　あとはもうメチャクチャにスロットルを絞ったり、レバーを引いたり、ペダルをキックしたり、とにかくエンジンをかけようとした。

　落下は止まらない。

　もう視界いっぱい土の色だ。

　泣きそうになりながら、さらに強くペダルをキックする。

　途と端たん、ブシュンッとエンジンが息を吐はく音がして――ガクンッと飛行ユニットが重力に逆らって、落下運動が急停止する。

「うわっわっ！」

　その反動で俺の体は一転、上方向へ投げ出され、握あく力りよくが足りずにグリップを離してしまう。

「ぐえっ！」

　思いっきり背中から地面に叩きつけられ、俺は肺の中の空気を全部吐き出した。

　でも生きてる。

「はぁッ、はぁッ……はぁ～～～」

　たとえ人に臆おく病びよう者ものと罵ののしられようと、バンジージャンプだけはもうゼッテーやらねー。

　首を巡らせてみれば、飛行ユニットもすぐ傍そばに落ちていた。試ためしてみたが、まだちゃんと動くようだ。

　全身が痛む。

　何かヌルリとした感かん触しよくが頬を撫なでたので舐なめてみたら、血だった。どうも頭のどこかが切れたらしい。

『烈火？　烈火!?　ねぇ、生きてるの？』

　イリスの涙声が頭の中に入ってきた。テレパシーもまだつながっているようだ。

『俺は何とか大丈夫だ。そっちは？』

『烈火が踏み潰されないようにリアが頑張ってこいつの体を押さえてるわ。こっちに戻って来れそう？』

『……』

　飛行ユニットを使えば何とか上昇だけならできる。だが、そのあとはリアの体に命がけで飛び移るしかないだろう。それは別にいい。

　問題は俺がリアの元へ戻ったところで、何も解決しないということだ。

『グッフッ、グブブブブ』

　不意に、やたらと不ふ愉ゆ快かいな笑い声が俺たちの意識に割り込んできた。

　この笑い方には聞き覚えがある。

『バハムートか！　貴様どうやって』

『テレパシーは獣を統すべる王である僕ぼくたちの基本スキルじゃないか。グフッ、君たちの会話に割り込むくらいわけないよ、グブブ』

　リアの怒ど声せいに対し、バハムートは薄うすら笑わらいをもって答える。

『正気を失ったんじゃなかったのか？』

　今度は俺が問う。

『ゲギャギャギャギャギャギャ！　だぁぁれがそんなこと言ったんだよォオオ、勝手に決めてんじゃねぇよォォォオ？　意識全損してたら物壊こわす快感が味わえネェジャねぇぇぇかぁあアアァ？』

『充じゆう分ぶん正気の沙さ汰たじゃねーよ』

『ＨＡｈー！　まぁ、人間どもの基準じゃそうだろうナァアァァ』

　バハムートは哄こう笑しようする。

『波なみ乱だれ烈火ァ～、お前の狙ねらいは分かってるよぉぉ。あのテトラって女の血を僕の体の中に入れることだろぉぉぉ』

『何のことだよ？』

『ちっぽけな虫けらのお前たちにできることなんて、それくらいしかねぇだろうがよぉぉぉ！　って言ってもぉぉぉ、どうせ僕の皮ひ膚ふは君なんかには貫けないけどねぇぇぇ！　ヘタクソな芝しば居いしてると、踏み潰しちゃうぞぉ～？』

　クソッタレ。こっちの切り札を当てられてしまった。

『そんなことはさせない』

　リアがバハムートを威い嚇かくする。

『フッ……グハハハハ！』

　しかし、奴はまた不快な笑い声を上げた。

『君ら、何で僕がこんな無む駄だ話ばなししてると思ってんの？』

「―――!?」

　猛もう烈れつな悪お寒かんが背筋を走り、俺はようやく周囲の異状に気がついた。

　暑い、そして明るい――ここは太陽すらなく、薄らぼんやりと照らされるだけの擬似地球のはずなのに。

　天を振ふり仰あおぐ。

　そこには天てん蓋がいを覆い尽くすほどの炎の塊があった。

『僕のとっておきの大魔法『灼しやく熱ねつの天球』。……どうだい、リヴァイアサン？　君が寝ねている数千万年の間に、僕は『完璧な』防御力と『最強』の攻撃力を両方手に入れておいたよ』

『なっ!?』

　リアの焦しよう燥そうが思念越しに伝わってくる。

　それで分かる――あれが彼かの女じよでも防ぎきれない魔法なんだと。

『さぁ、あとわずかで完成だ。この封印内部の全すべてを焼き尽くそう、逃にげ場ばなんてないよ？　グブッグブッブブブブブブ！』

「ＧＵＨＹＡＡＡＡＡＡＡＡＯＯＯＯＵ!!」

　嘲あざける声のテレパシーと生の雄叫びが重なり、紅ぐ蓮れんの太陽がさらに成長する。その様はまるで燃える空がそのまま地上へ降ってくるようで――。

『完璧な』防御力を持つバハムートはおそらく無傷で乗り切るだろう。

　だが、俺たちは――!?

『テトラ！　神殿の奥おくへ逃げろぉー！』

　俺にはテレパシーでテトラに向かって、そう叫ぶのが精いっぱいだった。

　あまりにもどうしようもない。仮に自分たちの身が守れたとしても、あんな物が墜おちれば封印が持たないだろう。そうなれば、結局地球を守れない。

　一いつ瞬しゆんで絶望が背筋を駆け上がってきた。

　が。

『ちょっ！　リア!?』

　イリスの叫びとともにリアが動き出す。

　リアの頭の辺りから、水色の球体が放り出される。それは水の膜まくでできたカプセルで、その中にイリスが大事に包まれているのが見て取れた。

　そうやってイリスを安あん全ぜん圏けんへ退たい避ひさせながら、リアは天地を揺ゆるがす咆ほう哮こうを上げる。

　彼女の叫び声ごえに、擬似地球の海が応こたえた。

　海から何百という逆巻く水流が放たれ、『灼熱の天球』へと殺到していく。それはわずかに炎の成長を遅おそくするが、勢いは止められない。

『灼熱の天球』が墜ちてくる。

「ギィッ、アアアアアアアア！」

　リアが咆哮を上げる。彼女は封印内の全てを焼やき払はらう劫火が地上に墜ちないように、自らの体でそれを受け止めた。

　世界が切きり裂さけるような絶ぜつ叫きようがこだました。

　肉が焼け焦こげる臭においが世界中に満ちる。

「リアーーーーッ！」

　届かないと分かっているのに、俺はノドよ裂けよとばかりに彼女の名前を叫ぶ。

『あき……らめる、な』

　その時、リアのテレパシーが――

『烈火が、最初に示してくれた……道だろう。力を合わせて、みんなで……』

　――俺の心に届く。

　考えることをやめるな、俺。

　それは闘たたかうのを諦めるのと同じことだ！

　俺の手にある手札は番人の血が入った治療銃メデイカルガンが一丁。

　これさえバハムートの体内に撃ち込めれば、奴は毒に侵おかされて倒れる。

　だが奴の硬い皮膚によって治療銃メデイカルガンの針は半ばで折られてしまった。あと一回失敗すれば完全に使い物にならない……。

　最大の問題は奴の『完璧な』防御力だ。

『勇者の剣けん』もレーザー銃もリアの攻撃も全て効かない。

「クソッ！　何かないのか？」

　いくら頭の中で考えてみても、奴に傷ひとつつけることができない。ましてやたかが太いだけの注射針を通すことなんて――

　――ちょっと待った。

　奴が傷つくところを俺は一度見てるじゃないか。

　番人の血を浴び、奴の皮膚が焼け爛ただれたところを。

「……そうか」

　バハムートは神様が『完璧に』創り上げた獣の王だ。だから、この世の物で奴を傷つけることはできない。

　けれど、唯ゆい一いつ創造主である神様だけは奴を破壊できる。神様が『バハムートの弱点』として創った番人の血がそうであるように。

　そして、神様がバハムートにつけた傷はもうひとつある。




『――バハムートの背中には、数千万年経った今でもまだ神様の槍やりで貫つらぬかれた時の〝傷口〟が残っていて、今でも血を流し続けている』




　皐月は確かにそう言っていた。

　その〝傷口〟からなら、折れた針でも奴の体内に番人の血を入れられる！

「―――ッ！」

　俺は地面に転がったままになっていた飛行ユニットに飛びつき、エンジンをかける。

　バランスさえ崩くずさなければ、上昇だけなら俺にもできる……イリスはリアの魔法に守られて、まだ空中だ……俺が自分でやるしかない。

　バハムートの巨きよ体たいを見上げる。奴の体すれすれを上昇して、背中が見えたら飛び移る――一回しかチャンスはない。

　それでもリアが作ってくれたロスタイム、無む駄だにしてる時間なんて、ないッ！

　飛行ユニットのスロットルを回し、俺は飛び上がった。宙で転てん覆ぷくしそうになるのを必死にバランスを取り、ぐんぐん上昇する。

　あっという間に背中が見えて、俺は飛行ユニットの上で膝を折り曲げて力をため――跳とんだ。

「グッ、ウッゥツゥ！」

　両手両足で張りつくようにして、バハムートの背中の端っこにどうにかしがみつく。危あやうくそのまま滑り落ちそうになったが、何とかザラザラの皮膚に指を引っかけて上っていく。

『リア！　もうちょっと待ってろ。今何とかする！』

　俺はテレパシーでリアに向かって叫ぶ。

　それどころじゃないのか、彼女の返事はなかった。代わりに――

『うん？　波乱烈火。君は何をしようとしているんだい？』

　――俺たちのテレパシーを盗ぬすみ聞ぎきしていたバハムートに気づかれてしまった。

「さぁな！」

　すっとぼけ、そして走り出す。速そつ攻こうで気づかれてしまった。すぐに狙いが背中の傷であることもバレるだろう。

　だから、全速力で駆ける。

〝傷口〟があるだいたいの位置は予測できた――奴がまだバー君の姿だった時、その背中にはデフォルメされたバンソーコーが貼はってあって、俺はその位置を覚えてる。

　背中の中心――目指すべきはそこだ。

『ッ！　貴様ッ！　まさか！』

　バハムートが俺の狙いに気づいた。

　構わず動かす手足のスピードを上げる。

「！　見つけた！」

〝傷口〟の端が視界の先に見えた。巨大な刺さし傷きずから、時々ブシュッブシュッと血が噴き出でている。皐月が森羅の大魔法で教えてくれた通り、神様によってつけられた傷は未いまだに癒いえていない。

『クッ！　落ちろォ！』

　俺はとっさに身を伏ふせて、バハムートの背にしがみつく。数瞬しゆん遅おくれて奴が身を揺すった衝撃が襲いかかってきたが、何とか爪つめを立てて耐える。

『落ちろッ！　落ちろッ！　クソ虫ガァァァア！』

「ハッ！　そりゃお前からすりゃ、俺なんてノミみてぇなもんだろうがよ」

　だがアフリカ象だって体を揺すってノミを振り落とすことはできない。

　俺からすればバハムートの背中は端のある大地みたいなものだ。さっきみたいに鼻で撃ち落とされでもしない限り落ちる方が難しい。だが奴の鼻はここまで届かない。

　それでも揺れ続ける大地の上で走るなんてのは簡単ではなく、俺は這はうようにして目的の場所を目指す。

『クソッ！　クソッ！　ヤメロッ！　僕は『完璧なる獣』バハムートだぞ!?　お前ら人間なんてチビで、力もなくて、僕に踏み潰されるだけの憐あわれな存在だろうがァァア!!』

「……ああ、そうさ。お前は『完璧』なんだろうよ」

　一点も欠けることなく、ひとつで完成された存在――それがバハムートなのかもしれない。

「だからお前は他者の存在を必要としない」

　なぜなら必要がないから。

　自分のみで完結した生き物だから。

　そうでもなけりゃ、自分以外の全てを壊すなんてこと、躊ちゆう躇ちよせずにできるわけがない。

「お前以外の生き物は、きっと全員が弱い。人間も、動物も、植物も、『最強』であるはずのリアだって、みんな弱い。でも――」

　岩のように硬い皮膚の上を腹はら這ばいになって進んでいるせいで、制服が破れて胸全体がすでに血で真っ赤だ。ズキズキする。

　それでも俺は進むのをやめない。

　なぜならば。

「――弱い分、俺たちは互いに手をつなぐ。力を合わせる。ひとりずつじゃ、『完璧な』お前に届かない。だから――」

　テトラたちが血を分けてくれなければ、俺はバハムートを倒す手段すら手に入れられなかった。

　リアが身を挺ていしてくれなければ、バハムートに対たい抗こうすることもできなかった。

　そのリアだってつみきがいなければ力を取り戻せなかった。

　皐月もイリスもハリッサも――彼女たちの助けがなければ、俺はどこかでとっくに死んでいただろう。

　ここに――〝傷口〟に――だって、俺ひとりの力じゃ辿り着けなかった。

　俺は治療銃メデイカルガンをポシェットから取り出だす。

『ヤメロオオオオオオオ!!』

『灼熱の天球』から生えた炎の渦が何百と俺めがけて降ってくる。

　けれど俺はそんな攻撃、全然気にしない。

　どうせ俺なんかにそれを防ぐ手立てなんかないから。

　だから――

『烈火ァアアアア!!』

　――リアに水の防ぼう御ぎよ壁へきで護まもってもらう。

　彼女に負担をかけたのは申し訳ないが、謝罪の代わりに、俺は俺がやるべきことを果たす。




「――弱い俺たちは全員の力を合わせて、『完璧な』お前を倒す」




　治療銃メデイカルガンを〝傷口〟から見える血管に撃ち込み、引き金を引いた。

　シリンジの中に入っていた無限に近い量の番人の血が――バハムートにとっての毒が――奴の体を一気に侵す。

「ＧＹＡＡＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

　バハムートの絶叫が擬似地球内に響き渡る。

　ああ、ちくしょう、うるせぇなぁ。

　俺はブッ倒れそうな体を治療銃メデイカルガンによりかかって支えた。

　やがて獣の咆哮も終わる。

　それがかつて神に逆らった『怪かい物ぶつ』の最後だった。
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エピローグ







　神代の怪物なんてもんをブッ倒してから数日後の学校。昼休み。

「ん？」

「あ、いた」

　廊ろう下かを歩いていると、向こうからつみきがやってきた。どうやら俺を探していたようだ。

　その手にはランチナフキンに包まれた弁当箱が……。

　ダッ　ガシィ！

「何で逃げるのよ!?」

「人は最後まで生きる望みを捨てちゃいけないんだ！」

「何よそれぇ！　これでも私、フードチャンピオンの優勝者なんですけど？」

　つみきは憤ふん慨がいして俺の頭をガンガン殴なぐる。ポカポカでないところがミソ。メチャクチャ痛い。

「やめっ、やめろって！」

　俺は頭を庇かばいながら、バハムートを倒してからの出来事を思い出していた――
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　――バハムートの断だん末まつ魔まが擬似地球に響き渡ったあと、『灼熱の天球』は消しよう滅めつした。同時に奴の体が砂の城のように崩れ始める。

　そうなれば当然俺は足場を失うわけで、

「うぎゃああああああああああああ！」

　俺は勝利の余よ韻いんに浸ひたる間もなく、大空から地面へ向かって盛大に落下する羽目になった。

　しかも今度は飛行ユニットもない！

　死ぬうううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!

　その時、不意に落下中の浮ふ遊ゆう感が消失する。見れば、先程イリスを包つつんでいたのと同じ水の膜が俺を包んでいた。

『獣の王を倒した人間がこんな間ま抜ぬけな死に方をするな』

『いや……ホント助かったよ』

　俺はリアの魔法で地上まで降ろしてもらった。

　ここで安堵の息でも吐きたいところだが、まだやることがあった。

『リア。頼みがあるんだ』

『何だ？』

『前につみきになら自分の肉を分けてやってもいいって言ってたよな？　それを頼めないか？』

『いいぞ』

　リアが答えると同時に、ボシュンッ、と巨大な海うみ蛇へびの額から小さな何かが飛び出してくる。よく見れば、それは彼女の核かく――女性姿のリアだった。

　彼女は魔法でゆっくりと降下して、俺たちの傍に着地する。

「ふぅ……重かった」

「重かったのか」

「そりゃ、な。これだけ大きければ」

　そう言ってリアは自分（？）の巨躯をトントンと手で叩く。

「えっと……それでそっちはもらってもいいのか？」

「ああ、こっちはもう抜け殻がらだから好きにしていい。まぁ、おかげでまた力の大半を失ったが、つみきと烈れつ火かのためなら惜おしくはない」

　リアはこちらを見つめながら言うと――不意に俺を抱き締しめる。

「えっ？　なっ、おい？」

　最近はイリスにやたら頻ひん繁ぱんに抱きつかれているとはいえ、俺も健全な男子高校生というか、年上の、その……大人な体のやわらかさを押しつけられるのは慣れてないというか初体験というか、いや、えっと、頭が熱くなってクラクラしてくる。

「烈火。ありがとう」

「いや、別に俺はそんなたいしたことしたわけじゃ……」

「それは謙けん遜そんのしすぎだな。お前は私の孤こ独どくな魂たましいを救ってくれた」

　リアは少し体を離し、俺の目をジッと見つめてくる。薄く濡ぬれた紫むらさき色いろの瞳ひとみに俺の困った顔が丸く映っていた。

「人の子は愛いとおしい。つみきには感謝している。だが、烈火……お前はもっと特別だ」

「えっと……」

　あまりにもストレートに紡つむがれる言葉の数々に、俺はどう反応したらいいのか分からない。

「頑張って烈火さん。今ならイケます」

　いつも思うけどアールはホント黙だまってろ！　ていうか行くってどこへだ!?

　俺がかなりみっともなくうろたえ続けていると、そこへ、

「烈火！　ちょっ、何してるのよふたりとも！」

　救いの女め神がみ、もといイリスが現れた。

「浮うわ気きはダメー！」

「ふゴっ！」

　思いっきりブン殴られた。彼女の腕わん力りよくはケタはずれだから、軽く十メートルは吹っ飛ぶ。

「きょ、今日は一段とツッコミがハードだな」

　死にかけの昆こん虫ちゆうみたいに手足をピクピクさせる俺。

「リアさんの方が自分より胸が大きいからじゃないですか？」

　アールってホント胸ばっかりよく見てるな。

　まぁ、殴られたおかげでいろいろとうやむやにできたからいいけど。

「さて……じゃぁ、とりあえずこのお肉を持って帰って……」

　神の供く物もつとして創られた食材なわけだし、フツーに焼き肉定食にしてもフードチャンピオンで優勝できそうだけど。

「つみきじゃただ肉を焼くだけでも暗黒物質ダークマターにしかねないしなぁ」

「その時は私が食うぞ」とリア。

　いや、それはそれでどうかと思うけど、この場合はまともな料理を作れないと意味ないわけで。

「最悪、俺が手伝うか？　肉焼くくらいなら……」

「烈火さん。そのことでひとつ提案があるですが」

　テトラがひょいっと手を挙げる。

「いえ、提案というよりも、テトラがつみきさんにお願いする立場なのですが……」

「……？」

　そして、テトラはその「提案」とやらを俺たちに話し――
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　――テトラはつみきと一緒にフードチャンピオンに出場し、見事に優勝したというわけだ。

　もちろん調理担当はテトラ。で、つみきは『のぞみや』の看かん板ばん娘むすめとして審しん査さ員いんとお茶の間にたっぷり愛あい嬌きようを振りまいていた。

　自分にできないことがあれば、できる人を頼ればいい……これも適材適所って奴だよな。

「ほらっ！　さっさと私のお弁当食べなさいよ」

「いや、つみきさん……適材適所的に言えばお前は料理担当じゃないんじゃないかなーっていうね、そんな論理展開を今頭の中で構築してたんだけど」

「るっさい！　いいから食べろっての！」

「むぐっ！」

　必死の抗こう弁べんもむなしく、俺は無理やりつみきの作ったおにぎりを口に突っ込まれ、アゴを強ごう引いんに閉じさせられる。

「うぐぐぐ……む？　……痛くない」

　頭痛も胃痛も謎なぞの激痛もしなかった。

　ちゃんとした食い物だ。ビックリした。ビックリしなくちゃいけないのもどうかと思うが。

「あっ、ていうか結構旨うまい」

「ま、まぁね。テトラにもちょっと手伝ってもらったし」

「へぇー、どれくらい？」

「とりあえずお米炊たいてもらって、具を詰めて握ってもらって、三角形にしてもらうところまではやってもらったわ」

　全然ちょっとじゃねーじゃん。あと海の苔り巻まくだけだろそれ。

　まぁ、おかげで命を磨り減らさずに済んだので「テトラＧＪグツジヨブ」と言わざるを得ない。

「コ、コホンっ」

　ふとつみきがわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「というわけで、私も少しずつだけど料理の練習してるのよ」

「ああ、頑張れよ」

　と、俺は無難な応おう援えんをしたはずなんだけど、つみきはなぜか頬ほおを赤くして、

「だ、だからまたアンタに味見してもらいたいんだけど」

　なんて恐ろしいことを言い出す。

「えっ？　い、いや、味見ならこの前紹しよう介かいしたリアが喜んでやってくれると思……」

「アンタにしてもらいたいの！」

　しどろもどろに話を逸そらそうとする俺に対し、ますます顔を赤くしたつみきがピシャリと言い切る。

「あ、ああ、そ、そうなのか……」

　何でそんなに人を地じ獄ごくに叩き落としたがるんだ!?――つみきの意図がまるで分からない。いいじゃねーかリアで、彼女ならむしろ嬉き々きとして暗黒物質ダークマターを食ってくれるのに！

「分かったら、今日『のぞみや』に来なさいよ！　アンタ用の特別メニュー振る舞ってあげるから」

「なん……だと」

「じゃ、じゃぁ絶対来なさいよ！　来ないと許ゆるさないんだからねっ！」

　俺が止める間もなく、つみきは行ってしまった。

　しばし、昼休みの喧けん騒そうから自分だけが切り離されてしまったような、奇き妙みような気分を味わった。具体的に言えば死し刑けい執しつ行こう前の囚しゆう人じんの気分。

「まぁ、『血筋』の話をしてもフツーに接してくれるのはありがたいけど……」

　地上へ帰ったあと、約束通りつみきには俺が抱かかえてる特とく殊しゆな事情――今回巻き込まれた『物語』や『波乱の血筋』について話した。

　変な奴と思われて、最悪気味悪がられるかと覚悟したが、現状はこの通りだ。

　それをありがたいと思う反面、特別メニューは勘かん弁べんしてくれないかなーとも思う。

「……皐さ月つきにまた防呪の魔ま法ほうかけてもらうか」

「たぶん断られますけどねー」

「何でだよ？」

「烈火さんが鈍どん感かんだからです」

「？」

　アールの言うことは本当にわけ分からん。皐月がそんな理由もなく断るわけが――
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　――あった。つみきの料理を食べに行くと言ったら物もの凄すごい冷たい目で睨にらまれて、先に帰られた。ついでにイリスには「行っちゃヤダ！」とサバ折り極きめられた。

　そりゃ俺もあんまり気は進まなかったけどね……無視なんかしてつみきがもし傷ついたりしたら嫌いやだし、ちゃんと放課後は『のぞみや』に行ったさ。

　そして案の定死にかけた。

「あれぇー？　おっかしいなぁ。ちゃんと焼けば平気だと思ったんだけど」

「涅ね槃はんの味がしたぞ……」

　実際に涅槃なんて行ったことねーけど。まぁ、つまり想像を絶する味ということだ。

「じゃぁ、次の料理持ってくるから」

「次!?」

　まさかのフルコースですか？

　戦せん慄りつする俺を無視してつみきは厨ちゆう房ぼうの奥へと引っ込む。

「大変だな」

　俺の隣となりでラフなシャツ姿のリアが苦く笑しようする。力の大半を失った彼女は地上で人間社会に溶とけ込んで自由気ままに暮らしているのだが、頻繁に『のぞみや』へ来ているそうだ。偶ぐう然ぜん出会った彼女にこっそり食べるのを手伝ってもらわなければ、冗じよう談だんではなくガチであの世へご招待されていたかもしれない。

「もうどうにでもしてくれって感じだよ……」

　俺がぐったりとしていると、そこへ『のぞみや』のエプロンをしたテトラが水を持ってきてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　烈火さん」

「ああ、まぁたぶん。それよか、テトラはもうバイトは慣れたか？」

「はいです。おかげさまで」

　フードチャンピオン後、彼女は『のぞみや』でアルバイトをしている。

「ジズ村を発展させるために地上の文化を学びたいです」

　というのが理由だ。

　ちなみにそのジズ村だが――

「で、擬似地球の住み心ごこ地ちはどうだ？」

「はいです。封ふう印いんがほとんど壊れたおかげか、『怪物』を閉じ込めておくための牢ろう獄ごくとしての機能はなくなったみたいです。時の流れも本物の地球とほぼ同じになりましたし、種をまけばちゃんと芽が育つです。もうすぐみんなの移住も完かん了りようするですね」

「そっか」

　――という感じで、擬似地球の方へ絶賛お引ひっ越こし中である。

　村のお引っ越しというのは俺がテトラに勧すすめたことでもあった。

　所変われば空気も変わる、なんて精神的な意味合いもあるが、あの狭せまい地下の空間内では頑張っても村が広がらないし発展しない。おまけに住める村人の数まで限られてくるし、閉へい塞そく感かんで息が詰まってしまう。それでは村を活気づけるなんて夢のまた夢だ。

　だから心機一転、移住してみてはどうかとテトラに提案してみた。

　もちろん、元の村に対する愛着もあるだろうし、それならまた別の方法でテトラの『物語』を救おうと考えていたが――彼女は首を縦に振った。

　自分が救いたいのは村ではなくて、村の人たちだから、と。

　そして、現在は移住を進めつつ、これからの村をどう発展させるか試し行こう錯さく誤ごするため、地上の人間社会を隅すみから隅まで勉強中というわけだ。

　テトラ以外の村人も何人か地上へ出てきて、この商店街で働いたりしている。『のぞみや』が有名になったおかげで商店街にも活気が戻り、バイトやパートをたくさん募ぼ集しゆうしていたのもちょうどよかった。

　まだまだ前ぜん途と多た難なんかもしれないが、力を合わせて前へ進もうという意思があればきっとジズ村はよくなるだろう。

「私のお肉は番人たちも食べてるのか？」

　俺とテトラが話していると、リアが会話に混ざってきた。

「はいです。ありがたくいただいてるです」

「そうか。新しい村の畑でちゃんと収しゆう穫かくが取れるようになるまでのつなぎだと思って、好きに食べればいい」

「どうもです」

　テトラはぺこりとリアに頭を下げる。

「つーか腐くさったりしねーの？」

　俺は素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「神の供物だから問題ない。それよりも烈火、仮にも私だった物に『腐る』なんてヒドい言い草だな」

「わっ！　ちょっ、悪かった！」

　少しムッとしたリアにチョークスリーパーをかけられて焦あせる俺。後頭部に当たるやわらかい感触がとんでも凄いことに……！

　その時、ビュンッと風切り音を立ててお盆ぼんが俺とリアの間を切り裂いた。

「テ、テトラ……？」

「当店はイチャイチャ禁止です、お客様」

「地上で働いてて、なんか変な言葉覚えてないか？」

「禁止です」

「……はい」

　なぜかテトラがスゲー怖こわい。どうなってんだ？

　困こん惑わくする俺を見て、リアは苦笑し、

「烈火には女難の相が出ているな」

　なんて笑えないことを言う。

「何ででしょう？　セリフを盗とられた気がします」

　アールはまたわけの分からないことを呟いている。

　そして、新しい料理をお盆に載のせたつみきが厨房から出てきて、

「さぁ、次のは今度こそおいしいわよ」

　と、得体のしれない形状をした黒い物が盛られたお皿をテーブルに並べていく。

　ああ、まったく。

『物語』に巻き込まれるのも命がけ、『物語』を解決したあとも命がけってどういうことなんだ？

　さらに『ヒロイン』もまた増えてしまった。アールは未来の俺が救った『ヒロイン』の数は数百人と言っていたが、それもあながち冗談に思えなくなってきた。

　女難どころか、確実に修しゆ羅ら場ばだよ、これじゃ。

　でもって俺は未だに『ヒロイン』の誰だれかを選ぶなんてできない。最近は俺ってこんなに優ゆう柔じゆう不ふ断だんだったんだなって自じ虐ぎやくしたくなる日々。

　けどさぁ、そんな大事なこと焦ってテキトーになんて決められないだろ。

　そんなの彼女たちにも失礼だ。

　ただまぁそーやってうだうだやってると、また話がややこしくなっていくんだろうなぁ……はぁ。

　相変わらず厄やつ介かいな『血』だよ。ホントに。

「でもまぁ」

　俺が誰を好きになるのかはまだ分からない。今はそれでもいいかもしれないが……いつかちゃんと決める。それだけはひっそりと胸に誓ちかっていた。

　アールのいる未来だって、ちゃんと守らなきゃいけねーしな。

「……？」

　俺の視線に、アールは無表情のまま首を傾かしげる。

　まぁわざわざ言うことでもないし、言わないけど。

　それよりも……。

「ほらっ！　早く食べなさいよ、烈火」

　目の前のピンチを何とか乗のり越えないとなぁ。未来を救う前に、俺の未来が閉ざされちまうよ。ぐはぁ。
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プロローグ２







『のぞみや』でつみきたちと別れ、俺は腹を押さえつつ、アールとふたりで帰路についていた。

「なんか途と中ちゆうでテトラの手料理も食わされたな……何でだ？」

「それは烈れつ火かさんが鈍感以下略」

　略されてしまった。言うまでもないことなのか、むむむ。

　うなってみてもさっぱり分からねーなー……と、俺がぼんやり考えていたら。

「ん？」

　夕暮れの中、俺ん家の前に誰かが仁に王おう立ちしているのが見えた。

　ハリッサにしては背が高いし……皐さ月つきやイリスとは髪かみ型がたが違ちがう。『のぞみや』のみんなとは別れたばっかりだし……じゃぁ誰だ？

「キミが波なみ乱だれ烈火か？」

　俺の姿を認めた人ひと影かげ――見知らぬ少女は何の前置きもなく尋たずねてきた。

「ああ、そうだけど。お前は？」

「ボクの名前は万ばん丈じよう響ひびき」

　少女――響はハリのある声で答える。

　そして――

「波乱烈火。ボクと結けつ婚こんしろ」

「……は？」

　――何の前置きもなく、そう切り出してきた。


―了りよう―









あとがき







　全世界的修羅場ファンタジー（異世界、宇宙含む）の第二巻となります。一巻から続なめこの方はお久しぶりです。二冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。

　この前友人とスポーツセンターのような所に行って、卓球・フットサル・テニスにバッティングに釣りといろいろと遊びまくったのですが、その途中で頭がぐわんぐわんと痛くなってしまいました。もう歳だなぁと思ってしまったひと夏のほろ苦いエピソード。

　あとがきページが短いので早速謝辞を（別に前回文句を言ったから減らされたわけではありませんよ、ホントだよ？）。相変わらず僕にインスピレーションをくれる素晴らしいイラストを描いてくださった和わた狸ぬきナオ様ありがとうございます。特に五枚目のイラストのクオリティは反則です（どのイラストのことを言っているかは、みなさん数えて確かめて見てください）。今回もプロットから細かくチェックしてくださった担当の南部様ありがとうございます。最後にこの本を取ってくださった読者様方ありがとうございます。

　よろしければ今後ともシリーズにお付き合いくださいませ。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


なめこ印先生／和狸ナオ先生
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